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上越市総合体育館等大規模改修工事

総括・一級建築士 担当事務所長
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【改修前】１階平面詳細図　　1：50
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躯体t=120,ﾓﾙﾀﾙt=20,100角半磁器質ﾀｲﾙ【撤去】

躯体t=120,ﾓﾙﾀﾙt=20【撤去】

躯体t=120,ﾓﾙﾀﾙt=20,100角半磁器質ﾀｲﾙ【撤去】

床：HSt=2.8【撤去】
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便所,更衣室案内ｻｲﾝ 80×250【撤去】

掲示板：450×600×6枚【撤去】
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補助金掲載看板 400×550【取外し】

床：HSt=2.8【撤去】

床下点検口600×600【撤去】

FL±0

便所ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑ 150φ【撤去】

1,050

補助金掲載看板 400×550【取外し】

便所ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑ 150φ【撤去】

GL±0

踏込(B)

手すり木製ｽﾉｺ【撤去】

洗面所 洗面所

躯体t=120,ﾓﾙﾀﾙt=20,100角半磁器質ﾀｲﾙ【撤去】
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木製建具【撤去】

三方枠：木製25×100【撤去】

壁ｶｯﾀｰ入れ

沓摺：SUS-80×25×2.0【撤去】

三方枠：SUS-40×40×2.0【撤去】

沓摺：SUS-80×25×2.0【撤去】

三方枠：SUS-40×40×2.0【撤去】
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ｽﾃﾝﾚｽ水切り【撤去】
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受付ｶｳﾝﾀｰ:t=40ﾒﾗﾐﾝ化粧板貼り【撤去】
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床:ﾅﾗt=15特殊張り UC
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床:100角磁器質ﾀｲﾙ貼り
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2
,5

50
2,

15
0

90
0

2,630

2,630

棚：１段 【撤去】

床：47角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ【撤去】

床：47角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ【撤去】

690

1
,2

75

床:ﾅﾗt=15特殊張り UC,下地ﾗﾜﾝ合板t=15【撤去】
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【改修前】１階平面詳細図
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床排水金物：SUS-200×1000【撤去】

床排水金物：SUS-200×1000【撤去】

令和３年２月
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【撤去】範囲

鋼製ネダ

鋼製束

床:ﾅﾗt=15特殊張り UC

ｶｯﾀｰ入れ

床断面詳細図　　1：10

床:ﾅﾗt=15特殊張り UC,下地ﾗﾜﾝ合板t=15【撤去】
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床:ﾅﾗt=15特殊張り UC

捨て張：ﾗﾜﾝ合板t=15

　　　　　　　　　シャワー室 床仕上げ材(座面コンクリート共)【撤去】部分

　　　　　　　　　RC壁撤去　部分

凡　例

　　　　　　　　　体育室 床仕上げ・下地材 【撤去】部分

　　　　　　　　　受付カウンター　床仕上げ材【撤去】部分

＊注記＊

文字１．　　　　工事範囲内　（文字、線囲い部分）

床:ﾓﾙﾀﾙ櫛目引き

カーテン(引分)【撤去】

床下点検口600×600【撤去】

タラップ【撤去】

縦樋【撤去】

カーテン(引分)【撤去】
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(25×65)
木製枠【撤去】

床換気口【取外し】 4ヶ所

床:ﾅﾗt=15特殊張り UC,下地ﾗﾜﾝ合板t=15【撤去】

木製枠【撤去】

(25×65) 躯体t=210【撤去】
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【撤去】範囲
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１，塗材剥離は集塵機付グラインダー使用とする。

２，隔離養生外部は枠組(養生ｼｰﾄ貼り)、内部床面はＰＥシート２重張、立上り３０ｃｍ付

　　壁体、天井面については１重張ＰＥシート、コーナービニールテープ止めとする。

体育室～外部出入口廻り（1ヶ所）は下記による。

施工方法

アスベスト含有壁体除去解体工事

空調用ダクト【機械設備】

空調用ダクト【機械設備】

空調用ダクト【機械設備】

空調用ダクト【機械設備】
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【改修後】１階平面詳細図　　1：50
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範囲

壁見切り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ EP-G【新設】

壁見切り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ EP-G【新設】

壁見切り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ EP-G【新設】

壁見切り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ EP-G【新設】
(W=100)

(W=100)

(W=100)

(W=100)

範囲

壁見切り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ EP-G【新設】
(W=100)

壁　GB-R t=12.5張り GL工法 EP-G【新設】
範囲
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ｽﾁ-ﾙ製扉【新設】

(機械設備工事)

ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ　1組　【新設】

床：下地劣化部ﾓﾙﾀﾙ塗り補修

 HSt=2.8【新設】

床：下地劣化部ﾓﾙﾀﾙ塗り補修

床：下地劣化部ﾓﾙﾀﾙ塗り補修

床：下地劣化部ﾓﾙﾀﾙ塗り補修
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床:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上げ【既存のまま】

ﾀﾗｯﾌﾟ【既存のまま】
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【
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設
】
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り

床： HSt=2.8【既存のまま】

床：下地劣化部ﾓﾙﾀﾙ塗り補修

 HSt=2.8【新設】

手
す

り
【

既
存

の
ま

ま
】

手すり【既存のまま】手すり【既存のまま】

手すり【既存のまま】

手
す
り
【
既
存
の
ま
ま
】

手
す
り
【
既
存
の
ま
ま
】

手すり【既存のまま】
手
す
り
【
既
存
の
ま
ま
】

手
す
り
【
既
存
の
ま
ま
】

床： HSt=2.8【既存のまま】

床：下地劣化部ﾓﾙﾀﾙ塗り補修
(水圧15Mpa程度)

床:現況面 高圧水洗浄

1
,0

20

便所,更衣室案内ｻｲﾝ 105×323(上下２段付)【新設】

2
,5

50
2,

15
0

9
00

887 70 886 70 887

床：下地ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上げ t=60

120

床：下地ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上げ t=60 木製建具【新設】

2,630

棚：１段 【新設】

3,810

2,630

木製建具【新設】

690

1
,2

75

床:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上げ

床:ｺﾞﾑ製ﾌﾛｱﾏｯﾄ貼り【既存のまま】

床:100角磁器質ﾀｲﾙ貼り【既存のまま】

床:100角磁器質ﾀｲﾙ貼り【既存のまま】

床:100角磁器質ﾀｲﾙ貼り
【既存のまま】

床:100角磁器質ﾀｲﾙ貼り
【既存のまま】

【既存のまま】

70 70887 887886

令和３年２月

流し台【新設】

出隅ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ【新設】

100

9
90

 FS t=2.8【新設】

 FS t=2.8【新設】

 FS t=2.8【新設】

 FS t=2.8【新設】

 FS t=2.8【新設】

 FS t=2.8【新設】

15

15

A3版A1版

1/10,1/20,1/50 1/20,1/40,1/100

LGS65壁下地 GB-F t=12.5 EP-G

手すり【既存のまま】

壁　GB-F t=12.5張り GL工法 EP-G【新設】

壁　GB-F t=12.5張り GL工法 EP-G【新設】

捨て張：りﾗﾜﾝ合板t=15【新設】

1
5

15

鋼製ネダ【既存のまま】

鋼製束【既存のまま】

【新設】範囲

捨て張：【既存のまま】

床断面詳細図　　1：10

凡　例

シーリング位置 MS-2 10×15

ﾓﾙﾀﾙ充填(躯体壁) 【補修】

　　　　　　　　　床仕上げ・下地モルタル金ゴテ(t=30～60) 新設　部分

　　　　　　　　　体育室 床仕上げ・下地(捨張り) 新設　部分

LGS50壁下地 GB-F t=12.5 ２重張り EP-G

1
20

ｼｰﾘﾝｸﾞ：耐火ｼｰﾗﾝﾄ 10×10（壁４周施工)【新設】

ｼｰﾘﾝｸﾞ：耐火ｼｰﾗﾝﾄ 10×10（壁４周施工)【新設】

LGS50壁下地 GB-F t=12.5 ２重張り+ｹｲｶﾙ板 t=6張り 吹付ﾀｲﾙ(ｱｸﾘﾙ系)【新設】

【改修後】１階平面詳細図

ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ取付部分の詳細は体育施設図面(2)を参照

600×450

600×450

縦樋【新設】

鋼製大引【既存のまま】

木製枠 SOP【新設】

天板:現況面 SOP塗装

天板:現況面 SOP塗装

床換気口【再取付】 4ヶ所

（120×920)

床:現況面ｻﾝﾀﾞｰ掛け UC塗装

床:ﾅﾗt=15特殊張り UC,捨張り ﾗﾜﾝ合板t=15【新設】

床:ｺﾞﾑ製ﾌﾛｱﾏｯﾄ貼り【既存のまま】

床:ﾅﾗt=15特殊張り UC,捨張り ﾗﾜﾝ合板t=15【新設】

ｶｰﾃﾝ【新設】

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ【新設】
（ﾀﾃ型） ロッカー室

兼管理人室

木製枠 40×105 SOP 【新設】
(米栂)

踏込(A)

下地：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ t=10 発泡断熱材t=30貼り

【新設】

洗濯機
100

下地：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ t=10 発泡断熱材t=30貼り
【新設】

縦樋【新設】

スロープ

床:現況面 高圧水洗浄

(水圧15Mpa程度)

ﾓﾙﾀﾙ充填 【補修】木製枠 SOP【新設】
(米栂 25×65)

補助金掲載看板 400×550【再取付】

手すり【新設】

掲示板：900×1800【新設】

LGS90-455＠壁下地 【新設】

木製枠 40×105 SOP 【新設】
(米栂)

FL±0

天板　ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=19【新設】

【新設】範囲

床:ﾅﾗt=15特殊張り UC塗【新設】

床:現況床面の上ｻﾝﾀﾞｰ掛け UC塗【新設】

＊注記＊

文字１．　　　　工事範囲内　（文字、線囲い部分）

勤13

ｶ
ｰﾃ

ﾝ(
下

部
)
【

新
設

】
ｶｰ

ﾃﾝ
(下

部
)【

新
設

】

勤 29

天板:現況面 SOP塗装 天板:現況面 SOP塗装

ｶｰﾃﾝ(下部)【新設】

ｶｰﾃﾝ(下部)【新設】

天板:現況面 SOP塗装天板:現況面 SOP塗装

床:ﾅﾗt=15特殊張り UC,捨張り ﾗﾜﾝ合板t=15【新設】

1,
22

0

防球ネット【新設】 ｶｰﾃﾝ(下部)【新設】ｶｰﾃﾝ(下部)【新設】

防球ネット【新設】ｶｰﾃﾝ(下部)【新設】 ｶｰﾃﾝ(下部)【新設】

空調用ダクト【現況のまま】

空調用ダクト【現況のまま】

空調用ダクト【現況のまま】

空調用ダクト【現況のまま】

出隅ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ【新設】

床点検口600×600【新設】

床点検口600×600【新設】

壁:GR-S t=12.5下地 化粧ｹｲｶﾙ板 t=6【新設】



枚合計枚数
年月日

図面番号整理分類番号縮尺 A1版 A3版

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

工事名称 図面名称備考

上越市総合体育館等大規模改修工事
　　

総括・一級建築士 担当事務所長

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

第一・護國共同企業体

印

第１０６０４６号

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
印

基本・意匠・構造・設備

　　　　　　　　　

　　　　　

護國建築設計事務所

護 國　直 也

上越勤労身体障害者体育館 1/50 1/100

FIX FIX FIX

FIX FIX

FIX

FIXFIX

2,400 2,500 6,650

Ｈ Ｇ

【改修前】風除室、ホール、廊下

Ａ
Ｈ

510 5,600 11,200

【改修前】踏込(A)、男子便所

【改修後】風除室、ホール、廊下

分電盤

分電盤

Ａ

5,190 9,050 410 2,400 410

100

11,200 5,600 510

ＨＨＧ

2,200 2,640 2,240 2,240 2,640 2,200 2,240 2,240

Ｂ

Ｂ Ｃ Ｃ Ｄ

開口部

Ｇ Ｇ
Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｄ Ｄ

2,400 2,500 6,650

Ｈ Ｇ
Ａ

Ｈ

510 5,600 11,200

Ａ Ｂ

FIX FIX FIX

FIX FIX

FIX FIX

FIXFIX

分電盤

分電盤

5,190 9,050 410 2,400 410

100

11,200 5,600 510

ＨＨＧ
Ｂ Ｃ Ｃ Ｄ

開口部

2,200 2,640 2,240 2,240 2,640 2,200 2,240 2,240

開口部

Ｇ Ｇ
Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｄ Ｄ

【改修後】踏込(A)、男子便所

風除室：100角磁器ﾀｲﾙ貼り　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

開口部撤去部分

便所ピクトグラム【撤去】

補助金掲載看板【取外し】

開口部

補助金掲載看板【再取付】

便所ピクトグラム【新設】

床
風除室：100角磁器ﾀｲﾙ貼り　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り【現況のまま】

巾木
風除室：100角磁器ﾀｲﾙ貼り H=100 下地ﾓﾙﾀﾙ塗り【現況のまま】

壁

備考

天井

廻り縁

廻り縁

床

巾木
風除室：100角磁器ﾀｲﾙ貼り　H=100　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地　吹付ﾀｲﾙ（ｱｸﾘﾙ系)【一部撤去】壁

天井

備考

床

巾木

壁

天井

備考

廻り縁

塩ビ製　改修部のみ【撤去】

塩ビ製　改修部のみ【新設】

男子便所：HS t=2.8 下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

踏込(A)：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地　吹付ﾀｲﾙ（ｱｸﾘﾙ系)
男子便所：化粧ケイカル板 t=6　貼り

男子便所：ケイカル板t=6　目スカシ張りEP

床

巾木

壁

天井

備考

廻り縁

補助金掲載看板【再取付】、便所ピクトグラム【新設】
壁手すり 一部【新設】

男子便所：HS t=2.8 下地ﾓﾙﾀﾙ塗り【現況のまま】

壁手すり【新設】 壁手すり【新設】

壁手すり 壁手すり

壁手すり 壁手すり 壁手すり 壁手すり 壁手すり床手すり 床手すり

壁手すり壁手すり 壁手すり 壁手すり

壁手すり 壁手すり壁手すり 壁手すり

ホール、廊下：HS t=2.8 【撤去】　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

ホール、廊下：VB　H=325 【撤去】

壁手すり、床手すり

ホール、廊下：HS t=2.8 【新設】　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り劣化部【補修】

踏込(A)：HS t=2.8 【撤去】　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

踏込(A)：VB　H=325【撤去】

補助金掲載看板【取外し】、便所ピクトグラム【撤去】

踏込(A)：HS t=2.8 【新設】　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り劣化部【補修】

塩ビ製　【現況のまま】

塩ビ製

2,
10
0

FIX

2
,1

15

2,
1
00

17
5

2,
10

0
17

0
71

5
1
5

2,
1
00

7
50

1
,8

00
2
5

2,
10

0
17

0
71

5

FIX

2,
60

0

開口部 開口部

2,
60

0

2
,1

00

2
,1

00

17
5

2,
1
00

1
70

7
15

15

2
,1

00

壁手すり【新設】壁手すり【新設】

7
50

1
,8

0
0

25

1
70

7
15

15

CH
 
2,

60
0

CH
 3

,0
00

C
H 

2,
6
00

CH
 3

,
00

0

CH
 2

,6
00

CH
 
2,

20
0

2
,1

00

2
,1

0
0

2
,1

0
0

2,
10

0

CH
 2

,2
00

2
,1

00

2
,1

00

C
H 

2
,6

00

掲示板 450×600×6枚【撤去】

壁手すり

令和３年３月
【改修前・後】展開図(1)

掲示板 900×1800【新設】

便所、更衣室案内サイン【新設】、室名札【新設】
壁手すり一部【新設】、床手すり【既存のまま】
掲示板：900×1800【新設】

室名札：150×300(ｱｸﾘﾙ製）【新設】 室名札：150×300(ｱｸﾘﾙ製）【新設】

室名札 突出型 枠のみ【撤去】

FIX

便所、更衣室案内ピクトグラムサイン【新設】室名札【新設】

突出型 80×260 (ｱｸﾘﾙ製）
突出型 105×323×2ヶ所 (ｱｸﾘﾙ製）

便所、更衣室案内ピクトグラムサイン【新設】
平付型 105×323×2ヶ所 (ｱｸﾘﾙ製）

開口部

男子便所：【現況のまま】

男子便所：【現況のまま】

室名札 突出型【撤去】

凡 例

室名札【新設】

平付型 80×260 (ｱｸﾘﾙ製）

：壁 仕上げ、下地　【撤去】、【新設】範囲 (塗装以外)

一部 LGS50壁下地 GB-FR t=12.5 + ｹｲカル板t=6張り
　　　　　　　　　　　　　吹付ﾀｲﾙ(ｱｸﾘﾙ系)［開口部塞ぎ部]【新設】

2,
60

0

壁手すり【新設】

(ﾏｸﾞﾈｯﾄ式 ｱﾙﾐ枠)

便所、更衣室案内サイン 平付【撤去】

壁手すり【新設】

開口部塞ぎ部分
LGS50壁下地 GB-F t=12.5 ２重張り+ｹｲｶﾙ板 t=6張り 吹付ﾀｲﾙ(ｱｸﾘﾙ系)【新設】

ｼｰﾘﾝｸﾞ：耐火ｼｰﾗﾝﾄ 10×10（壁４周施工)【新設】

FIX

開口部塞ぎ部分

LGS50壁下地 GB-F t=12.5 ２重張り+ｹｲｶﾙ板 t=6張り 吹付ﾀｲﾙ(ｱｸﾘﾙ系)【新設】
ｼｰﾘﾝｸﾞ：耐火ｼｰﾗﾝﾄ 10×10（壁４周施工)【新設】
建具(木製)【新設】

2
,1

00

＊注記＊

文字１．　　　　工事範囲内　（文字、線囲い部分）

1,090

2,
1
35

25

25

25 25

25

2
5

2
5

2
5

1
5

2,
1
00

25

1,060

勤14

勤29

ホール、廊下：VB　H=300 【新設】

踏込(A)：VB　H=300 【新設】
男子便所：VB　H=300 【現況のまま】

男子便所：VB　H=300 

平付型 200×200 (ｱｸﾘﾙ製）

岩綿吸音板 t=9（直貼り）劣化部、改修部【撤去】

岩綿吸音板 t=9（直貼り）【現況のまま】EP【新設】
劣化部、改修部　DR t=9.5（直貼り）【新設】

踏込(A)：岩綿吸音板 t=9（直貼り）

踏込(A)：岩綿吸音板 t=9（直貼り）【現況のまま】EP【新設】

４ ３ ２

２ ３ ４

４ ３ ２

４３２

２

２

２

２

２

２

２

２

〈男子便所〉 〈踏込(A)〉 〈踏込(A)〉 〈男子便所〉 〈男子便所〉〈踏込(A)〉 〈男子便所〉〈踏込(A)〉

〈男子便所〉 〈踏込(A)〉 〈踏込(A)〉 〈男子便所〉 〈踏込(A)〉 〈男子便所〉 〈踏込(A)〉 〈男子便所〉

〈風除室〉 〈ホール〉 〈ホール〉 〈ホール〉〈廊下〉

〈風除室〉 〈ホール〉 〈風除室〉 〈ホール〉 〈廊下〉

〈風除室〉 〈ホール〉 〈風除室〉 〈ホール〉 〈廊下〉

〈風除室〉 〈ホール〉 〈ホール〉 〈廊下〉 〈ホール〉

2,810

2,810

踏込(A)：現況面 水洗いの上、微弾性ﾌｨﾗｰ(1.0kg)吹付 可とう形改修塗材【新設】

現況面 水洗いの上、微弾性ﾌｨﾗｰ(1.0kg)吹付 可とう形改修塗材【新設】



枚合計枚数
年月日

図面番号整理分類番号縮尺 A1版 A3版

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

工事名称 図面名称備考

上越市総合体育館等大規模改修工事
　　

総括・一級建築士 担当事務所長

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

第一・護國共同企業体

印

第１０６０４６号

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
印

基本・意匠・構造・設備

　　　　　　　　　

　　　　　

護國建築設計事務所

護 國　直 也

上越勤労身体障害者体育館 1/50 1/100

410 6,200 440 2,210 2,240 3,500 510 440 6,200 410 2,210

Ｈ Ｈ ＨＧ ２ １ Ｇ Ｈ

510 3,500 2,240

１ ２

410 3,560 2,650 440 2,240 2,865 1,200 1,665 440 1,800 4,410 410 2,240

Ｈ ＨＨ Ｈ

Ａ Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｂ
Ｂ

2,865

1,2001,665

Ａ Ａ Ｂ Ｃ Ｃ Ｄ

Ｄ

【改修前】事務室、湯沸室

410 6,200 440 2,210 2,240 3,500 510 440 6,200 410 2,210

Ｈ Ｈ ＨＧ ２ １ Ｇ Ｈ
Ａ Ａ Ｂ Ｃ Ｃ

510 3,500 2,240

１ ２
Ｄ

【改修前】男子更衣室、男子シャワー室

【改修後】男子更衣室、物置(A)

床

巾木

壁

天井

備考

廻り縁 塩ビ製　改修部のみ【撤去】

床

巾木

壁

天井

備考

廻り縁 塩ビ製　改修部のみ【撤去】

床

巾木

壁

天井

備考

廻り縁 塩ビ製　改修部のみ【新設】

出入口ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共）【撤去】、木製ｽﾉｺ【撤去】、壁手すり【撤去】
床排水口蓋【撤去】、ｽﾃﾝﾚｽ製見切り枠【撤去】

窓ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】

男子ｼｬﾜｰ室： －

男子ｼｬﾜｰ室：47角ﾓｻﾞｲｸ床ﾀｲﾙ貼り 下地ﾓﾙﾀﾙ塗り【撤去】

窓ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】

ｽﾃﾝﾚｽ製見切り枠【撤去】

出入口ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共）【撤去】

床排水口蓋【撤去】

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

天板：人造石研ぎ出し t=25

木製ｽﾉｺ【撤去】

座面ｺﾝｸﾘｰﾄ土間【撤去】

　　　　　一部土間ｺﾝｸﾘｰﾄ【新設】

湯沸室：－

男子更衣室：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ　EP

事務室：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ　EP

男子ｼｬﾜｰ室：100角半磁器質ﾀｲﾙ貼り【撤去】

湯沸室：100角半磁器質ﾀｲﾙ貼り【撤去】

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ(ﾀﾃ型)【撤去】
ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】、流し台,レンジ台,吊戸棚,ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ【撤去】

窓ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【新設】

100角半磁器質ﾀｲﾙ貼り【現況のまま】

開口部

男子更衣室：劣化部補修の上 下地調整RB種　EP-G【新設】

窓ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【新設】
間仕切りｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【新設】

壁見切り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ EP-G【新設】

壁見切り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ EP-G【新設】
(W=100)

(W=100)

男子更衣室：HS t=2.8 【撤去】　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

男子更衣室：VB　H=325 【撤去】

HS t=2.8 【撤去】　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

事務室：VB　H=60【撤去】

男子ｼｬﾜｰ室：樹脂製浴室天井張り（ﾊﾞｽﾘﾌﾞ、軽天下地共）【撤去】
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1,
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間仕切りｶｰﾃﾝ【新設】
(ｶｰﾃﾝ ﾚｰﾙ共)
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,6
00

開口部
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1,
8
00
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,6
00

2
,1
0
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2
,1
0
0

8
00

1
,3

0
0

FIX

2
,1

00
25

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ(ﾀﾃ型)【撤去】

2
,1

00

間仕切りｶｰﾃﾝ【新設】
(ｶｰﾃﾝ ﾚｰﾙ共)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ：ｱﾙﾐ製【新設】

振止金物：ｱﾙﾐ製【新設】

令和３年２月
【改修前・後】展開図(2)

ｶｰﾃﾝ【撤去】

ｶｰﾃﾝ【撤去】

ｽﾃﾝﾚｽ製見切り枠【撤去】

壁手すり【撤去】

物置(A)：GB-F t=12.5張り GL工法 EP-G【新設】

物置(A)：FS t=2.0 下地ﾓﾙﾀﾙ塗り【新設】
男子更衣室：FS t=2.0 【新設】　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り劣化部【補修】

天板：現況のまま】

壁範囲：GB-F t=12.5張り GL工法 EP-G【新設】 壁範囲：GB-F t=12.5張り GL工法 EP-G【新設】

壁範囲：GB-F t=12.5張り GL工法 EP-G【新設】

吊戸棚,ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ【撤去】

ｶｰﾃﾝ【撤去】

ｱﾙﾐ建具【撤去】

CH
 2

,
20

0

凡　例

凡　例

凡　例

水切棚【撤去】

間仕切りｶｰﾃﾝ：2050×3,700【新設】

(ｶｰﾃﾝ ﾚｰﾙ共)

：壁 仕上げ【撤去】範囲

：ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体、壁仕上げ【撤去】範囲

：壁 仕上げ【新設】範囲 (塗装以外）

：壁 仕上げ【撤去】範囲

：ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体、壁仕上げ【撤去】範囲

100

10
0

W2370×H2,050

生地：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ100%、遮光１級、防炎加工

1.5倍ひだ・２ツ山

新設品名

窓カーテン 3,000W×750H(片引き) 1か所

新　設　寸　法 新　設　金　物 新設か所数

レール(ｱﾙﾐ)、引きひも等付属品一式

1.5倍ひだ・２ツ山

1か所

レール(ｱﾙﾐ)、吊り金物等付属品一式

生地：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ100%、防炎加工3,700W×2,050H(片引き)間仕切りカーテン

(ｶｰﾃﾝ ﾚｰﾙ共)
窓ｶｰﾃﾝ：750×3,000【撤去】

窓ｶｰﾃﾝ：750×3,000【新設】

(ｶｰﾃﾝ ﾚｰﾙ共)

木製建具【撤去】

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ【現況のまま】SOP塗【新設】

吊り金物：ｱﾙﾐ製【新設】

＊注記＊

文字１．　　　　工事範囲内　（文字、線囲い部分）

＊注記＊

文字１．　　　　工事範囲内　（文字、線囲い部分）

＊注記＊

文字１．　　　　工事範囲内　（文字、線囲い部分）

1
00

25

1
00

2
5

25

勤 15

勤29

男子更衣室：VB　H=300【新設】
物置(A)：VB　H=300 【新設】

男子更衣室：GB-D t=9（直貼り）劣化部、改修部【撤去】

　　　 　　 劣化部、改修部　GB-D t=9.5（直貼り）【新設】
男子更衣室：GB-D t=9（直貼り）【現況のまま】EP【新設】

物置(A)：GB-D t=9.5(直貼り）【新設】

湯沸室：軟質石綿板 t=5 (直貼り) VP (軽天下地共) 【撤去】

〈男子更衣室〉 〈男子更衣室〉 〈男子ｼｬﾜｰ室〉

〈男子ｼｬﾜｰ室〉〈男子更衣室〉

〈男子更衣室〉 〈物置(A)〉 〈物置(A)〉 〈男子更衣室〉 〈男子更衣室〉 〈物置(A)〉

〈物置(A)〉

〈事務室〉

開口部

開口部
開口部

開口部

〈湯沸室〉 〈事務室〉 〈事務室〉

〈湯沸室〉

３ ３ Ｇ ３

３

カーテン リスト　【新設】

壁手すり【撤去】 壁手すり【撤去】〈男子ｼｬﾜｰ室〉100角半磁器質ﾀｲﾙ貼り〈男子更衣室〉 〈男子ｼｬﾜｰ室〉

木製建具【撤去】 〈事務室〉ｶｰﾃﾝ【撤去】〈湯沸室〉 流し台,レンジ台【撤去】〈湯沸室〉

事務室：DR t=9（直貼り）一部（軽天下地共）【撤去】



〈踏込(B)〉

：壁 仕上げ【新設】部分（塗装以外)

：壁 仕上げ【新設】部分（塗装以外)

枚合計枚数
年月日

図面番号整理分類番号縮尺 A1版 A3版

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

工事名称 図面名称備考

上越市総合体育館等大規模改修工事
　　

総括・一級建築士 担当事務所長

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

第一・護國共同企業体

印

第１０６０４６号

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
印

基本・意匠・構造・設備

　　　　　　　　　

　　　　　

護國建築設計事務所

護 國　直 也

上越勤労身体障害者体育館

410 3,560 2,650 440

Ｈ
Ａ

2,865 1,200 1,665 440 1,800 4,410 410 2,240

Ｈ
Ｂ

2,865

Ｂ Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ

2,2002,240 2,240 2,200 1,840 2,240 2,240 1,840

Ａ Ａ
Ｇ Ｇ ３ Ｇ ３Ｇ

Ｂ Ｃ Ｃ Ｄ

2,2002,240 2,240 2,200 1,840 2,240 2,240 1,840

Ａ Ａ
Ｇ Ｇ ３ Ｇ ３Ｇ

Ｂ Ｃ Ｃ Ｄ

410 4,400 2,210 440 510 5,600 140 2,210 4,400 410 440 2,210

Ａ Ａ

140 5,600 510 2,210

Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

Ｄ Ｄ

４ ３ ４

４３ ４

床

巾木

壁

天井

備考

廻り縁

男子便所：ケイカル板t=6　目スカシ張りEP

壁手すり
補助金掲載看板【取外し】、便所ピクトグラム【撤去】

【改修前】踏込(B)、女子便所

床

巾木

壁

天井

備考

廻り縁

壁手すり 一部【新設】

床

巾木

壁

天井

備考

廻り縁 塩ビ製　改修部のみ【撤去】

出入口ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共）【撤去】、木製ｽﾉｺ【撤去】、壁手すり【撤去】
床排水口蓋【撤去】、ｽﾃﾝﾚｽ製見切り枠【撤去】

窓ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】

【改修前】女子更衣室、女子シャワー室

410 4,400 2,210 440 510 5,600 140 2,210 4,400 410 440 2,210

Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ
４ ３ ４

床

巾木

壁

天井

備考

廻り縁 塩ビ製　改修部のみ【新設】

【改修後】女子更衣室、物置(B)

女子更衣室：劣化部補修の上 下地調整RB種　EP-G【新設】

女子ｼｬﾜｰ室：47角ﾓｻﾞｲｸ床ﾀｲﾙ貼り 下地ﾓﾙﾀﾙ塗り【撤去】

女子ｼｬﾜｰ室： －

女子更衣室：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ　EP
女子ｼｬﾜｰ室：100角半磁器質ﾀｲﾙ貼り【撤去】

女子便所：HS t=2.8 下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

踏込(B)：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地　吹付ﾀｲﾙ（ｱｸﾘﾙ系)
女子便所：化粧ケイカル板 t=6　貼り

【改修後】踏込(B)、女子便所

女子便所：HS t=2.8 下地ﾓﾙﾀﾙ塗り【現況のまま】

女子便所：化粧ケイカル板 t=6　貼り【現況のまま】

女子便所：ケイカル板t=6　目スカシ張りEP【現況のまま】

補助金掲載看板【再取付】、便所,更衣室ピクトグラム【新設】

天板：人造石研ぎ出し t=25

便所ピクトグラム【撤去】

補助金掲載看板【取外し】

開口部

開口部

壁手すり【新設】壁手すり【新設】

補助金掲載看板【再取付】

便所ピクトグラム【新設】

床

巾木

壁
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,4
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0
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20
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女子更衣室：HS t=2.8 【撤去】　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

女子更衣室：VB　H=325 【撤去】

壁見切り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ EP-G【新設】

(W=100)

C
H 

2,
60

0

踏込(B)：HS t=2.8 【撤去】　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

踏込(B)：VB　H=325【撤去】

塩ビ製　

踏込(B)：HS t=2.8【新設】　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り劣化部【補修】

塩ビ製　【現況のまま】

女男子ｼｬﾜｰ室：樹脂製浴室天井張り（ﾊﾞｽﾘﾌﾞ、軽天下地共）【撤去】

　　　 　　改修部　GB-D t=9.5（直張り、軽天下地共）【新設】

1,
97

5
60

0
25

VB　H=60 【新設】

管理者ﾛｯｶｰ室：劣化部補修の上 下地調整RB種　EP-G【新設】

天井

備考

廻り縁

　　　 　　 改修部　DR t=9.5（直張り、軽天下地共）【新設】

塩ビ製　改修部のみ【新設】

流し台,レンジ台,吊戸棚,ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ【新設】
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ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ(ﾀﾃ型)【新設】

1
,3

00

間仕切りｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【新設】

壁見切り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ EP-G【新設】
(W=100)

ﾗｲﾆﾝｸﾞ(天板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=25)【新設】

窓ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【新設】

吊戸棚,ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ【新設】

令和３年２月
【改修前・後】展開図(3)

FS t=2.0 【新設】　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り劣化部【補修】

　　　　一部 GB-F t=12.5張り(GL工法) EP-G【新設】

　　　　　　　一部 LGS65 GB-F t=12.5張り EP-G【新設】
湯沸場：化粧ｹｲｶﾙ板 t=6貼り GB-F t=12.5下地(LGS下地)【新設】

吊戸棚,ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ【新設】

流し台,レンジ台【新設】

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ(ﾀﾃ型)【新設】

室名札【新設】

平付型 80×260 (ｱｸﾘﾙ製）

(ｶｰﾃﾝ ﾚｰﾙ共)
物置(B)：GB-F t=12.5張り GL工法 EP-G【新設】

凡　例

：壁 仕上げ、下地　【新設】範囲　部分

：壁 仕上げ【撤去】範囲

：ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体、壁仕上げ【撤去】範囲

凡　例

開口部

(ｶｰﾃﾝ ﾚｰﾙ共)

壁：GB-F t=12.5張り GL工法 EP-G【新設】GB-F t=12.5張り GL工法 EP-G【新設】

2
5

天板：【現況のまま】

座面ｺﾝｸﾘｰﾄ【撤去】

壁手すり【撤去】

出入口ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

窓ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】

ｶｰﾃﾝ【撤去】

化粧ケイカル板t=6貼り【新設】

100

10

1
,3

00

化粧ケイカル板t=6貼り【新設】

ｼｰﾘﾝｸﾞ：PU-2 10×10

ｼｰﾘﾝｸﾞ：PU-2 10×10

壁：GB-F t=12.5張り GL工法 EP-G

化粧ケイカル板t=6貼り

物置(B)：FS t=2.0 下地ﾓﾙﾀﾙ塗り【新設】

女子更衣室：FS t=2.0 【新設】　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り劣化部【補修】

床：FS t=2.0 下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

ライニング詳細図　1：20

木製ｽﾉｺ【撤去】

ｼｰﾘﾝｸﾞ：PU-2 10×10

洗濯機ﾊﾟﾝ(機械設備工事)

1/20,1/50 1/40,1/100

2
5

2
5

25

2
5

25

10
0

振止金物：ｱﾙﾐ製【新設】
吊り金物：ｱﾙﾐ製【新設】

壁見切り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ EP-G【新設】

間仕切りｶｰﾃﾝ：2,050×3,700【新設】 間仕切りｶｰﾃﾝ：2,050×3,700【新設】

100

10
0

【改修後】ロッカー室兼管理人室

LGS50壁下地 GB-F t=12.5 ２重張り EP-G【新設】

壁：GB-F t=12.5張り(LGS65下地) EP-G【新設】

LGS90下地 GB-S t=12.5張り下地

LGS壁下地 W=90

出隅ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ【新設】

ｼｰﾘﾝｸﾞ：耐火ｼｰﾗﾝﾄ 10×10（壁４周施工)【新設】

ｼｰﾘﾝｸﾞ：耐火ｼｰﾗﾝﾄ 10×10（壁４周施工)【新設】

W2370×H2,050

＊注記＊

文字１．　　　　工事範囲内　（文字、線囲い部分）

＊注記＊

文字１．　　　　工事範囲内　（文字、線囲い部分）

＊注記＊

文字１．　　　　工事範囲内　（文字、線囲い部分）

凡　例

2,
1
00

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ SOP 塗り替え

(W=100)

(ｶｰﾃﾝ ﾚｰﾙ共)
窓ｶｰﾃﾝ：750×3,000【撤去】

窓ｶｰﾃﾝ：750×3,000【新設】
(ｶｰﾃﾝ ﾚｰﾙ共)

壁：GB-F t=12.5張り GL工法 EP-G【新設】

天板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=19×120×920

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ(ﾀﾃ型)【新設】、カーテンBOX SOP塗り替え

窓ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【新設】、カーテンBOX SOP塗り替え

1
9

壁見切り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ EP-G【新設】
(W=100)

CH
 2

,6
00

CH
 2
,
60

0

46
5

2
,1

35

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ EP-G【新設】

下がり壁：LGS下地 GB-S t=12.5張り EP-G【新設】

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t=6貼り GB-S t=12.5下地(LSG90)【新設】

出隅ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ【新設】

勤16

勤29

女子便所：VB　H=300

女子便所：VB　H=300 【現況のまま】
踏込(B)：VB　H=300 【新設】

女子更衣室：VB　H=300 【新設】
物置(B)：VB　H=300 【新設】

平付型 200×200 (ｱｸﾘﾙ製）

〈ロッカー室兼管理人室〉 〈ロッカー室兼管理人室〉 〈ロッカー室兼管理人室〉 〈ロッカー室兼管理人室〉 〈ロッカー室兼管理人室〉

流し台,レンジ台【新設】

〈ロッカー室兼管理人室〉

2,865

〈女子便所〉 〈女子便所〉〈踏込(B)〉 〈踏込(B)〉 〈踏込(B)〉 〈女子便所〉 〈女子便所〉〈踏込(B)〉

〈女子便所〉 〈女子便所〉 〈踏込(B)〉 〈踏込(B)〉 〈女子便所〉 〈女子便所〉〈踏込(B)〉

〈ロッカー室兼管理人室〉

開口部

開口部

〈女子更衣室〉 〈女子ｼｬﾜｰ室〉 〈女子更衣室〉壁手すり【撤去】〈女子ｼｬﾜｰ室〉 壁手すり【撤去】〈女子ｼｬﾜｰ室〉100角半磁器質ﾀｲﾙ貼り〈女子更衣室〉

ｶｰﾃﾝ【撤去】〈女子更衣室〉 〈女子ｼｬﾜｰ室〉

洗濯機ﾊﾟﾝ(機械設備工事)【新設】

100角半磁器質ﾀｲﾙ貼り【現況のまま】 〈女子更衣室〉〈女子更衣室〉 〈女子更衣室〉〈物置B〉 〈物置B〉 〈物置B〉

３ ３３ ３Ｇ Ｇ Ｇ

Ｈ Ｇ Ｈ Ｇ

Ｈ Ｇ Ｈ Ｇ

管理者ﾛｯｶｰ室室：DR t=9（直貼り）【現況のまま】EP【新設】

湯沸場：DR t=9(直貼り、軽天下地共）【新設】

踏込(B)：岩綿吸音板 t=9（直貼り）

踏込(B)：岩綿吸音板 t=9（直貼り）【現況のまま】EP【新設】

女子更衣室：GB-D t=9（直貼り）改修部のみ【撤去】

女子更衣室：GB-D t=9（直貼り）【現況のまま】EP【新設】

物置(B)：GB-D t=9.5(直貼り、軽天下地共）【新設】

踏込(B)：現況面 水洗いの上、微弾性ﾌｨﾗｰ(1.0kg)吹付 可とう形改修塗材【新設】

天板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=19×120×920【新設】

LSG90下地 GB-S t=12.5張り下地

LSG90下地 GB-S t=12.5張り下地

天板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=19×120×920【新設】

壁：GB-R t=12.5張り(GL工法) EP-G【新設】 壁：GB-R t=12.5 ２重張り(LGS下地) EP-G【新設】 壁：GB-R t=12.5張り(GL工法) EP-G【新設】 壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t=6貼り GB-S t=12.5下地(LGS90壁下地)【新設】

下がり壁：LGS下地 GB-S t=12.5張り EP-G【新設】

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t=6貼り GB-F t=12.5下地時(LGS65壁下地)【新設】



枚合計枚数
年月日

図面番号整理分類番号縮尺 A1版 A3版

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

工事名称 図面名称備考

上越市総合体育館等大規模改修工事
　　

総括・一級建築士 担当事務所長

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

第一・護國共同企業体

印

第１０６０４６号

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
印

基本・意匠・構造・設備

　　　　　　　　　

　　　　　

護國建築設計事務所

護 國　直 也

上越勤労身体障害者体育館

140 5,600 510 2,210

Ｄ Ｄ
４３ ４

床

巾木

壁

天井

備考

廻り縁

【改修前】器具庫

モルタル金ゴテ仕上げ

－

モルタル薄塗り仕上げ（ｺﾝｸﾘｰﾄ改修あり）

440 2,410 140 5,600 510

２ １Ｇ Ｇ

2,410 440

１ ２

510 5,600 140

ﾀﾗｯﾌﾟ

モルタル薄塗り仕上げ（ｺﾝｸﾘｰﾄ改修あり）

Ｄ

床

巾木

壁

天井

備考

廻り縁

－

モルタル薄塗り仕上げ（ｺﾝｸﾘｰﾄ改修あり）【現況のまま】

モルタル薄塗り仕上げ（ｺﾝｸﾘｰﾄ改修あり）【現況のまま】

ﾀﾗｯﾌﾟ【現況のまま】

440 2,410 140 5,600 510

２ １Ｇ Ｇ

2,410 440

１ ２

510 5,600 140

Ｄ

ﾀﾗｯﾌﾟ

ﾀﾗｯﾌﾟ【現況のまま】

(ｶｰﾃﾝ ﾚｰﾙ共)

モルタル金ゴテ仕上げ【現況のまま】

2,
1
00

2
5

17
5

2
,1

00
2
5

17
5

3
,5
5
0

ｽﾗﾌﾞ天端

3,
55

0

ｽﾗﾌﾞ天端

Ａ Ｂ Ｃ

ＣＢＡ

CH
 2

,6
0
0

CH
 2

,6
0
0

令和３年２月

1/1001/50

【改修前・後】展開図(4)

窓ｶｰﾃﾝ：750×3,000【新設】
(ｶｰﾃﾝ ﾚｰﾙ共)

間仕切りｶｰﾃﾝ：2,050×3,700【新設】

生地：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ100%、遮光１級、防炎加工

1.5倍ひだ・２ツ山

新設品名

窓カーテン 3,000W×750H(片引き) 1か所

新　設　寸　法 新　設　金　物 新設か所数

レール(ｱﾙﾐ)、引きひも等付属品一式

1.5倍ひだ・２ツ山

1か所

レール(ｱﾙﾐ)、吊り金物等付属品一式

生地：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ100%、防炎加工3,700W×2,050H(片引き)間仕切りカーテン

吊り金物：ｱﾙﾐ製【新設】

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ【現況のまま】SOP塗【新設】

振止金物：ｱﾙﾐ製【新設】

＊注記＊

文字１．　　　　工事範囲内　（文字、線囲い部分）

勤17

勤29

〈女子更衣室〉 〈物置(B)〉 〈物置(B)〉

開口部

カーテン リスト　【新設】

〈器具庫〉 〈器具庫〉 〈器具庫〉 〈器具庫〉

〈器具庫〉 〈器具庫〉 〈器具庫〉 〈器具庫〉

【改修後】器具庫



95

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】

枚合計枚数
年月日

図面番号整理分類番号縮尺 A1版 A3版

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

工事名称 図面名称備考

上越市総合体育館等大規模改修工事

総括・一級建築士 担当事務所長

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

第一・護國共同企業体

印

第１０６０４６号

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
印

基本・意匠・構造・設備

　　　　　　　　　

　　　　　

護國建築設計事務所

護 國　直 也

上越勤労身体障害者体育館 1/200

4106,2006,2006,2006,2006,200

ＡＢＣＤＥＦ

CL

5105,60011,2005,600510

４３２１

１ ２ ３ ４

510 5,600 11,200 5,600 510

CL

床

巾木

壁

【改修前】体育室

ﾅﾗ t=15 特殊張り　UC
下地 ﾗﾜﾝ合板 t=15

一般壁、柱型：ｾﾒﾝﾄ砂壁吹付 下地ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

天井

備考

廻り縁

天井：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ貼り t=20貼り
梁型：ｾﾒﾝﾄ砂壁吹付 下地ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

北面壁(上部)：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板 t=6張り【撤去】 下地鉄骨胴縁

北面壁：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板 t=6張り【撤去】 下地鉄骨胴縁

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】 ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】 ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】

防球ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【撤去】

24,600W×8,550H(片引き)

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】

4,550W×7,600H(片引き)

3,350

木製建具【撤去】 ｽﾁ-ﾙ製建具【撤去】

防球ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【撤去】、防矢ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【撤去】
縦樋【撤去】、ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】

縦樋【撤去】

410 6,200 6,200 6,200 6,200 6,200

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

24,600W×8,550H(片引き)

防球ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【撤去】

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】 ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】

3,350

壁：ﾗﾜﾝ合板 t=5.5張り OP塗【撤去】 木造下地

木製建具【撤去】

縦樋【撤去】

棚板：ﾗﾜﾝ合板 t=12張り【撤去】

1
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ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】
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ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】
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8
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0

8
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0

1
,
70
5

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【撤去】

4,550W×7,600H(片引き)

3
0
6
0

3
3
0

2
,1
4
0

木製 H=320　OSW

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

北面壁(下部)：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し SEP-B

防球ﾈｯﾄ用ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ【撤去】

防球ﾈｯﾄ用ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ【撤去】

2
,
1
0
0

2
,
4
9
0

1
,
0
40

壁：ﾗﾜﾝ合板 t=5.5張り OP塗【撤去】範囲

1/100

令和３年３月
【改修前】展開図(5)

2
5 2
5

2
59
0

物入(A)

一般壁、柱型：ｾﾒﾝﾄ砂壁吹付 下地ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

梁型：ｾﾒﾝﾄ砂壁吹付 下地ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

梁型：ｾﾒﾝﾄ砂壁吹付 下地ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

腰壁：化粧合板 t=4 下地 t=9 H=2,140

腰壁：化粧合板 t=4 下地 t=9 H=2,140

巾木：木製 H=320　OSW

巾木：木製 H=320　OSW巾木：木製 H=320　OSW

腰壁：化粧合板 t=4 下地 t=9 H=2,140
腰壁：化粧合板 t=4 下地 t=9 H=2,140

梁型：ｾﾒﾝﾄ砂壁吹付 下地ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

一般壁、柱型：ｾﾒﾝﾄ砂壁吹付 下地ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

梁型：ｾﾒﾝﾄ砂壁吹付 下地ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
梁型：ｾﾒﾝﾄ砂壁吹付 下地ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

梁型：ｾﾒﾝﾄ砂壁吹付 下地ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

腰壁：化粧合板 t=4 下地 t=9 H=2,140 巾木：木製 H=320　OSW

一般壁、柱型：ｾﾒﾝﾄ砂壁吹付 下地ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

梁型：ｾﾒﾝﾄ砂壁吹付 下地ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

天井：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ貼り t=20貼り

天井：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ貼り t=20貼り 天井：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ貼り t=20貼り

梁型：ｾﾒﾝﾄ砂壁吹付 下地ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 天井：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ貼り t=20貼り

梁型：ｾﾒﾝﾄ砂壁吹付 下地ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

梁型：ｾﾒﾝﾄ砂壁吹付 下地ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

梁型：ｾﾒﾝﾄ砂壁吹付 下地ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

2
5

2
,4
5
0

2
5

2
5

北面壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し SEP-B

防球ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【撤去】防球ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【撤去】

縦樋【撤去】
壁：ﾗﾜﾝ合板 t=5.5張り OP塗

縦樋【撤去】

6,000W×4,000H(片引き)

防矢ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【撤去】

木製支柱：90×90×3か所

木製建具【撤去】

床:ﾅﾗt=15特殊張り UC,下地ﾗﾜﾝ合板t=15【撤去】
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天井：ﾗﾜﾝ合板 t=12張り【撤去】

勤29

レール等付属品一式

カーテン・防球ネット等 撤去リスト

撤　去　寸　法 撤　去　金　物 撤去か所数撤去品名

カーテン

カーテン

防球ﾈｯﾄ

防球ﾈｯﾄ

防矢ﾈｯﾄ
6,000W×4,000H(片引き)

4,700W×8,550H(片引き)

24,600W×8,550H(片引き)

８か所

２か所

２か所

２か所

１か所

5,200W×7,600H(引分け)

5,200W×7,600H(引分け) 5,200W×7,600H(引分け)
5,200W×7,600H(引分け)

5,200W×7,600H(引分け)

5,200W×7,600H(引分け) 5,200W×7,600H(引分け)

5,200W×7,600H(引分け) 5,200W×7,600H(引分け) 5,200W×7,600H(引分け)

レール等付属品一式

ﾋﾞﾆﾛﾝ　60本110目

ﾋﾞﾆﾛﾝ　60本110目

支持金物等付属品 一式

支持金物等付属品 一式

支持金物等付属品 一式ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ　ｸﾞﾘｰﾝ

生地：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ、遮光、防炎加工

生地：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ、遮光、防炎加工

5,200W×7,600H(引分け)

4,550W×7,600H(引分け)

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ5φ

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ5φ

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ5φ

空調ダクト

空調ダクト
空調ダクト

空調ダクト

連窓突出し排煙窓 【撤去】（斜線部） 連窓突出し排煙窓 【撤去】（斜線部）

連窓突出し排煙窓 【撤去】（斜線部）

連段可動式アルミガラリ 【撤去】（斜線部）



梁型：現況のまま（一部現況面 NAD吹付 【新設】位置は天井伏図参照)

3
3
0

枚合計枚数
年月日

図面番号整理分類番号縮尺 A1版 A3版

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

工事名称 図面名称備考

上越市総合体育館等大規模改修工事

総括・一級建築士 担当事務所長

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

第一・護國共同企業体

印

第１０６０４６号

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
印

基本・意匠・構造・設備

　　　　　　　　　

　　　　　

護國建築設計事務所

護 國　直 也

上越勤労身体障害者体育館 1/100 1/200

CL

5105,60011,2005,600510

４３２１

床

巾木

壁

天井

備考

廻り縁

【改修後】体育室

北面壁(下部)：現況面 RB種 EP 【新設】

8
7
0

2
,
1
1
5

一般壁、柱型：現況面 NAD吹付 【新設】

天井：現況のまま（一部現況面 NAD吹付 【新設】位置は天井伏図参照)
梁型：現況のまま（一部現況面 NAD吹付 【新設】位置は天井伏図参照)

4106,2006,2006,2006,2006,200

ＡＢＣＤＥＦ

3,350

9
0

2
,
1
0
0

2
,
1
4
0

25

8
7
0

3
0
6
0

3
3
0

木製建具【新設】

Ａ Ｂ

縦樋【新設】

ｽﾁ-ﾙ製建具【新設】

現況面 ｻﾝﾀﾞｰ掛け　UC　【新設】
一部 ﾅﾗt=15特殊張り UC,下地ﾗﾜﾝ合板t=15【新設】

防矢ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【新設】、断熱パネル【新設】
ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【新設】　防球ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【新設】

令和３年２月

防球ﾈｯﾄ用ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ5φ【新設】

【改修後】展開図(6)

梁型：現況面 NAD吹付 【新設】

梁型：現況面 NAD吹付 【新設】

一般壁、柱型：現況面 NAD吹付 【新設】

梁型：現況面 NAD吹付 【新設】 梁型：現況面 NAD吹付 【新設】

2
5

2
5

室名札【新設】

内壁下地補修　設計数量(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有)

防球ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【新設】

(ﾋﾞﾆﾛﾝ 60本110目)

防球ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【新設】

(ﾋﾞﾆﾛﾝ 60本110目)

縦樋【新設】

現況面 RB種　SOP　【新設】

(極厚ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾗｯｾﾙ)

8,500W×4,000H(片引き)

防矢ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【新設】

2
,
1
4
0

壁：現況面 RB種 SOP塗【新設】
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ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【新設】
ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【新設】

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【新設】 ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【新設】

5,200W×4,750H(片引き)

5,200W×4,750H(片引き)

5,200W×4,750H(片引き)

5,200W×4,750H(片引き) 4,500W×4,750H(片引き) 4,500W×4,750H(片引き)

１ ２ ３ ４

510 5,600 11,200 5,600 510

CL

410 6,200 6,200 6,200 6,200 6,200

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3,350

2
,
1
4
0

Ｃ Ｄ

2
,
1
1
5

2
,
1
1
5

2
5

2
,
1
1
5

2
,
1
4
0

2
,
1
00

95

1
,0
0
0

660

510 680 1,220

１

縦樋【新設】

木製建具【新設】
棚板：ﾗﾜﾝ合板 t=12張り【新設】

床:ﾅﾗt=15特殊張り UC,下地ﾗﾜﾝ合板t=15【新設】

Ｄ

室名札【新設】

2
,
1
00

2
,
49
0

1
,
0
4
0

防球ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【新設】

25,000W×9,000H(片引き)
(ﾋﾞﾆﾛﾝ 60本110目)

防球ﾈｯﾄ用ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ5φ【新設】

物入(A)

梁型：現況面 NAD吹付 【新設】
梁型：現況面 NAD吹付 【新設】

2
52
5

9
0

北面壁：現況面　RB種 EP【新設】

2
,
4
5
0

室名札【新設】

縦樋【新設】

壁：ﾗﾜﾝ合板 t=5.5張り SOP塗【新設】
壁：ﾗﾜﾝ合板 t=5.5張り SOP塗【新設】範囲

巾木：現況面 SOP塗　【新設】

木製支柱：90×90×3か所【新設】

木製建具【新設】

天井：ﾗﾜﾝ合板 t=12張り【新設】

巾木：現況面 RA種　SOP　【新設】

防球ﾈｯﾄ

防球ﾅｴｯﾄ車、ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ 5φ、ﾀｰﾝﾊﾟｯｸﾙ

ﾜｲﾔｰｸﾘｯﾌﾟ、操作ﾛｰﾌﾟ、連結ﾁｪｰﾝ、移動環

取付金物 一式

25,000W×9,000H(片引き)

(ﾋﾞﾆﾛﾝ 60本110目) 重り袋、ﾛｰﾌﾟ掛、ﾌﾛｱｰ滑車、ﾋﾞﾆｰﾙﾃｰﾌﾟ

(ﾋﾞﾆﾛﾝ 60本110目)

防球ﾈｯﾄ

防球ﾅｴｯﾄ車、ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ 5φ、ﾀｰﾝﾊﾟｯｸﾙ

ﾜｲﾔｰｸﾘｯﾌﾟ、操作ﾛｰﾌﾟ、連結ﾁｪｰﾝ、移動環

取付金物 一式

重り袋、ﾛｰﾌﾟ掛、ﾌﾛｱｰ滑車、ﾋﾞﾆｰﾙﾃｰﾌﾟ

２か所

２か所

防矢ﾈｯﾄ １か所8,500W×4,000H(片引き)

(極厚ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾗｯｾﾙ) ﾜｲﾔｰｸﾘｯﾌﾟ、ｼｬｯｸﾙ

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ9φ、上部・下部支持金物

取付金物 一式

5,000W×9,000H(片引き)

カーテン

カーテン・防球ネット等 リスト

生地：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ100%、遮光１級、防炎加工

新設品名 新　設　寸　法 新　設　金　物 新設か所数

カーテン 生地：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ100%、遮光１級、防炎加工

（東,西面）

（南面）

（東,西面）

（南面）

(ｱｰﾁｪﾘｰ用ﾈｯﾄ)

（南面）

レール(ｱﾙﾐ,許容荷重50kg)等付属品一式

レール(ｱﾙﾐ,許容荷重50kg)等付属品一式

1.5倍ひだ・２ツ山、引き紐

1.5倍ひだ・２ツ山、引き紐 ２か所

８か所5,200W×4,750H(片引き)

4,500W×4,750H(片引き)

4,500W×4,750H(片引き)
ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【新設】

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【新設】

4,500W×4,750H(片引き)

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【新設】
4,500W×4,750H(片引き)

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)【新設】
5,200W×850H(片引き)

勤29

90　m
シール工法

ひび割れ部改修

シール材（一液性ポリウレタン樹脂）、すり込み（ケレン作業無し）

（壁面積の0.1ｍ/㎡と想定する）

縦樋【新設】、室名札【新設】

ｱｸﾘﾙ製 平付 260×80×5

ｱｸﾘﾙ製 平付 260×80×5
室名札【新設】
ｱｸﾘﾙ製 平付 260×80×5

ｱｸﾘﾙ製 平付 260×80×5 25

防球ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【新設】

25,000W×9,000H(片引き)
(ﾋﾞﾆﾛﾝ 60本110目)

一般壁、柱型：現況面 NAD吹付 【新設】

一般壁、柱型：現況面 NAD吹付 【新設】

空調ダクト(壁NAD塗装控除)
空調ダクト(壁NAD塗装控除)

空調ダクト(壁NAD塗装控除) 空調ダクト(壁NAD塗装控除)

北面壁(上部)：現況下地面 ｹｲｶﾙ板 t=8張り EP【新設】

北面壁：ｹｲｶﾙ板 t=8張り EP【新設】

腰板：有孔シナ合板t=5.5 目透し張り OSCL塗　【新設】

巾木：現況面 RA種　SOP　【新設】
腰板：有孔シナ合板t=5.5 目透し張り OSCL塗　【新設】 腰板：有孔シナ合板t=5.5 目透し張り OSCL塗　【新設】

腰板：有孔シナ合板t=5.5 目透し張り OSCL塗　【新設】

腰板：有孔シナ合板t=5.5 目透し張り OSCL塗　【新設】

巾木：現況面 SOP塗　【新設】

連窓突出し排煙窓 【新設】（斜線部）

連窓突出し排煙窓 【新設】（斜線部）連窓突出し排煙窓 【新設】（斜線部）

断熱パネル 【新設】（斜線部） アルミガラリ 【新設】（斜線部）



枚合計枚数
年月日

図面番号整理分類番号縮尺 A1版 A3版

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

工事名称 図面名称備考

上越市総合体育館等大規模改修工事
1/100 1/200

総括・一級建築士 担当事務所長

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

第一・護國共同企業体

印

第１０６０４６号

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
印

基本・意匠・構造・設備

　　　　　　　　　

　　　　　

護國建築設計事務所

護 國　直 也

上越勤労身体障害者体育館

【改修後】１階平面図　　1：100

＊＊
＊

建具記号等凡例

撤去・新設（カバー工法）

撤去・新設
＊＊
＊

新設
＊＊
＊

改修工事（金物・塗装）
＊＊
＊

撤去

＊＊
＊

改修なし　サッシクリーニング（両面）

　　　　　ガラスクリーニング（両面）

＊＊
＊

既設のまま（改修なし）

＊＊
＊
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Ｄ
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6
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【改修前】１階平面図　　1：100
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ｽﾛｰﾌﾟ

風　除　室

体　育　館

男子便所

女子便所ホ　ー　ル

器　具　庫

物入Ｂ

物入Ａ
1,660 1,840

5,600

3,0003,000 5,200

踏込(A)

踏込(B)
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ホ　ー　ル

器　具　庫

男子便所

風　除　室
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体　育　館
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物入Ｂ

女子ｼｬﾜｰ室

事　務　室

2,860

5,740

1,8401,660

廊　下
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間
仕

切
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ﾃﾝ

女子更衣室

廊　下
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１A

１A
ＡＷ

ＡＷ
１A

ＳＤ
１

１

ＡＷ ＡＷ
３A３B

令和３年２月
【改修前・後】１階建具案内図
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勤29

１C



枚合計枚数
年月日

図面番号整理分類番号縮尺 A1版 A3版

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

工事名称 図面名称備考

上越市総合体育館等大規模改修工事
1/100 1/200 　　

総括・一級建築士 担当事務所長

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

第一・護國共同企業体

印

第１０６０４６号

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
印

基本・意匠・構造・設備

　　　　　　　　　

　　　　　

護國建築設計事務所

護 國　直 也

上越勤労身体障害者体育館

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

１ ２ ３ ４

天　井　裏

屋上空調機置場

44
,2
2
0

41
0

6,
2
00

6,
20

0
6
,2

0
0

6,
2
00

6,
20
0

6
,2
0
0

6
,2
0
0

41
0

2,
8
50

3
,3

5
0

510 5,600 11,200 5,600 510

23,420

2
,5

00

庇

1,000

【改修前】中２階平面図　1：100

吹　抜

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

１ ２ ３ ４

吹　抜

天　井　裏

空調機置場

44
,2
2
0

41
0

6,
2
00

6,
20

0
6
,2

0
0

6,
2
00

6,
20
0

6
,2
0
0

6
,2
0
0

41
0

2,
8
50

3
,3

5
0

510 5,600 11,200 5,600 510

23,420

2
,5

00

庇

1,000

【改修後】中２階平面図　1：100

屋上

＊＊
＊

建具記号等凡例

撤去・新設（カバー工法）

撤去・新設
＊＊
＊

新設
＊＊
＊

改修工事（金物・塗装）
＊＊
＊

撤去

＊＊
＊

改修なし　サッシクリーニング（両面）

　　　　　ガラスクリーニング（両面）

＊＊
＊

既設のまま（改修なし）

＊＊
＊

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

２

２

２

２２

２

２

２

６ ６

令和３年２月
【改修前・後】中２階建具案内図

１
ＡＧ

ＡＧ
２

ＡＧ
２

勤21

勤29



FIX

枚合計枚数
年月日

図面番号整理分類番号縮尺 A1版 A3版

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

工事名称 図面名称備考

上越市総合体育館等大規模改修工事

総括・一級建築士 担当事務所長

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

第一・護國共同企業体

印

第１０６０４６号

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
印

基本・意匠・構造・設備

　　　　　　　　　

　　　　　

護國建築設計事務所

護 國　直 也

上越勤労身体障害者体育館 1/100 1/200

記号･数量

硝　子

材料･仕上

型式･見込

姿　図

取付場所

金　物

備　考

記号･数量

硝　子

材料･仕上

型式･見込

姿　図

取付場所

金　物

備　考

記号･数量

硝　子

材料･仕上

型式･見込

姿　図

取付場所

金　物

備　考

硝　子

材料･仕上

型式･見込

姿　図

取付場所

金　物

備　考

記号･数量

【撤去】

体育室

【撤去】

体育室

合計 合計

【撤去】

撤去新設（カバー工法）

体育室

合計

８

合計

２１ １

4,340

8
7
0

1,380 1,380 1,380

100100

1,626 1,628 1,626

100 100

8
7
0

5,080

撤去新設

【撤去】

ＡＷ ＡＷ ＡＷ
撤去新設（カバー工法）

ＡＷ

１

合計

ＳＤ

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

8
7
0

8
70

87
0

8
7
0

8
7
0

7
0

70
7
0

7
0

4
,6
3
0

1,626 1,628 1,626

100 100

5,080

ＡＷ ＡＷ合計 合計

１

ＡＤ

体育室 体育室

体育室

体育室

１A １B

【新設】

撤去：アルミ

撤去：附属金物一式

新設：アルミ(無着色）

新設：標準取付金物一式

両面サッシクリーニング（ガラスクリーニング含む）

ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ撤去ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ嵌殺新設（カバー工法） ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ（可動式)取替え（カバー工法）

撤去：アルミ

撤去：附属金物一式

新設：アルミ(無着色）

1,626 1,628 1,626

100 100

8
7
0

5,080

カバー工法用に撤去
（枠残し）

（　　　　　表示部）

撤去：アルミ

8
7
0

8
70

87
0

8
7
0

8
7
0

7
0

70
7
0

7
0

4
,6
3
0

1,380 1,380 1,380

100 100

FIX

FIX

FIX

FIX FIX

FIX

FIX

FIX FIX

FIX

FIX

FIX

4,340

カバー工法用に撤去
（枠残し）

（　　　　　表示部）

FIX

FIX

FIX

FIX FIX

FIX

FIX

FIX FIX

FIX

FIX

FIX

4,340

8
7
0

8
70

87
0

8
7
0

8
7
0

7
0

70
7
0

7
0

4
,6
3
0

1,380 1,380 1,380

100 100

（　　　　　表示部）
ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ(可動式)

【新設】

FIX

FIX

FIX

FIX FIX

FIX

FIX

FIX FIX

FIX

FIX

FIX

4,340

8
7
0

8
70

87
0

8
7
0

8
7
0

7
0

70
7
0

7
0

4
,6
3
0

1,380 1,380 1,380

100 100

（　　　　　表示部）

（　　　　　表示部）

8
7
0

8
70

87
0

8
7
0

8
7
0

7
0

70
7
0

7
0

4
,6
3
0

1,380 1,380 1,380

100 100

FIX

FIX

FIX

FIX FIX

FIX

FIX

FIX FIX

FIX

FIX

FIX

4,340

カバー工法用に撤去
（枠残し）

断熱パネルｔ＝16

新設：アルミ(無着色）

新設：標準取付金物一式

8
7
0

1,380 1,380 1,380

100100

4,340

カバー工法用に撤去
（枠残し）

（　　　　　表示部）

【新設】 【新設】【撤去】

撤去：アルミ 新設：アルミ(無着色）

　――

撤去：片開フラッシュ戸　４０

合計

１

【新設】

　――

　　　沓摺、水切り 　　　沓摺(ｽﾃﾝﾚｽ製)、水切り(ｽﾃﾝﾚｽ製)

撤去新設
ＷＤ

【撤去】

撤去：ﾌﾗｯﾀｰﾚｰﾙ、引手、差込錠

　――

撤去新設
ＷＤ

【撤去】

合計

１

【新設】

　――

合計

１

【新設】

　――

新設：ﾌﾗｯﾀｰﾚｰﾙ、引手、差込錠 撤去：握玉、本締錠、丁番、落し錠

撤去：引違いフラッシュ戸　３６ 新設：引違いフラッシュ戸　３６ 撤去：両開フラッシュ戸　３６ 新設：両開フラッシュ戸　３６

　――　―― 　――　――

2,630

2
,
1
0
0

2,630

2
,
1
0
0

2,630

2
,
1
0
0

2,630

2
,
1
0
0

900

2
,
1
0
0

2
,
1
0
0

900

金物改修

両面サッシクリーニング（ガラスクリーニング含む）

両面サッシクリーニング（ガラスクリーニング含む） 両面サッシクリーニング（ガラスクリーニング含む）

金物改修、ガラス取替え

アルミ

ガラス取替え

アルミ

（　　　　　表示部）

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

8
7
0

8
70

87
0

8
7
0

8
7
0

7
0

70
7
0

7
0

4
,6
3
0

1,626 1,628 1,626

100 100

5,080

アルミ

両面サッシクリーニング（ガラスクリーニング含む）

金物改修、方立改修

風除室

物入（A） 物入（B）

（　　　　　表示部）
方立 補強

1,500 50 1,900 50 1,500

2
,
10
0

7
1
5

1
7
0

5,000

FIX

FIX

FIX FIX

FIX

6
5

6
5

2
,
98
5

新設：連窓突出し排煙窓　７０ 新設：連窓突出し排煙窓　７０

枠共全て撤去
（　　　　　表示部） （　　　　　表示部）

全て撤去
（　　　　　表示部）

全て撤去

３A ３B ２ ６

新設：可動式アルミガラリ新設：断熱パネル t=16 新設：断熱パネル t=16

　――

１ ２ ３

撤去：オートヒンジ、ケースハンドル、本締錠 新設：オートヒンジ、ケースハンドル、本締錠

　――

令和３年２月
建具表(1)

＊
＊＊

＊＊
＊

撤去・新設

新設
＊＊
＊

改修工事（金物・塗装）
＊＊
＊

＊＊
＊

改修なし　サッシクリーニング（両面）

既設のまま（改修なし）
＊＊
＊

撤去

撤去・新設（カバー工法）

　　　　　ガラスクリーニング（両面）

＊＊
＊

新設：断熱パネル t=16

１

撤去：吸熱6

新設：ﾗﾜﾝ合板(T1) t=5.5 ＳＯＰ塗（表）,ﾗﾜﾝ合板(T1) t=5.5（裏）撤去：スチールＳＯＰ塗 新設：スチールＳＯＰ塗

勤22

勤29

　――　――

新設：木製ガラリ付き片開フラッシュ戸　３６

990

2
,
1
0
0

32
5

2
50

120 120

750

管理者用ロッカー室～廊下

新設：ﾗﾜﾝ合板(T1) t=5.5 ＳＯＰ塗（両面）

ＷＤ 合計

１
新設

４

撤去：吸熱6

特記事項

鋼製建具、ｱﾙﾐ製建具廻りのｼｰﾘﾝｸﾞは取り替えとする。（外部廻り）
（既存ｼｰﾘﾝｸﾞ　撤去の上　MS-2　10×15　新設）

吸熱6

新設：ﾗﾜﾝ合板(T1) t=5.5 ＳＯＰ塗（表）,ﾗﾜﾝ合板(T1) t=5.5（裏）

撤去：巾木部(内部)：ﾋﾞﾆｰﾙ巾木(H=325) 新設：巾木部(内部)：ﾋﾞﾆｰﾙ巾木(H=300) 撤去：巾木部(体育室面)：ﾋﾞﾆｰﾙ巾木(H=325) 新設：巾木部(体育室面)：ﾋﾞﾆｰﾙ巾木(H=300) 撤去：巾木部(体育室面)：ﾋﾞﾆｰﾙ巾木(H=325) 新設：巾木部(体育室面)：ﾋﾞﾆｰﾙ巾木(H=300)

新設：巾木部(両面)：ﾋﾞﾆｰﾙ巾木(H=300)、木製ガラリ(750×250)SOP塗

突き出し部開閉装置取替え
突き出し部金物取替え

建具障子枠調整

吸熱6：現況のまま

吸熱6：現況のまま

突き出し部金物取替え
突き出し部開閉装置取替え

カーテンウォール(嵌殺し、突き出し)　６０ カーテンウォール(嵌殺し、突き出し)　６０欄間両袖付引分自動ドア　１００

撤去：連段可動式ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ　６０ 新設：嵌殺し連段窓　６０ 撤去：連段可動式ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ　６０ 新設：連段可動式ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ　６０ 撤去：連窓突出し排煙窓　６０ 撤去：連窓突出し排煙窓　６０

改修：方立　-50×65×2（ｱﾙﾐ製）補強（　　　　表示部取付)

建具障子枠調整

透明６：既存のまま

自動ドアーエンジン及び建具ドア枠調整

撤去：ﾗﾜﾝ合板 ＯＰ塗（表）,ﾗﾜﾝ合板（裏） 撤去：ﾗﾜﾝ合板 ＯＰ塗（表）,ﾗﾜﾝ合板（裏）

新設：ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ、本締錠、丁番、落し錠

新設：ドアチェック、レバーハンドル、本締錠、丁番

1
0換気スリット 10mm

新設：片開フラッシュ戸　４０　(鉄板厚1.6)

ガラス取替え
（　　　　　表示部）

ガラス取替え
（　　　　　表示部）（　　　　　表示部）

（　　　　　表示部）
ガラス撤去

ガラス撤去

吸熱6、トウメイ6

吸熱6　取替え（　　　　表示部、シール共)

吸熱6　取替え（　　　　表示部、シール共)

合計

２

ＡＷ

2,800

887 886 887

70 70

6
0
0

800

1
,
8
0
0

ＡＷ 合計

４両面サッシクリーニング（ガラスクリーニング含む）

金物改修

両面サッシクリーニング（ガラスクリーニング含む）

金物改修

アルミ アルミ

４ ５

突き出し部金物取替え
突き出し部開閉装置取替え

縦軸回転部金物取替え

建具障子枠調整 建具障子枠調整

連窓突出し排煙窓　６０ 縦軸回転窓　１００

透明６：既存のまま型４：既存のまま

ＡＷ 合計

１

体育室

両面サッシクリーニング（ガラスクリーニング含む）

金物改修、ガラス取替え

アルミ

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

8
7
0

8
70

87
0

8
7
0

8
7
0

7
0

70
7
0

7
0

4
,6
3
0

1,626 1,628 1,626

100 100

5,080

突き出し部開閉装置取替え
突き出し部金物取替え

建具障子枠調整

カーテンウォール(嵌殺し、突き出し)　６０

吸熱6　取替え（　　　　表示部、シール共)

６ １C

ガラス取替え
（　　　　　表示部）

撤去：附属金物一式（開閉装置3カ所共） 新設：標準取付金物一式（開閉装置3連1カ所共） 撤去：附属金物一式（開閉装置3カ所共） 新設：標準取付金物一式（開閉装置3連1カ所共）

撤去3カ所、新規3連1カ所 撤去3カ所、新規3連1カ所 撤去3カ所、新規3連1カ所 撤去3カ所、新規3連1カ所



枚合計枚数
年月日

図面番号整理分類番号縮尺 A1版 A3版

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

工事名称 図面名称備考

上越市総合体育館等大規模改修工事

総括・一級建築士 担当事務所長

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

第一・護國共同企業体

印

第１０６０４６号

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
印

基本・意匠・構造・設備

　　　　　　　　　

　　　　　

護國建築設計事務所

護 國　直 也

上越勤労身体障害者体育館 1/100 1/200

記号･数量

硝　子

材料･仕上

型式･見込

姿　図

取付場所

金　物

備　考

記号･数量

硝　子

材料･仕上

型式･見込

姿　図

取付場所

金　物

備　考

記号･数量

硝　子

材料･仕上

型式･見込

姿　図

取付場所

金　物

備　考

硝　子

材料･仕上

型式･見込

姿　図

取付場所

金　物

備　考

記号･数量

＊
＊＊

＊＊
＊

撤去・新設

新設
＊＊
＊

改修工事（金物・塗装）
＊＊
＊

＊＊
＊

改修なし　サッシクリーニング（両面）

既設のまま（改修なし）
＊＊
＊

撤去

撤去・新設（カバー工法）

　　　　　ガラスクリーニング（両面）

＊＊
＊

900 2,030 900

3,830

2,
10

0

900 2,030 900

3,830

2,
10

0

900 2,030 900

3,830

2,
10

0

900 2,030 900

3,830

2,
10

0

1,050 1,050

2,100

2,
10

0

ＳＤＳＤＳＤ
２ ３ ４

1,050 950

2,000

2,
10

0

2,000

2,
10

0

1,050950

ＨＤ

ＡＤ

1,500 1,900 1,500

2
,1

00
71
5

17
0

2,
98

5

5,000

FIX

FIX

FIX FIX

FIX

撤去

ホール

撤去
ＷＤ

ホール

FIX

2,
10

0

900

1,020

40
0

86
0

4
0

ＡＷ

合計

１

合計 合計

合計

１

合計

１

合計

１

合計

１

改修なし　両面サッシクリーニング

　（ガラスクリーニング含む）

風除室～ホール

アルミ

自動ドア

50 50

塗装改修

金物改修

塗装改修

金物改修

塗装改修

金物改修

塗装改修

金物改修

体育室～器具庫

　――

２

体育室～ホール

〔ホール 面〕〔体育室 面〕〔体育室 面〕 〔器具庫 面〕

　―― 　――

廊下～渡り廊下 踏込(A)～男子更衣室、踏込(B)～女子更衣室

２

〔踏込(A) 面〕、〔踏込(B) 面〕 〔男子更衣室 面〕、〔女子更衣室 面〕

ガラリ付片引きハンガーフラッシュ戸　３６ガラリ付引分けハンガーフラッシュ戸　４０ 引分けハンガーフラッシュ戸　４０ 両開フラッシュ戸　４０
1
,3

00

アルミ

附属金物一式

枠共全て撤去
（　　　　　表示部）

ガラリ付片開きフラッシュ戸　３６

附属金物一式

　――

枠共全て撤去
（　　　　　表示部）

１

２

７ １

1
75

17
5

令和３年２月
建具表(2)

嵌殺し欄間付引違い戸　　８０

現況のまま

踏込(A)～男子便所、踏込(B)～女子便所

1,050 950

2,000

2,
00

0

17
5

合計

２

片引きハンガーフラッシュ戸　３６

全て現況のまま

ＨＤ
２

現況のまま 現況のまま
２

ＡＧ
１

ＡＧ

2,800

1
,5

00

中2階天井裏

合計

１

アルミ

　――

固定ガラリ戸

中2階天井裏

合計

２

1,000

3
00

アルミ

　――

固定ガラリ戸

1
00

スチールＳＯＰ塗　【改修：枠共両面ＳＯＰ塗替】 スチールＳＯＰ塗　【改修：枠共両面ＳＯＰ塗替】 スチールＳＯＰ塗　【改修：枠共両面ＳＯＰ塗替】 ハニカムコア ＳＯＰ塗　【改修：枠共両面ＳＯＰ塗替】

ラワン合板t=5.5 ＳＯＰ塗

ハニカムコア ＳＯＰ塗　

勤23

勤29

巾木部　ﾋﾞﾆｰﾙ巾木(H=300) 張替え 巾木部　ﾋﾞﾆｰﾙ巾木(H=300) 張替え 巾木部　ﾋﾞﾆｰﾙ巾木(H=300) 張替え 巾木部　ﾋﾞﾆｰﾙ巾木(H=300) 張替え

（既存ｼｰﾘﾝｸﾞ　撤去の上　MS-2　10×15　新設）
鋼製建具、ｱﾙﾐ製建具廻りのｼｰﾘﾝｸﾞは取り替えとする。（外部廻り）

特記事項

透明６

欄間両袖付引分自動ドア　１００

FIX：透明６、引違い戸：透明８

型４

ハンガーレール 取替え、吊り戸車取替えオートヒンジ取替え

型４：現況のまま

ハンガーレール 取替え、吊り戸車取替えハンガーレール 取替え、吊り戸車取替え

※ｶﾞﾗｽ廻りｼｰﾘﾝｸﾞ劣化部分は取り替えとする。（両面100ｍｍを想定）



　アルミニウム・ポリエチレン複合板　発砲スチロ－ル

枚合計枚数
年月日

図面番号整理分類番号縮尺 A1版 A3版

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

工事名称 図面名称備考

上越市総合体育館等大規模改修工事
　　

総括・一級建築士 担当事務所長

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

第一・護國共同企業体

印

第１０６０４６号

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
印

基本・意匠・構造・設備

　　　　　　　　　

　　　　　

護國建築設計事務所

護 國　直 也

上越勤労身体障害者体育館

令和３年３月
突出し排煙窓　詳細図

EXIMA断熱パネル t=16.0

）

FL

）

FL

外
部

体
育
館

3突き出し窓用丁番

EXIMA31(S-5)

ｼﾙﾊﾞｰ1N(YS1N)

体育館

グレージング方式

ガラス厚

製品ｼﾘｰｽﾞ

カラー区分

取付場所

部品名

網  戸

防火設備仕様

有  ・  無

有  ・  無

合計数量

建具符号

３・４・５・６・6.8・姿図参照

ガスケット・シール

数量 45°

SL300

オイレス

標準納まり図集番号

開き角度

開閉方式

特記

ボックス型式

メーカー

配管

本体

機種

電動  ・  手動

露出  ・  埋込

露出  ・  隠蔽

排

煙

部

品

欄

内観姿図を示す

外部

体育館

品番・型式

12
00

（ （

70

1
5

15

15

52 7

25 2537 2237

35527

7
0

既設枠W寸法

(40) （10）

20

30

522

(15)

10

(40)（10）

20

30

(15)

10

35

Wn=W-60

5

30
4
0

1
05

4
5

3
2

2
6

52

(7
)

10

45

5

5

1
0

6
12

1
3

7
5

25

(3
5)

40
(
15

)

(1
0)

(
45

)

3
5

Hn
=H

-8
0

既
設

枠
W寸

法

St曲物 t=1.6

既存アルミサッシ枠

シーリング（別途）シーリング（別途）

シーリング（別途）

シーリング（別途）

既存サッシアルミ枠

St曲物 t=1.6

St曲物 t=1.6

St曲物 t=1.6

St曲物 t=1.6

既存アルミサッシ枠

70

70

7
0

断熱パネルは
　アルミニウム・ポリエチレン複合板　発砲スチロ－ル

断熱パネルは

70 75

7
0

70

45°

W=1628

W=1626

W=1380

W=1628

W=1626

W=1380

外部

外部 体育館

体育館

1/2 1/20 1/4 1/40 

H=
87

0

H=
87

0

AW-2、6

シーリング（別途）

既存サッシアルミ枠 St曲物 t=1.6 シーリング（別途）

シーリング（別途）

シーリング（別途）

St曲物 t=1.6

MS-2　10×10

MS-2　10×10

MS-2　10×10 MS-2　10×10

MS-2　15×10

シーリング（別途）

MS-2　15×10

MS-2　15×10

MS-2　15×10

勤24

勤29



1-M12 ｼｭｱﾄﾞﾗｲﾌﾞ(ｽﾃﾝﾚｽ製)

枚合計枚数
年月日

図面番号整理分類番号縮尺 A1版 A3版

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

工事名称 図面名称備考

上越市総合体育館等大規模改修工事

総括・一級建築士 担当事務所長

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

第一・護國共同企業体

印

第１０６０４６号

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
印

基本・意匠・構造・設備

　　　　　　　　　

　　　　　

護國建築設計事務所

護 國　直 也

上越勤労身体障害者体育館 1/10,1/50 1/20,1/100

GL±0

3
00

1510
75

75

30
0

〃
〃

〃
〃

〃
〃

2
00

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

1,
25

0

15
,2
5
0

60
0

6,
75
0

7
,3

0
0

パラペット天端

RFL(水下) 60
0

1FL

92
0

1510
150

30
0

150

350

200

200

４

510

体　育　室

FB-3×40 SUS　【撤去】

L-40×40×3 SUS【撤去】

16φ-300＠ SUS【撤去】

FB-3×40 SUS　【撤去】

16φ-300＠ SUS【撤去】

L-40×40×3 SUS【撤去】

【改修前】　ﾀﾗｯﾌﾟ詳細図　1：50

15
,2
5
0

廊　下

1510
75

75

1510
150

150

350

200

４

510

【改修後】　ﾀﾗｯﾌﾟ詳細図　1：50

10
0

35
0

〃
〃

(
44

0
)

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃

渡り廊下

40
0

70
0

700

60
0

1FL

6,
75

0
7
,3

0
0

60
0

GL±0

22φ-350＠ SUS304【新設】

【新設】

200

80
0

30
0

250
歩み板：CPL-4×250 SUS304

FB-6×50 SUS304　【新設】

安全ガード：FB-4×30-700＠ SUS304
【新設】

安全ガード：FB-4×30 SUS304

22φ-350＠ SUS304【新設】

25φ SUS304　【新設】

〃
〃

35
0

(2
6
0)

（
=
35
0
×

3
1）

1
0,
8
50

FB-6×50 SUS304　【新設】

(7
0
0)

FB-6×50 SUS304-1,050＠　【新設】

FB-6×50 SUS304-1,050＠　【新設】

2-M10 ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞﾙﾄ(ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締付け)

ﾀﾗｯﾌﾟ詳細図　1：50

15
,2
5
0

RFL

パラペット天端

(水下)

(2
,
45
0
)

9,
1
00

（
=7
0
0×

13
）

令和３年３月

４

2,100 140

安全ガード：FB-4×30-700＠ SUS304

壁ｶｯﾀｰ入れ 壁ｶｯﾀｰ入れ

軽天下地【新設】

廻縁：塩ビ製【新設】

巾木：VB　H=325【撤去】

軽天下地【撤去】

軽天下地【新設】

壁ｶｯﾀｰ入れ 壁ｶｯﾀｰ入れ

軽天下地【撤去】

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地

吹付ﾀｲﾙ（ｱｸﾘﾙ系)

【撤去】

巾木：VB　H=325【撤去】

天井：DR t=9（直張り）【新設】

流し台：【新設】

天井：DR t=9（直張り）【新設】

床：下地劣化部ﾓﾙﾀﾙ塗り補修
 HSt=2.8【新設】

天井：軟質石綿板 t=5(直張り）【撤去】天井：軟質石綿板 t=5(直張り）【撤去】

吊り戸棚：【撤去】

壁：100角半磁器質ﾀｲﾙ貼り【撤去】

コンロ台：【撤去】

床：HSt=2.8【撤去】下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

床：HSt=2.8【撤去】下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

天井：岩綿吸音板 t=9（直張り）

【撤去】

廻縁：塩ビ製【撤去】

軽天下地【撤去】

壁：化粧ケイカル板t=6　貼り

巾木：VB　H=325【新設】

廻縁：塩ビ製【新設】

【新設】

床ｶｯﾀｰ入れ 床ｶｯﾀｰ入れ床ｶｯﾀｰ入れ

天井：GB-R t=9.5（直張り）

床：下地ﾓﾙﾀﾙ塗り t=30～60

 HS t=2.8【新設】

床：下地劣化部ﾓﾙﾀﾙ塗り補修
 HSt=2.8【新設】

【改修前】

【改修前】

４

2,100 140
C
H 
2
,6
0
0

沓摺：ｽﾃﾝﾚｽ製 t=2.0,W=80
【撤去】

軽天下地【撤去】

天井【新設】範囲

壁ｶｯﾀｰ入れ 壁ｶｯﾀｰ入れ

座面ｺﾝｸﾘｰﾄ【撤去】

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ【撤去】

ｼｬﾜｰｶｰﾃﾝ【撤去】

見切り三方枠：ｽﾃﾝﾚｽ製 t=2.0【撤去】

床ｶｯﾀｰ入れ

床ｶｯﾀｰ入れ

床下地ﾓﾙﾀﾙ【新設】範囲

天井：樹脂製浴室天井張り(ﾊﾞｽﾘﾌﾞ)【撤去】

天井：GB-R t=9（直張り）
【撤去】

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地　VP塗

【撤去】

壁躯体【撤去】

壁：化粧ケイカル板t=6　貼り

水切り：ｽﾃﾝﾚｽ製【撤去】水切り：ｽﾃﾝﾚｽ製【撤去】

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地　吹付ﾀｲﾙ（ｱｸﾘﾙ系)
【撤去】

壁：100角半磁器質ﾀｲﾙ貼り
【撤去】

壁：100角半磁器質ﾀｲﾙ貼り
【撤去】水切棚：ｽﾃﾝﾚｽ製【撤去】

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ：ｽﾃﾝﾚｽ製【撤去】

5
00

500

【新設】

500

5
00

(3
,2
0
0)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ【撤去】

ｶｰﾃﾝ【撤去】

CH
 2

,6
0
0

【新設】
壁：現況面の上 EP-G塗

【新設】

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地　VP塗

壁：100角半磁器質ﾀｲﾙ貼り【撤去】

床：47角ﾓｻﾞｲｸ床ﾀｲﾙ貼り
下地ﾓﾙﾀﾙ塗り【撤去】

床排水金物：ｽﾃﾝﾚｽ製【撤去】

160 440

600

43
5

壁手すり：ｽﾃﾝﾚｽ製38φ【撤去】

80
0

4
00

40
86

0
2
5

10

10
40

80
0

3030

450 20 20

120

10

120
20

40
0

12
0

20

(403)

10
0 40

C
H 

2
,6

3
0

照明器具　【撤去】（電気設備工事)天井：岩綿吸音板 t=9（直張り）

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地　吹付ﾀｲﾙ（ｱｸﾘﾙ系)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地　吹付ﾀｲﾙ（ｱｸﾘﾙ系)

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地　吹付ﾀｲﾙ（ｱｸﾘﾙ系)【撤去】

CH
 
3,

0
00

床：HSt=2.8【撤去】下地ﾓﾙﾀﾙ塗り
床：HSt=2.8【撤去】下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

巾木：VB　H60【撤去】

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ EP塗【撤去】

巾木：VB　H=325【撤去】

天板受金物：スチール製【撤去】

ﾗﾜﾝ合板 t=12張り VP塗【撤去】

1,
3
10

壁ｶｯﾀｰ入れ
廻縁：塩ビ製【撤去】

廻縁：塩ビ製

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地　VP塗
【撤去】

壁ｶｯﾀｰ入れ

壁ｶｯﾀｰ入れ床ｶｯﾀｰ入れ

60
0

58
7

600

587

600

40 40

600

578

60
0

58
7

600

40 40

床下点検口600角 SUS製

密閉形(防水,防臭形)充填用

ボルト固定式（施錠ﾀｲﾌﾟ)【新設】

3030

20

CH
 
3,

0
00

 HSt=2.8【新設】
床：下地劣化部ﾓﾙﾀﾙ塗り補修

20
廻縁：塩ビ製【新設】

壁：現況面の上 微弾性ﾌｨﾗｰ(1.0kg)吹付
ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ（水性）ﾛｰﾗｰ2回塗り【新設】

巾木：VB　H60【新設】

床：下地劣化部ﾓﾙﾀﾙ塗り補修
 HSt=2.8【新設】

巾木：VB　H=325【新設】

(823)

廻縁：【既存のまま】

天井：現況面の上 RB種下地 EP塗り
【新設】

天井：DR t=9（直張り）

【新設】

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地　EP-G 【新設】

C
H 

2,
6
30

【改修前】【改修前】 【改修後】

【改修後】

受付カウンター部分詳細図　1：30 踏込(A),(B) 床下点検口 詳細図　1：20

【改修前】 【改修後】【改修後】

【改修後】

ﾓﾙﾀﾙ充填
【新設】

10
0

CH
 2

,2
0
0

壁見切り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ EP-G【新設】
(W=100)

男子更衣室

湯　沸　室 湯　沸　室

ロッカー室
兼 管理人室

ロッカー室
兼 管理人室

事 務 室

ホール ホール
ロッカー室
兼 管理人室

湯沸室→ロッカー室兼管理人室　部分詳細図　1：30

男子シャワー室→物置(A)　部分詳細図　1：30

【改修前・後】　詳　細　図

120

ｱﾙﾐ建具【撤去】

壁：LGS50壁下地 GB-F t=12.5 ２重張り EP-G

【新設】
壁：LGS50壁下地 GB-F t=12.5＋ｹｲｶﾙ板 t=6 張り

120

吹付ﾀｲﾙ(ｱｸﾘﾙ系)【新設】

120
120

吊り戸棚：【新設】
(L=1200)

(L=1200) (L=600)

水切棚：(L=1200)【新設】

ｼｰﾘﾝｸﾞ：PU-2 10×10【新設】

ｼｰﾘﾝｸﾞ：PU-2 10×10【新設】

ｼｰﾘﾝｸﾞ：PU-2 10×10【新設】

コンロ台：ﾊﾞｯｸｾｯﾄ付き【新設】

2,
10

0
25

CH
 2
,
60

0

CH
 
2,

2
00

C
H 
2
,6
0
0 5
00

1
,7

0
0

57
5

1,
62

5

壁躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ【撤去】

壁躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ【撤去】

壁躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ【撤去】

120

140

凡　例

：ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体、壁仕上げ【撤去】範囲

下地GB-F t=12.5張り【新設】

巾木：VB　H60【新設】

床：下地劣化部ﾓﾙﾀﾙ塗り補修

 HSt=2.8【新設】

出隅ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ【新設】

出隅ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ【新設】

：壁 仕上げ【撤去】,【新設】範囲

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ：ｽﾃﾝﾚｽ 既製品【新設】

耐火ｼｰﾘﾝｸﾞ：10×10　(壁４周施工) 【新設】
耐火ｼｰﾘﾝｸﾞ：10×10　(壁４周施工) 【新設】

2-M10 ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞﾙﾄ(ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ締付け)
FB-4×30 SUS304　【新設】

安全ガード：FB-4×30 SUS304

25φ SUS304　【新設】

FB-6×50 SUS304-1,050＠　【新設】

天板：メラミン化粧板貼り t=40【撤去】

壁躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ【撤去】

DR t=9.5（直張り）

床下点検口
600角【撤去】

床ｶｯﾀｰ入れ

15
0

30

床ｶｯﾀｰ入れ
床ｶｯﾀｰ入れ

床下点検口
600角【撤去】

廻縁：塩ビ製【新設】

廻縁：塩ビ製【撤去】

床ｶｯﾀｰ入れ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ塗り【撤去】

ｽﾉｺ：木製【撤去】

天井：現況面の上 

【新設】
 RB種下地 EP塗り

軽天下地【新設】

ｼｰﾘﾝｸﾞ：PU-2 10×10【新設】

廻縁：塩ビ製【新設】

壁：LGS90壁下地 450＠

壁：化粧ケイカル板t=6　貼り
壁：LGS65壁下地 300＠

＊注記＊

文字１．　　　　工事範囲内　（文字、線囲い部分）

＊注記＊

文字１．　　　　工事範囲内　（文字、線囲い部分）

＊注記＊

文字１．　　　　工事範囲内　（文字、線囲い部分）

天井【撤去】範囲 天井【新設】範囲

天井【新設】範囲

勤25

勤29

壁：LGS90下地 450＠

下地GB-S t=12.5張り【新設】

GB-S t=12.5張り EP-G塗
GB-S t=12.5張り EP-G塗

GB-R t=12.5張り(GL工法) EP-G塗

下地GB-S t=12.5張り【新設】

GB-F t=12.5張り(GL工法) EP-G塗



枚合計枚数
年月日

図面番号整理分類番号縮尺

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

工事名称 図面名称備考

上越市総合体育館等大規模改修工事

総括・一級建築士 担当事務所長

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

第一・護國共同企業体

印

第１０６０４６号

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
印

基本・意匠・構造・設備

　　　　　　　　　

　　　　　

護國建築設計事務所

護 國　直 也

上越勤労身体障害者体育館

令和３年２月

記号 種　　　別 寸　　　法 面数 備　　考

コートライン内訳表

１ メイン　バスケットボールコート ２８０００×１５０００ １面 実線 ライン幅５０mm

２ メイン　バレーボールコート（６人制） １８０００×　９０００ 実線 ライン幅５０mm

３ サブ　　バレーボールコート（６人制） １８０００×　９０００ ２面 実線 ライン幅５０mm

（１７０）

　フ　　　　タ　

（特殊アルミ合金）

フロアープレート

（特殊アルミ合金）

（１
４６

）

Ｓ＝１／３

ＦＬ

（１３４）

（１
１０

）

フロアープレート

（特殊アルミ合金）

　フ　　　　タ　

（特殊アルミ合金）

ＦＬ

（バドミントン用）

Ｓ＝１／３既存　基礎再利用 Ｓ＝１／８

既存基礎位置にφ１０目印

（建築工事）

バレーボール・バドミントン

フタ新規交換

床下金具再利用

▽ＦＬ

1/3,1/8,1/100 1/6,1/16,1/200

A3版A1版

体育用具施設図面（１）

※コートラインは既存基礎位置合わせ

４ バドミントンコート １３４００×　６１００ ３面 実線 ライン幅４０mm

ライン幅５０mm実線

１面

１面５ テニスコート ２３７７０×１０９７０

（バレーボール用、テニスコート用））

ＡＳ型天板　木ビス付 ＡＳ型天板　木ビス付

１１０００ ２５００ ２５００ １１０００

３０３０ ３０３０ ４０４０ ６０６０６０６０ ４０４０

５５
００

５５
００

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

５５
００

４８００ １４００

６２００６２００６２００ ６２００ ６２００ ３３５０

５６
００

５６
００

１１
２０

０
５６

００
５６

００

２２
４０

０
３４３５０

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

1

２

３

４

２８５０
Ｇ

３５００ ３５００

４０００ ４０００
1

２

３ ３

４４ ４

５

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ Ｂ

Ａ

基礎内訳表

Ａ バレーボール用基礎 ６個

Ｂ バドミントン用基礎 ６個

合　　　計

２個テニスコート用基礎Ｃ

１４個

Ｓ＝１／１００器具コート配置図

６３
９９

Ｃ

Ｃ

既存　基礎配置図 Ｓ＝１／１００

Ｃ

Ａ

Ａ

Ｃ

勤26

勤29



枚合計枚数
年月日

図面番号整理分類番号縮尺

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

工事名称 図面名称備考

上越市総合体育館等大規模改修工事

総括・一級建築士 担当事務所長

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

第一・護國共同企業体

印

第１０６０４６号

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
印

基本・意匠・構造・設備

　　　　　　　　　

　　　　　

護國建築設計事務所

護 國　直 也

上越勤労身体障害者体育館

令和３年２月

A3版A1版

プレ－ト６ｔ
接着系

後施工アンカーＭ１２
先端袋ナット取付

折畳バスケット部　取付部詳細 Ｓ＝１／５

１５
０

７５ ７５

２２０

２２
０

既存アンカー再利用

体育用具施設図面（２）

フレーム

－４０×４０×２．３

６０
０

６０
０

収納
時寸

法（
２４

７０
）

収納
時寸

法（
２４

７０
）

フレーム

－４０×４０×２．３

６０
０

６０
０

７０
０

７０
０

収納
時（

２４
４０

）
収納

時（
２４

４０
）

バックボード：プラスチック板

日本バスケットボール協会検定品

１０
５０

２９
００

ボードパッド

１８００

６００ ６００

８１
５

２８
００

Ｇ

ゴールリング

同検定品

４５
０

５０

コートエンドライン

１２００

２８０００×１５０００コート

　　　コートセンターまで１４０００

３０
５０

上下調節装置

２６
００

軸受け

ベアリング入

主　軸

φ４０

２８
００

８１
５

操作ハンドル

（カーボン製）

ベベルギヤボックス

基枠 －５０×５０×３．２

(表面仕上げ形状により、取付方・取付金具を変更する事が有ります）

４２６０ ２９４０

７２００

９０ ２８５０

１０
５０

２９
００

ボードパッド

１８００

バックボード：プラスチック板

日本バスケットボール協会検定品

ゴールリング

同検定品

４５
０

５０

コートエンドライン

１２００

２８０００×１５０００コート

　　　コートセンターまで１４０００

３０
５０

上下調節装置

２６
００

軸受け

ベアリング入

主　軸

φ４０

壁面固定折畳床ハンドル操作式　　Ｓ＝１／３０

(表面仕上げ形状により、取付方・取付金具を変更する事が有ります）

２８
００

８１
５

４２７０１３０

４４００

Ａ

上下取付金具
アンカー再利用＋新規アンカー

７００ ７００

上下取付金具
アンカー再利用＋新規アンカー

８１
５

２８
００

ベベルギヤボックス

基枠 －５０×５０×３．２

1/10,1/601/5、1/30

勤29

勤27

ＤＣ１１２５(同等品)　バスケットゴール ＤＣ１１２５(同等品)　バスケットゴール 壁面固定折畳床ハンドル操作式　　Ｓ＝１／３０



枚合計枚数
年月日

図面番号整理分類番号縮尺

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

工事名称 図面名称備考

上越市総合体育館等大規模改修工事

総括・一級建築士 担当事務所長

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

第一・護國共同企業体

印

第１０６０４６号

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
印

基本・意匠・構造・設備

　　　　　　　　　

　　　　　

護國建築設計事務所

護 國　直 也

上越勤労身体障害者体育館

令和３年２月

A3版A1版

4106,2006,2006,2006,2006,200

ＡＢＣＤＥＦ

3,350Ａ

防球ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【新設】

(ﾋﾞﾆﾛﾝ 60本110目)

25,000W×9,000H(片引き)

収納方向

取付金具①取付金具②
防球ﾈｯﾄ用ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ5φ

70080
20

30 150 30

3
0

15
0

30

105105

30 150 30

3
0

15
0

30

10
5

10
5

穴：13φ

FB-50×9

PL-4.5

PL-4.5

RB-13φ

FB-50×6

φ-42.7×2.4

φ-42.7×2.4

PL-4.5

防球ネット 体育室　東面、西面 ２ ヶ所

防球ﾈｯﾄ

防球ネット車

防球ネット車

ターンパックル

ワイヤーロープ

ワイヤークリップ

操作ロープ

連結チェーン

25,000W×9,000H(片引き) (ﾋﾞﾆﾛﾝ 60本110目)

ＴＤ　フックなし

ＴＳ　フックなし

５φ×30ｍ

枠型　W1/2　抜け止

５φ用

８φ×8500

33000

移動環

おもり袋

ビニールテープ

ロープ掛

１　張

１　組

１　組

１　本

２　個

４　個

１　本

１　本

９０個

３　個

１　個

１　個

２　個

２　個

２　本

１　個

１Kg　Ｓ環付

柱型

ＧＡ20

WSW1/4

BW1/4-15

１組

１組

フロアー滑車

ﾌﾛｱｰ滑車

取付金具　①　詳細図　　1/10

取付金具　②　詳細図　　1/10

防球ネット

防球ﾈｯﾄ (ﾋﾞﾆﾛﾝ 60本110目)5,000W×8,700H(片引き) ２　張

１ ヶ所体育室　南面

※ 西面もこれに倣う。東面立面図　1/100

４３２１

5105,60011,2005,600510

(ﾋﾞﾆﾛﾝ 60本110目)

防球ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【新設】防球ﾈｯﾄ(ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ共)【新設】

(ﾋﾞﾆﾛﾝ 60本110目)

5,000W×8,700H(片引き) 5,000W×8,700H(片引き)

防球ﾈｯﾄ用ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ5φ

収納方向収納方向

30 340 30

30
34

0
30

851
00

20

CL

取付金具③ 取付金具③

下部ﾌｯｸ 下部ﾌｯｸ 下部ﾌｯｸ 下部ﾌｯｸ 下部ﾌｯｸ 下部ﾌｯｸ

ﾛｰﾌﾟ掛け ﾛｰﾌﾟ掛けﾛｰﾌﾟ掛け

ワイヤーロープ １　本５φ×１６ｍ

ワイヤークリップ ５φ用 ４　個

ターンパックル ２　個枠型　W1/2　

移動環 ３０個

１　本手引きロープ ビニロン８φ×L=18000

ロープ掛

SCW1/4-3 ２　個　×　２ヶ所

WSW1/4 ２　個　×　２ヶ所

Ａ

410

10 15
150

(ﾋﾞﾆﾛﾝ 60本110目)

取付金具①
ターンパックルﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ5φ

移動環

詳細図　　1/30

防球ネット　25,000W×9,000H(片引き)

FL
+8
,7

00

FL+0

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ5φ
ターンパックル

取付金具③

FL+0

FL
+8
,7
00

手引きﾛｰﾌﾟ

防球ﾈｯﾄ　5,000W×8,700H(片引き)

(ﾋﾞﾆﾛﾝ 60本110目)

移動環

詳細図　　1/30

取付金具　③　詳細図　　1/10 ２組

1/10,1/30,1/100 1/20,1/60,1/200

PL-4.5

φ-42.7×2.4

RB-13φ

RB-13φFB-50×9

穴：17φ

取付金具③

4-M16接着ｱﾝｶｰ

南面立面図　1/100

体育用具施設図面（３）

4-M16接着系ｱﾝｶｰ

4-M16接着系ｱﾝｶｰ

4-M16接着系ｱﾝｶｰ

4-M16接着系ｱﾝｶｰ

4-M16接着系ｱﾝｶｰ

4-M16接着系ｱﾝｶｰ

勤28

勤29

1,100

15
0

2
0

穴：13φ

FB-50×9

100

450



枚合計枚数
年月日

図面番号整理分類番号縮尺

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

工事名称 図面名称備考

上越市総合体育館等大規模改修工事

総括・一級建築士 担当事務所長

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

第一・護國共同企業体

印

第１０６０４６号

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
印

基本・意匠・構造・設備

　　　　　　　　　

　　　　　

護國建築設計事務所

護 國　直 也

上越勤労身体障害者体育館

令和３年２月

A3版A1版

２２バネ

Ｕ型金具フック

ナス環φ６

ネット

ＫＨ０１００　防球ネット用Ｕ型金具

Ｕ型金具天板

Ｓ＝１／２

φ６０

フローリング床面

床金具天板

Ｈ型床金具裏座

（ －１０×１０）８９

４５

皿小ネジＭ６－７５

プレート６ｔ

Ｓ＝１／５取付金具Ａ部　取付詳細

１５
０

１５０

２０
６

接着系
後施工アンカーＭ１２

５１
６

電管有

接着系
後施工アンカーＭ１２

Ｓ＝１／５取付金具Ｂ部　取付詳細

１５０

プレート６ｔ

２２０

２２
０

２２０

３００ ２００

５００

１５
０

２２
０

プレ－ト９ｔプレ－ト９ｔ

1/2,1/5,1/30 1/4,1/10,1/60

ターンバックル

ワイヤーロープφ５

移動環

　　　防矢ネット　　　

ポリエステル　グリーン

（ハトメ加工）

新規取付金具　Ａ

防球ネット固用

Ｕ形固定金具４ケ

１０
００

１３
０

７００

１０４３０

１００ 新規取付金具　Ｂ

７０
０

４３
０

手引きロープ

ＨＡ３３３０　防矢ネット

※施工前：取付位置現場確認の必要

片開き手引き式　　Ｓ＝１／３０

８５００

４０
００

４０
００

体育用具施設図面（４）

勤29

勤29



第一・護國共同企業体 第１０６０４６号

齊　藤　　博

　　　　　　　　　

　　　　　

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博

㈲第一設計総合事務所（代表）　(有)第一設計総合事務所
印 印

担当事務所長

基本・意匠・構造・設備
上越市総合体育館等大規模改修工事

総括・一級建築士

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　博
外構工事特記仕様書（その１）

 ・遠心力高強度プレストレストコンクリートくい（ＰＨＣ杭）

 ・外殻鋼管付きコンクリートくい（ＳＣ杭）

 ・プレストレスト鉄筋コンクリートくい（ＰＲＣ杭）

既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭地業２

埋戻し及び盛土
３
　
土
 工
 
事

１

２
 仮
設
工
事

　　1.項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。　　

　　2.特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　3.特記事項に記載の(　．．　)内の表示番号は、標仕の当該項目、当該図または当該表を示す。

　　4.　製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

外 部 足 場６

Ⅱ　特記仕様

大きさ　※キャビネ　・半紙　・電子データ（２００dpi/inch）

とする。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に委譲するもの

14

13

12

特 別 完 成 写 真

工 事 完 成 写 真

施工図等の取扱

（電子ﾃﾞｰﾀ共）

写真専門業者の撮影した外観カラー写真　　　部提出する。（ネガ共）

工事完了後整理のうえ監督員に提出する。　※提出部数　　　部

　・地区の区分に応じた風速（Ｖo（m／sec））　・ ３０　・ ３２

　・地表面粗度区分　　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ

　・多雪地域の指定　　積雪区分　建告示第１４５５号　別表（　　）

※次に掲げる基準を全て満たす監理技術者を専任で配置できること。

標仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定工法による。

　 適用工事種別　　　　　　　　　　　技 能 検 定 の 職 種

鉄筋工事　　　　　　・鉄筋施工(鉄筋組立て作業)

コンクリート工事　　・型枠施工

鉄骨工事　　　　　　・とび

ﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ工事　 ・ブロック建築　　・ＡＬＣパネル施工

防水工事　　　　　　・アスファルト防水工事作業　・塗膜防水工事作業

石工事　　　　　　　・石材施工（石張り施工）

　　　　　　　　　　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業　・シーリング防水工事作業

タイル工事　　　　　・タイル張り

木工事　　　　　　　・建築大工

屋根及びとい工事　　・建築板金（内外装板金作業）　・スレート施工

金属工事　　　　　　・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

左官工事　　　　　　・左官

建具工事　　　　　　・サッシ施工　　　・　ガラス施工

塗装工事　　　　　　・塗装（建築塗装作業）

内装工事　　　　　　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　 

植栽工事　　　　　　・造園

　　　　　　　　　　・ボード仕上げ工事作業　　・表装（壁装作業）　　 

※実施しない　　・実施する(　　　　　　　　　　　　)                (1.5.5)

10

９ 見 本 施 工

化 学 物 質 の

11 完 成 図 等

７ 特別な材料の工法

８ 技 能 士

発生材の処理等６

監理技術者の要件

５

４

電気保安技術者

３

２

品 質 計 画 等

概 成 工 期

濃 度 測 定

章 　　　項　　目 　　　　　特　　記　　事　　項

　　　                                                              (1.5.2)

カーテンウｫｰル工事　・カーテンウｫｰル施工(PC)　・サッシ施工　・ガラス施工

※提出部数　　　部

※要(                  )　 　　　　　　　　　  　　          　　 　(1.3.3)

外部足場は枠組足場とする。　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(2.2.4)

｢手すり先行工法に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」に基づく足場の設置に当たっては、同

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの別紙１｢手すり先行工法による足場の組立等に関する基準｣における

・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・建設汚泥から再生した処理土　(3.2.3)(表3.2.1)

・埋戻し　建設発生土　　・盛土　購入土

２ 建 設 発 生 土

の 処 理

・構内指示の場所（・敷き均し　　　・堆積）　　　　 　　　　　　　　(3.2.5)

・構外搬出適切処理(指定場所：　　　　　　　)

・処分地未特定のため、場内仮置きとし契約後変更とする

４
 地
 
業
 工
 
事

１ 試 験

2

2

　試験位置　※図示　　載荷荷重　　　N/mm

　試験位置　※図示　　載荷荷重　　　N/mm

・地盤の載荷試験　 （※平板載荷試験　   ・　　　　　　）

試験杭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.2.1～4.2.4)

　位置、寸法及び本数　　※図示　・監督員の指示による

・杭の載荷試験　・鉛直載荷試験　・水平載荷試験　

１ 鉄 筋 の 種 別

・ＳＤ３４５

異形鉄筋

異形鉄筋

・ＳＤ２９５Ａ

・　　

　種類の記号　 　　　　　　呼　び　径　（mm）　　　　　　　　備　　考

２ 鉄 筋 の 継 手

３
厚 さ

呼び名19mm以上の柱、梁の主筋　※ガス圧接　　・重ね継手　 　　　　　(5.3.4)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.2.1)(表5.2.1)

５
　
鉄
 筋
 
工
 事 ・  

普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞの品質は、JIS R5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合  

　するものとする。ただし、無筋ｺﾝｸﾘｰﾄに用いる場合を除く。

・高炉セメントＢ種（                             ）

402 J/g以下

352 J/g以下
水和熱

・Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

※下記のコンクリートは無筋コンクリートとして扱う。

 適用範囲は１１章タイル工事 ３コンクリート素地面の処理による。

 コンクリートの増打ち厚さ     ※２０mm     ・　

28ｄ

7ｄ

渡り廊下１基礎 ﾏｽｺﾝｸﾘｰﾄ適用

3

Ｂ形（ｺﾞﾑ接合）

※ＶＰ　・ＶＵ

※外圧管（※１種　・２種）

・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管

※遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管

排水管用材料                                    (21.2.1)(表21.2.1)(21.3.3)

管形状（接合方法）　　　　 管の種類　　　　材　種

セメントの種類３

４ 骨 材 の 品 質

５ 混和材料の種別

６ 無筋コンクリート

７ コンクリート躯体
表 面 の 処 理

打 放 し 仕 上 げ
８ コ ン ク リ ー ト

１ 床コンクリートの
直 均 し 仕 上 げ

２ 仕上塗材仕上げ

１

防火材料の指定　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。　　　(15.5.2)

※Ｂ(※コンクリート中のアルカリ総量Ｒｔ=3.0kg/m 以下)

・面うち　・ 面と同一

・面うち　・ 面と同一

　コーン穴の仕上げ面

※12ｍｍ　・ 15ｍｍ

※12ｍｍ　・ 15ｍｍ

　　施 工 箇 所　厚さ

・12ｍｍ

図示

〃

〃 ・Ｃ種

 ・Ｂ種

 ・Ａ種

 種　別

２ レディミクスト
コンクリートの類別６

　
コ
 
ン
 ク
 
リ
 ー

 
ト
 工
 
事

※Ⅰ類　　　　・Ⅱ類　　　  　　　　　　　　              (6.2.1)(表6.2.1)

アルカリシリカ反応性による区分　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.1)(6.5.4)

※混和剤 　・ 混和材　   　　　　　　　　　　　　　　　     (6.3.1)(6.3.2)

 場合は、モルタルの接着に適した粗面に仕上げる工法を、 1.2.2｢施工計画」に

 よる品質計画で定める。また、粗面の状態は、監督員の承諾を受ける。

 厚さは合板の厚さとする。                                         (表6.2.4)

 柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面 ※１０　　・ 

　　　　　　　　施 工 箇 所　　 　　　　　　　表5.3.6の値に加える寸法(mm)

最小かぶり厚さは目地底から算定する 　　　　　　　　　　　　　　  　(5.3.5)

・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による

鉄筋の最少かぶり

１１ 追加特記　８「化学物質の濃度測定」による。                     (1.5.9) 

１１ 追加特記　７「発生材の処理等」による。　          　         　(1.3.8)

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ(ﾊﾟﾈﾙ構法)範囲

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ(溝構法)範囲

塗料塗りの場合も含む1mにつき10以下

3mにつき 7以下

　平たんさ（㎜） 　　　　　備　　考   　　施 工 箇 所

・砂壁状　・着色骨材砂壁状

・複層仕上塗材

・薄付け仕上塗材 ・外装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｅ

・

・複層塗材ＣＥ 

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材Ｅ

・

・

・

上塗材

溶媒　　　※水系　　・溶剤系　　

樹脂　　　※ｱｸﾘﾙ系　・　　　

　　　　　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

耐候性　※３種　・２種　・１種

　　　　　・ﾒﾀﾘｯｸ

　砂壁状じゅらく

　　種　　類 　　　呼　び　名 　　　　仕上げの形状等

外観　　　※つやあり ・つやなし

　　　なお、(参考　・　)は標仕の「各部配筋　参考図」を表す。

2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

継手位置　　※各部配筋参考図による　・図示　 定着長さ（　　　　　　　）

・ゆず肌 ・凸部処理 ※凹凸状

防水形は増塗を行う。

１ 工事実績情報ｻｰﾋﾞ
 　ｽ(CORINS)への登録

１
 各
 
章
 共
 
通
 事
 
項

※無し　　・有(工期　令和　　年　　月　　日)                        (1.2.1)

本　杭

試験杭 上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

継手数 ｾｯﾄ数
ｺﾝｸﾘｰﾄ強 鋼管厚

（mm）
杭径
(mm)

杭長
(mm) 持力(kN/本)

長期設計支 備考種類 度(N/mm )2

 先端部形状    ※開放形         ・閉そく平たん形             　　　(4.3.2)

施工法                                           　　 　　 （4.3.4～4.3.5)

７
　
左
 
官
 工
 
事

床 下 防 湿 層５ 施工箇所　※建物内の土間ｽﾗﾌﾞ及び土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下（ﾋﾟｯﾄ下を除く)        (4.6.6)

４ 砂 利 地 業 ※再生クラッシャラン　　・ 切込み砂利又は切込み砕石                (4.6.2) 

 ・特定埋込み杭工法(建築基準法に基づく埋込杭工法とし、杭材料は指定又は

　                  認定条件に適合するもの)

 ・打込み工法　　　　　　施工法の種別（　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　 支持地盤への根入れ深さ　・1.0m以上　・　

 ・セメントミルク工法　　支持地盤への掘削深さ　　・1.5m程度　・　

 水平方向の位置ずれ精度　・100mm以下　・　　mm以下

 杭の継手　　　※アーク溶接（　　　　）　・無溶接継手　　 　 　　　(4.3.6)

　（      ）種かつ（     ）Ｎ/㎜  以上   

・リバース工法

・オールケーシング工法(孔内の水張　※行う　・行わない)　

・拡底杭工法 （※安定液使用  ・               ） 

2

３ 場 所 打 ち
コンクリート杭地業

　　　　　・図示による

 杭頭の処理    ※切断しない     ・                                 (4.3.8)

コンクリートの種別及び設計基準強度 　　　　　　　　　  　 (4.5.4)(表4.5.1)

セメントの種類　※高炉セメントＢ種    ・                           (4.5.4)

掘削工法　　・アースドリル工法(※安定液使用　・無水掘削)　　　   　(4.5.5)

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法        　             (4.5.6)

孔壁測定    ・行う  ・ 行わない                             (4.5.5～4.5.6)

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種   (6.3.1)(6.3.2)(表6.3.1)

外装ﾀｲﾙ後張り面の躯体表面の処理                    (6.8.3)(11.3.7)(15.3.4)

 ＭＣＲ工法又は(15.3.4)(C)による目荒らし工法とする。なお、目荒らし工法の

下表以外は標仕表6.2.4及び標仕15.4.2による        (表6.2.4)(15.4.1)(15.4.2)

　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(15.6.2)(表15.6.1)

・防水形複層塗材ＲＥ

屋外雨水排水

・ＲＳ－ＶＵ

８
　
排
 水
 
工
 事

側塊の形状及び寸法　・図示　　・　

２ 排水桝及びふた

　　　　　　　　　　種　　類

・水封形

・簡易気密形(ﾊﾟｯｷﾝ式)

　材　質

・鋼製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

　・図示

　※無し

 ﾎﾞﾙﾄ固定

・

※受枠付き

　形　式 　　種　類

・溝ふた用

・桝ふた用

・かさ上げ用

・Ｕ字溝用

・歩行用

 適用荷重  ﾒﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ  上面形状

※凹凸形

※平形

・凹凸形

鋳鉄製ﾏﾝﾎｰﾙふた                                                   (21.2.1)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞふた                                      　              (21.2.1)

・密閉形(ﾃｰﾊﾟｰ・ﾊﾟｯｷﾝ式)

・中ふた付密閉形(ﾃｰﾊﾟｰ・ﾊﾟｯｷﾝ式)

・密閉型（ﾎﾞﾙﾄ・ﾊﾟｯｷﾝ式）

適用荷重

・T-2

・T-6

・T-20 ・ 

・ 

・ 

・T- 2

・T- 6

・T-14

・T-20

※細目

・普通目

・細目

３ 埋戻し土 ※Ｂ種　　・建設汚泥から再生した処理土                            (21.2.1)

・ 

　 及び側溝
４ 暗きょ、縁石 コンクリート縁石及び側溝                                          (21.3.1)

・縁石

・Ｌ型側溝

・Ｕ型側溝

・Ｕ型側溝ふた

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

名　称 形　状 寸　法

砂利地業の厚さ    ※100mm    ・   mm                              (21.3.2)

　　1.本共通仕様及び特記仕様に記載されてない事項は、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共

仕　様　書

Ⅰ　共通仕様

　　　建築工事標準仕様書（建築工事編）平成31年版」（以下「標仕」という。）による。

 1.工事場所

 2.敷地面積

 3.工事種目（建物概要）

備　考構 造 階 数
工事 延べ面積 消防令

別表第一（㎡）種別建　物　名　称

工事概要

※下記による作成方法、提出部数とする。

　※建物の保全に関する説明書(取扱説明書を含む｡)

  ・ＣＡＤデータ化し電子媒体（ＣＤ又はＤＶＤ）にて提出する。

　・図面は原図サイズにて製本し、　・完成図 2部　・施工図 1部　提出

 　（表紙及び背表紙（可能な場合に限る）に工事名、受注者名を入れること）

　・説明書はファイルに綴り　※ 2部　・　部　提出

　・その他監督員が指示した図面等　・　　図　部　提出

　※設計図の図面目録と同一の図面一式　※施工図一式

※下記のものを作成し提出する。　　　　　　　　　　  　　     (1.7.1～1.7.3)

工事名称

　１　舗装工事の施工に関し、１０年以上の実務経験を有すること。

　２　舗装工事に係る監理技術者証を有するものであること。

　　2.標仕に用いられている用語を次のとおり読み替える。

　　　(2)「監督職員」を「監督員」に読み替える。

　　　(3)「特記仕様書」を「特記仕様」に読み替える。

　　3.次の各号に該当する標仕の項目について、標仕の規定を別表に置き換えて適用する。

　　　(1)　1章　1.1.2用語の定義の(ア)、(セ)及び(ナ)

　　　(2) 　〃　1.4.2材料の品質の(１)及び(２)

　　　(3)　 〃　1.4.4材料の検査等の(１)

　　4.次に掲げる標仕の規定は、適用しない。

　　　〃    1.6.2　技術検査　

　　別　表（建築工事）

　　　1章   1.1.2　用語の定義の(ニ)　

１章　一般共通事項

　　　　       　置 き 換 え 後 の 標 仕 の 規 定号         項   目

(1) 　1.1.2 用 語 の 定 義 (ア) 「監督員」とは、約款第10条に基づき請負者に通知された者を

　　いう。

　　新潟県CALSシステム上で電子決裁処理された電磁的記録をいう｡

(セ)「書面」とは発行年月日が記載され、署名又は押印された文書、

　　(ただし、②に係る検査を除く。)

　　① 工事の完成(約款第32条)

　　② 部分払の請求に係る出来形部分又は部分払指定工事材

　　　 料等(約款第38条)

　　③ 部分引渡しの指定部分に係る工事の完成(約款第39条)

　　④ 契約の解除時における出来形部分(約款第47条)

　　に発注者又は検査職員が行う検査をいい、工事の施工体制、施工

　　状況、出来形、品質及び出来ばえの検査を含む。

(ナ) ｢工事検査」とは、約款に基づく次の各事項の確認をするために

(2) 材料の品質等　1.4.2 (１) 工事に使用する材料は「建築材料・設備機材等品質性能評価事業

   品目については、当該名簿に記載されている材料又は製造所の製品

   建築材料等評価名簿（契約時の最新版）」の名簿に記載されている

   とするほか、設計図書に定める品質及び性能を有するものとし、新

   　なお、「新品」とは、品質及び性能が製造所から出荷された状態

   であるものを指し、製造者による使用期限等の定めがある場合を除

   き、製造後一定期間内であることを条件とするものではない。

(２) 使用する材料が、設計図書に定める品質及び性能を有することの

　 証明となる資料を、監督員に提出する。

   　ただし、設計図書に定めるＪＩＳ又はＪＡＳの材料で、ＪＩＳ

   又は ＪＡＳのマーク表示のあるものを使用する場合又はあらかじ

　 め監督員の承諾を受けた場合(次の(ｱ)から(ｳ)のいずれかに該当す

   る材料を使用する場合は、 あらかじめ監督員の承諾を受けたとみ

   なすことができる。)は、この限りでない。

　 (ｱ) 建築基準法その他の認定品で、マーク等の確認ができる材料

　 (ｲ) 建築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評価名簿

　　   に記載されている材料又は製造所の製品（特記で標仕の規定に

　　   基づく品質及び性能以外を規定した場合を除く｡)

　 (ｳ) 特記により指定された材料又は製造者の製品

(3) 材料の検査等　1.4.4 (１) 工事現場に搬入した材料は、種別ごとに監督員の検査を受ける。

　 ただし、次の(ｱ)若しくは(ｲ)に該当する場合又はあらかじめ監督員

　 の承諾を受けた場合は、この限りでない。

　　   る場合

　 (ｱ) 工事完成検査時又は工事写真で、ＪＩＳ若しくはＪＡＳのマー

　　   クを確認できる場合

　 (ｲ) 建築基準法その他の認定品と指定された材料で、工事完成検査

　　   時又は、工事写真で品質、性能を証明するマーク等を確認でき

(4) 工 事 検 査　1.6.1 (２) 約款に基づく部分払を請求する場合は、当該請求に係る出来部分

　 等の算出方法について監督員の指示を受けるものとする。

(３) (１)の通知又は(２)の請求に基づく検査並びに約款第47条及び

　　第49条に規定する検査は、発注者から通知された検査日に受ける。

   品とする。ただし、設計図書に定めのある場合は、この限りでない。

　　⑤ 必要があると認めたときの臨時検査(約款第49条)

・仮設事務所の中に監督員用空間を　　㎡程度確保する。

・監督員事務所　・10　・20　・35　・65　・　　㎡程度を設ける。      (2.3.1)１ 監督員事務所等
２
　
仮
 設
 
工
 事

16 設 備 工 事 と の
取 合 い

工事施工状況写真15

　・保護帽　　ケ　　・雨具　　着　　・長靴　　足　　・安全帯　　組

・監督員が使用できる備品として、下記のものを工事期間中現場に用意し、

　貸与する。

１１ 追加特記　６「工事区分表」による。

※工事施工状況写真の撮影は、工事に係る材料、施工及び品質管理の状況が確認

　できるように行うものとし、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　営繕工事

　写真撮影要領(平成28年版)による工事写真撮影ガイドブック（平成30年度版）」

　ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、撮影計画書の作成を省略で

※提出部数　　部

　きる。

構内既存の施設　　※利用できない　　　・利用できる（※有償　　・無償）工 事 用 水２

構内既存の施設　　※利用できない　　　・利用できる（※有償　　・無償）工 事 用 電 力３

仮 設 建 物 等４ 現場事務所､倉庫､下小屋等の仮設建物の位置はあらかじめ監督員の承諾を受ける。

４ 帯　　　　　　筋 ※Ｈ形(□は除く)　・　　　　 　　        　　　　　　　　　　    (参考2.2)

※行う    　・ 行わない　  　　　　　　　　　　                  (参考2.1)

一般壁　　※Ａ形　　・Ｂ形　　・図示　　　　  　 　　　　　　　　(参考4.4)

耐震壁　　※図示

壁開口部の補強

最上階柱頭補強

６

５

※Ｈ形　　・ ＭＨ形　　・ Ｍ形       　　   　 　　　　　　　　　(参考7.1)梁 貫 通 孔 の
補 強 形 式 ・既製品(建築基準法による指定又は認定を受けたもの)

７

※超音波探傷試験     ・引張試験    　　　　                        (5.4.9)
抜 取 試 験
圧 接 完 了 後 の８

６
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　(6.1.4)普通コンクリートの

・

・

・

・

※構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ：発注強度=設計基準強度(Ｆｃ)+構造体強度補正値(Ｓ)

 　施　工　箇　所 　　　　　　 スランプ

１
設 計 基 準 強 度

※２１

・

・

・ ・

※請負工事費500万円以上の場合は登録する。                         　(1.1.4)

建築基準法に基づき指定する条件                                      (1.2.2)

種類　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(4.3.1)(4.3.2)

上越市総合体育館等大規模改修工事
令和 ３ 年 ２ 月

上越市木田１丁目地内

　　　(4)　 〃　1.6.1工事検査の(２)及び(３)

　　　(1)「工事請負契約書」を「上越市財務規則(昭和46年4月29日上越市規則第35号)別記(第173条関係)

　　　　　建設工事請負基準約款」（以下「約款」という。）に読み替える。

Ｄ10～Ｄ13

　　設計基準強度 Fc(N/㎜ )2

２４

１８

・基礎コンクリート

１

８０６４.１１㎡

年月日

図面番号整理分類番号縮尺 A1版 A3版

建・構・電・衛─ ─

合計枚数
令和３年２月

工事名称 図面名称備考

浄・厨・外・空

外01

外07

120枚

30

・ 図示による

上越市総合体育館、渡り廊下、上越勤労身体障害者体育館

自由処分

・捨てコンクリート、室外機基礎

・建物内土間コンクリート、ポーチ、犬走り、機械架台　・捨てｺﾝｸﾘｰﾄ　

・土間コンクリート、目隠し壁基礎

１



　７ 協議について

　

第一・護國共同企業体 第１０６０４６号

齊　藤　　博

　　　　　　　　　

　　　　　

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博

㈲第一設計総合事務所（代表）　(有)第一設計総合事務所
印 印

担当事務所長

基本・意匠・構造・設備
上越市総合体育館等大規模改修工事

総括・一級建築士

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　博
外構工事特記仕様書（その２）

　

工 事 区 分 表
1111９

　
舗
 装
 
工
 事

６

　
追
 加
 
特
 記

　
追
 加
 
特
 記

適用仕様書

・22章2節 路床　・22章3節 路盤　・22章4節 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

・22章7節 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 　   ・22章9節 ﾌﾞﾛｯｸ系舗装

一 般 事 項

ては、標仕によらず、原則として下記の仕様書による。

　標仕21章及び22章各節のうち、次の節に関する施工・管理・試験の方法につい

・21章3節 街きょ・縁石及び側溝

・新潟県土木工事標準仕様書（平成30年８月）

・屋外体育施設の建設指針（平成29年改訂版　(財)日本体育施設協会）

２ 凍上抑制層の材料

盛土に用いる材料１

砂の粒度試験　・行う　　・行わない

３ 路 床 安 定 処 理

　種　類　　・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

・ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙによる安定処理

　ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙの品質

　引張り強さ　　98N/5cm（10kgf/5cm）以上

　透水計数　　　0.15cm/sec以上

　　　　　　・高炉ｾﾒﾝﾄB種　・生石灰(・特号 ・１号) ・消石灰(・特号 ・１号)

　添加量　　　　　　　kg／ｍ3(目標CBR　・３以上　・５以上　・　　 　)

路 床 の 試 験４

路床締固め度の試験   ・行う　・行わない

現場CBR試験          ・行う　・行わない

　監督員の承諾を受けること。

　やむを得ず曲線の内側に入らない場合は、監督員に必ず協議の上、承諾を得た

　材料を使用すること。

※クレイ舗装に使用する土は、下図ａ・ｂの粒径加積曲線の内側に入る土とし、
（クレイ舗装）

図：推奨粒径分布範囲を示す土の粒径加積曲線％
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粒　径（ミリメートル）

14

・１種(ﾍﾟｲﾝﾄ式)

・２種(ﾍﾟｲﾝﾄ式)

区 画 線 路面表示用塗料　 　　　　　　　　　　　　　　　　

  規格番号

JIS K 5665

 適 用

※白

・黄

厚さ(㎜)

※1.0

幅(㎜)

※150

・　

塗料状態

※３種１号(溶融式)

施工時の条件

液 状

粉体状

常温

溶融

加熱

　種　類

12

揮発性有機溶剤の含有率は、塗料総質量に対して5%以下とする。

1)測定時期

・測定時期は工事完了時とする。なお、内部工事期間等が特記されている場合は、

　内部工事完了時と工事完了時に、それぞれ行う。

　※測定時期の決定は、測定結果が指針値を超えた場合に、６）の措置を講じる

　時間を見込むこと。

・測定時期は家具設置等の別途工事が行われる前とする。ただし、内装又は塗装

　等の施工が終了し、その後十分な換気が行われていること、及び中央式空気調

　和設備のように換気を行いながら空気調和を行う設備がある場合は、設備の試

　運転が終了していることとする。

化 学 物 質 の
濃 度 測 定

建設廃棄物の処理

　５ 建設リサイクル法の対象建設工事において、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、

　　 同法第１８条に基づき再資源化等完了報告書を提出すること。

　　 は、速やかに監督員に報告し、協議すること。

　６ 自ら産業廃棄物を運搬・処分する場合以外は、委託契約書の写しを提出すること。

　　 建設工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により､１～６の指定や条件によりがたい場合

　１ 再生資材の利用

　　下記資材の使用に際し、再生資材を利用すること。

　　盛土等に使用する発生土は、下記の工事からの建設発生土を利用すること。

　２ 建設発生土の利用

　　工事の施工により発生する建設発生土は、下記の場所に搬出すること。

　　工事の施工により発生する廃棄物は、下記の場所に搬出するものとし積算している。

　４ 建設廃棄物の搬出

　３ 建設発生土の搬出

　ただし､現場条件や数量の変更等､受注者の責によるものでない事項についてはこの限りではない。

　なお、受注者の提示する施設と異なる場合においても設計変更の対象としない。

　上表は積算上の条件であり、処理施設を指定するものではない。

工   事   名 発 生 場 所発 注 機 関 施工会社名・連絡先

再資源化施設名・所在地使 用 箇 所規　　格再 生 資 材 名

備    考

備    考

搬出する廃棄物名

処 理 施 設 名 称

施 設 所 在 地

連     絡     先

備            考

搬出する廃棄物名

処 理 施 設 名 称

施 設 所 在 地

連     絡     先

備            考

受入工事名／施設名称

工事場所／施設所在地

連　　　 絡　　 　先

仮 置 場 所 の 有 無

備                考

７

８

　　　　　　　　　　　　項　　　目    備　　考建 電 機

機器付属操作ｽｲｯﾁの取付及び渡り配管配線

 一次側

 二次側

電　気　関　係

電気配管配線

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

機器付属の制御盤以降の配管配線（接地線共）

軽鉄天井･壁下地

開口部の墨出し

補強を要しないﾎﾞｰﾄﾞの切り込み

補強を用するﾎﾞｰﾄﾞの切り込み及び下地の補強

仕　上　げ　関　係

化 学 物 質 の
濃 度 測 定

　測定要領

　※測定前の措置

　　測定を開始する前に、測定対象室のすべての窓及び扉（造りつけ家具、押入

　　等の収納部分の扉を含む｡）を開放し､３０分間換気する。その後、測定対象

　　室のすべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造りつけ家具、押入等の

　　収納部分の扉は開放したままとする。

　※測定は次のイ～ハによる。

　　イ 上記測定前の措置の状態のままで測定する。

　　ロ 測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、

　　　 ２４時間測定が行えない場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の

       １８時３０分までの時間帯で測定する。

       場合は、午後２時～３時が測定時間帯の中央となるよう１０時３０分から

　　ハ 測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

　　上記測定前の措置及び測定においては、換気設備又は空気調和設備は稼働さ

　※その他

　　せたままとする。ただし、局所的な換気扇等で常時稼働させないものは停止

　　させたままとする。

5)測定結果の分析

　※測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し濃度を

　　測定する。

6)測定結果が指針値を超えた場合の措置

　※測定結果が厚生労働省の指針値を超えていた場合は、発散源を特定し、換気

　　等の措置を講じた後、再度４）、５）により、測定を行う。

7)報告書の提出

・本工事は、中間技術検査を１回実施する。

　検査時期については、工事現場着手前に監督員と協議すること。

・低入札価格調査基準価格を下回った額で契約となった場合は、中間技術検査を

　１回実施する。

　検査時期については、工事現場着手前に監督員と協議すること。

中 間 技 術 検 査９

８

4)測定方法

　※パッシブ型採取機器

　・監督員の承諾する機器

　測定機器

　※測定結果の報告書を監督員に提出する。

舗 装 材 料

　設計図ＣＡＤデータは、当該工事以外での使用を禁止する条件で、無償貸し出しする。14　ＣＡＤデータ

　請負金額が100万円以上となる工事については、建設副産物の利用・搬出実績13　建設副産物の利用

　　・搬出実績

12　火災保険等

含む）等を下記により火災保険、建設工事保険その他の保険（これに準ずるものを

含む）に付すものとする。

１　保険の種類

保険の種別は、下記のいずれかとする。

１）普通火災保険契約　２）火災建築保険契約　３）建設工事保険契約　

４）組立保険契約

２　保険の対象

工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）に火災保険を付すものとする。

工事目的物：工事出来高見込額相当分とする。

工事材料　：現場に搬入した検査済み工事材料とする。

支給材料　：受注者に引渡し済み支給材料。

但し、工事内容で基礎工事及び屋外工作物等については、保険に付する対象

から除外することができる。また、継続工事での前回施設部分及び改築工事

（修繕、改修、模様替え等を含む）での既製建築部分は保険契約の対象とし

ない。

　　できる。

3　保険の時期、期間、金額　　加入期間及び金額は、受注者が下表により選択

工事の請負金額から付加の除外部分の額を控除した金額以上の額　保険対象額

引渡日迄　保険の期間

　付加の時期 中間金請求前

　付保の除外

・　建設工事保険　　　・　組立保険

　保険の種類 ・　普通火災保険　　　・　火災建築保険　

・　杭工事　　・　地中埋設物

２　建設資材発注について
受注者は本建設工事の施工に当たり、建設資材を発注しようとする場合には、

納入企業を上越市内企業の中から選定するよう努めなければならない。また､

上越市産資材がある場合には、他に優先して使用するよう努めるものとする。

※アスベスト含有の建材は使用しない。

ただし、やむを得ずアスベスト含有建材を使用する場合は、事前に監督員と協議

を行うこと。

１　下請発注について

受注者は本建設工事の施工に当たり、工事の一部を下請企業に請け負わせて

施工しようとする場合には、下請企業を上越市内企業の中から選定するよう

努めるものとする。

建設工事請負約款第５1条に基づき、受注者は工事目的物及び工事材料（支給材料

10　アスベスト含有

　　の建材

　　発注について

　　市内下請及び資材

11　建設工事における

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可能）を作成し、CDにて提出する。

を把握するため、再生資源利用[促進]計画書[実施書]（国土交通省ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより

５ 路 盤 材 料

６ 路盤の締固め度

試 験

路盤の厚さ　・　 mm　　                                           (22.3.2)

路盤材料

・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(C－40)　　　　・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ(CS－40)

アスファルト舗装７

　・密粒度アスファルト混合物(13)　・細粒度アスファルト混合物(13)

　※密粒度アスファルト混合物(13F)

部 位 設計基準強度 スランプ 粗骨材の最大寸法 厚 さ

（N/mm2) （cm） （mm） （mm）

・車路及び駐車場 ※24 ※8 砂利の場合　・25　・40 ・150

砕石の場合　・20　・25 ・200

・歩行者用通路 ※18 ※8 ・砂利の場合　25 ・ 70

・砕石の場合　20

コンクリート舗装８

透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装10

カ ラ ー 舗 装９

※加熱系

・常温系

区　分 厚さ(mm)部位着色部の下部舗 装 の 種 類

・コンクリート舗装

・アスファルト舗装

・アスファルト混合物

・ニート工法

・塗布工法

・石油樹脂系混合物

・車道

・歩道

・ 

・ 

　・着色骨材（　　　　　）  ・自然石（　　　　　）

　結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量　・　　　

　ニート工法及び塗布工法の配合等　・　

・　 ・　

※うろこ張り※小舗石（かこう岩）

　　 種　　類 　厚さ(mm) 　施工方法 　　基　層

・舗石舗装 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (22.8.2)(22.8.3)

※ｺﾝｸﾘｰﾄ版（厚70mm）

・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（厚50mm）

　　　 種　　類   曲げ強度 　　厚さ(mm)  表面加工及び色彩等

　は黄色とする

　誘導、注意喚起用

　・表面化粧ﾀｲﾌﾟ

　※標準ﾀｲﾌﾟ

・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装　　　           　　　　　　　　　 (22.8.2)(22.8.3)

・ﾓﾙﾀﾙ

※砂

 目地材 厚さ(mm)

※60

 寸法(mm)

※300角

　　        種　　類
・ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装　　　　　　　　 　　　　　　　　　　   (22.8.2)(22.8.3)

・透水性平板(Ｐ)

※普通平板(Ｎ）　・保水性平板（Ｍ）

・　 ・　

・透水性ブロック（Ｐ）

・保水性ブロック（Ｍ）

※普通ブロック（Ｎ） ・3.0N/mm2

　　　 ・　

車道部 ※80　

歩道部 ※60 

　　　 ・　

・5.0N/mm2

・

※60～100(図示)

・　

ブロック系舗装11

　
　
植
 
栽
 工
 
事

10
１ 土壌の試験

共同監理　・ 有り  　・ 無し

※協力する１

２ 工 事 監 理 方 式

公共事業労務費
調 査 へ の 協 力

・

３ 適 用 基 準 等

※工事運行マニュアル（新潟県土木部都市局営繕課作成）

※作成する４ 総 合 図

　意工夫や工事特性に関する項目、または地域社会への貢献として評価できる項

工 事 成 績 評 定 ※受注者は､工事成績評定の対象となる工事施工において､自ら立案し実施した創

　目に関する事項について、工事完了までに所定の様式により提出することがで

　きる。（様式等は、工事運行マニュアルによる。）

５

・営繕工事電子納品要領（案）（国土交通省大臣官房官庁営繕部営繕計画課監修）

　
　
追
 加
 
特
 記

11

注)原則○印を適用する。ただし、複数記載してある項目についての区分はその項目

工 事 区 分 表 （　別　図　）６

を必要とする施工者に適用する。

　　　　・　

　

　　　　　　　　　　　　項　　　目    備　　考

貫通ｽﾘｰﾌﾞ材及び取付け

補強を要する型枠材及び取付け

補強を要しない型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の墨出し

貫通孔・開口部の補強

ｽﾘｰﾌﾞ・型枠の穴埋め

S・SRC造貫通鋼管鋼管ｽﾘｰﾌﾞ・補強

1.RC造(梁･壁･床)

　の貫通孔･開口部

2.S･SRC造･はり

躯　体　関　係

建 電 機

使用されたｽﾘｰﾌﾞの穴埋め　貫通口

予備ｽﾘｰﾌﾞの穴埋め

3.設備機器の基礎

屋内受水ﾀﾝｸ用の基礎

機器取付け用ｱﾝｶｰ・架台

屋上基礎で押さえｺﾝにｱﾝｶｰしない軽微なもの

屋外・屋上の基礎

室内の基礎（建築設計図に記入のないもの）

建築設計図に記入のあるもの

2)測定対象物質

※ホルムアルデヒド　（指定値0.08ppm以下）

※トルエン　(指定値0.07ppm以下）

※エチルベンゼン　(指定値0.88ppm以下）

※スチレン　(指定値0.05ppm以下）

・パラジクロロベンゼン　（指定値0.04ppm以下）

※キシレン　(指定値0.05ppm以下）

3)測定室

 ・　　　　　　　　・　　　　　　　室　(測定箇所　　　　箇所）

 ・　　　　　　　　・　　　　　　　室　(測定箇所　　　　箇所）

 ・　　　　　　　　・　　　　　　　室　(測定箇所　　　　箇所）

 ・　　　　　　　　・　　　　　　　室　(測定箇所　　　　箇所）

　単位面積質量　60g/㎡以上　　　　厚さ(㎜)　0.5～1.0

※再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　・切り込み砂利　　　　　　　　　　　　　(22.2.3)

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　　　　　　　  　 　　　　(22.2.3)(表3.2.1)

※添加材料による安定処理　　　　　　　　 　     (22.2.2)(22.2.3)(表22.2.1)

支持力比（CBR）試験　・行う（※乱した土 ・乱さない土）・行わない　(22.2.5)

※行う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　(22.3.5)

再生アスファルトの種類　　　・60～80　・80～100 　　　　　　　　　 　(22.4.2)

シールコート用乳剤の種別　　・PK-1　　・PK-2　　　　　　　　　　　　 (22.4.3)

加熱アスファルト混合物等（表層）の種類　　　　　　　　　　　　       (22.4.4)

アスファルト混合物等の抽出試験　 ・行う　 ※行わない　　　　　       (22.4.6)

 ｺﾝｸﾘｰﾄの種類　 ※普通ｺﾝｸﾘｰﾄ　　・ 　 　 　　 　 　　　　 　(22.5.3)(表22.5.1)

 早強セメント　※使用しない　　・使用する 　 　 　　 　　　　 　　 　(22.5.3)

 注入目地材料　※低弾性ﾀｲﾌﾟ　　・高弾性ﾀｲﾌﾟ        　      (22.5.3)(表22.5.2)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22.6.2)(表22.6.1)

加熱系混合物に添加する材料  　　　   　    　　 　　                (22.6.3)

配合　　       　　 　　                        　                  (22.6.4)

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験  　※行わない  　・行う　　       　　　 　　(22.6.6)

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験　　・行わない　 ※行う　　       　　　  　(22.7.6)

厚さ試験　　※行わない　　・行う　　  　　　　　　　　　　　　　　(22.7.6)

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の種類　　※開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（13）　・ 　　       　(22.7.3)

・水素イオン濃度指数（pH）、電気伝導度（EC）行う 　             (23.1.3)

芝及び地被類　  　　　　　　　　　　  (23.2.2)(23.2.3)(表23.2.1)(表23.2.2)

　　　適　用  有効土層の厚さ(mm) 　工　法 　　整備範囲

※行う　・行わない ※20　・　 ※B種　・　 ※植栽範囲　・図示

基 盤 整 備
樹 木 の 植 栽２

樹木　　　　　　　　　　　　　　　　　(23.2.2)(23.2.3)(表23.2.1)(表23.2.2)

　樹木の樹高(m)  有効土層の厚さ(cm) 　 工 法 　　　整備範囲

・12以上 ※100　・　 ※A種 ※葉張りの範囲

・7以上～12未満 ※80 　・　 ・B種 　ただし､低木は植栽範囲

・3以上～7未満 ※60 　・　 ・C種 ・図示

・3未満 ※50 　・　 ・D種

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤

高からを有効土層とする。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画

地盤高まで植込み用土で盛土を行う。

植栽基盤の排水設備　　・設ける　　・設けない　　　　　　　　　　　(23.2.2)

植 込 み 用 土３ ※現場発生土の良質土　 ・客土（・黒土　・真砂土　・　　）  　　　 (23.2.3)

※適用する　　　　　　　　　　　　　　　　                (23.2.3)(23.2.4)

　施工箇所　　※植栽範囲 　 ・図示

４ 土 壌 改 良 材

５ 支 柱 材 ※加圧式防腐処理丸太　　 ・竹　　 　　　　　　　　　              (23.3.2)

幹 巻 き 用 材 料６ ※幹巻き用ﾃｰﾌﾟ 　・わら又はこも  　　  　　　　　　　　　　　　 　(23.3.2)

種類　　※こうらい芝　　・野芝 　　　　　　  　　　　　　　　　 　(23.4.2)７ 芝 張 り

工法　　平地　　※目地張り　　・べた張り 　　　　　　  　　　　　 (23.4.3)

　　　　法面　　・目地張り　　※べた張り

　　　　・　　年間　  　・　　年　　月　　日迄

８ 枯 補 償 及 び
枯 損 処 理

期間　　※引渡しの日から１年間　　　　　  (23.3.4)(23.3.6)(23.4.7)(23.5.5)

・再生粒度調整砕石

・150・21

９ 撤 去 ・ 処 分

年月日

図面番号整理分類番号縮尺 A1版 A3版

建・構・電・衛─ ─

合計枚数
令和３年２月

工事名称 図面名称備考

浄・厨・外・空

外02

外07

120枚

上越市総合体育館、渡り廊下、上越勤労身体障害者体育館

コンクリート、がれき屑、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、鉄

最寄りの処理施設

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40

場外搬出適切処理（自由処分）

※再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC－40)　 ・ｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(ARC－40)　　(22.3.3)(表22.3.1)

・粒度調整砕石(M-25)
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線

ハンドホール

D

延長で撤去

勾配

勾配

勾
配

勾
配

勾
配

上越市総合体育館等大規模改修工事

工事名称

合計枚数
年月日

整理分類番号縮尺 A1版 A3版

建・構・電・衛

図面番号総括・一級建築士 担当事務所長

印

第１０６０４６号

印

基本・意匠・構造・設備第一・護國共同企業体

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

備考 図面名称

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博

上越市総合体育館・渡り廊下・上越勤労身体障害者体育館 1:250 1:500

令和３年２月

浄・厨・外・空

ﾏｽ撤去

ﾏｽ撤去

4.5 4.5 4.5 4.5

4.5

4.5 4.5

4.5

4.5

6

6 6

6

6

6

6

4.5

4.5

4.56

Ta

4.5 A

外構工事

外構工事

建物外部工事

外
構
工
事

建
物

外
部

工
事

伐採樹木リスト

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

番号

アカシア

幹周り(ｃｍ)

120

ハナミズキ 29

モミジ 91

北
側

91

91
北
側

ア
プ
ロ
│
チ
廻
り

ツバキ

ケヤキ 65

ケヤキ 65

ケヤキ 65

マツ

ケヤキ

ケヤキ 65

北
側

備　　考樹 木 名場　所

樹木伐採　積込運搬処分

樹木伐採　積込運搬処分

樹木伐採　積込運搬処分

総
合
体
育
館

番号 幹周り(ｃｍ) 備　　考樹 木 名場　所

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

ケヤキ 90

47

120

ハナミズキ

ハナミズキ 36

31

ケヤキ 92

ケヤキ 84

ケヤキ　 85

サクラ 61

カシ 60

ハナミズキ

ハナミズキ

61

サクラ（二股幹）

東
側

総
合
体
育
館

樹木伐採　積込運搬処分

樹木伐採　積込運搬処分

樹木伐採　積込運搬処分

樹木伐採　積込運搬処分

樹木伐採　積込運搬処分

樹木伐採　積込運搬処分

樹木伐採　積込運搬処分

樹木伐採　積込運搬処分

樹木伐採　積込運搬処分

樹木伐採　積込運搬処分

樹木伐採　積込運搬処分

南
側

番号 幹周り(ｃｍ) 備　　考樹 木 名場　所

23

24

25

26

91

91

マツ（二股幹）

カシ 72

マツ 62

コブシ

27 ケヤキ 94

樹木伐採　積込運搬処分

樹木伐採　積込運搬処分

樹木伐採　積込運搬処分

樹木伐採　積込運搬処分

樹木伐採　積込運搬処分

南
側

総
合
体
育
館

※樹木伐採高さはＧＬラインとする。

※樹木の高さはＧＬより1.2ｍにおける周長とする。

外03

外07

120枚

改修前　外構図　S=1:250

D

－860

－670

－320

－320

改修外構図（1）

身
障
者

※詳細はｱﾌﾟﾛｰﾁ庇外構図による

Ta

Ｊ

1,850

●

●

●

●

ツタ（へデラ）

縁石取外し再取付

縁石取外し再取付

枝剪定　積込運搬処分

枝剪定　積込運搬処分

枝剪定　積込運搬処分

枝剪定　積込運搬処分

枝剪定　積込運搬処分

枝剪定　積込運搬処分

地被伐採　積込運搬処分

枝剪定　積込運搬処分

20cm未満

―

外構工事内容

Ａ （撤去工事）　ﾀｲﾙ貼り部：ﾀｲﾙ及び下地ﾓﾙﾀﾙ撤去、処分　　配管桝：タイル貼撤去の上ﾓﾙﾀﾙ金ごて仕上

（改修工事）（アスファルト舗装工事）

①－1 コンクリート面 ひび割れ防止シート(舗装用)敷設範囲１０㎡

①－２ コンクリート面　プライムコート塗布（ＰＫ－3）

②アスファルト混合物舗装 Ａ－5（密粒度アスコン50～80mm平均65mm）

③身障者用駐車場ライン引き

Ｂ－1 （撤去工事）芝張り部、花壇土砂500mm撤去処分

（改修工事）（アスファルト舗装工事）

①再生クラッシャランRC-40 厚200mm ②　粒度調整砕石M-25 厚100mm

③プライムコートＰＫ-3

④アスファルト混合物舗装Ａ－5（密粒度アスコンー50mm）

Ｂ－2 （撤去工事）既設縁石撤去、処分（縁石180(205)×250×600サイズ）

Ｃ （撤去工事）　①コンクリート舗装厚150mm撤去、処分

（改修工事）（アスファルト舗装工事）

②プライムコートＰＫ-3

③アスファルト混合物舗装Ａ－5（密粒度アスコンー50mm）

Ｄ （縁石不良箇所取替）

（撤去工事）　縁石180(205)×250×600サイズ・10ｍ撤去、処分

（改修工事）縁石新設工事　縁石A180-(205)×250×600サイズ・10ｍコーナー部加工､取付

Ｅ－1（縁石撤去）

縁石180(205)×250×600サイズ撤去、処分

Ｅ－２（撤去工事）

花壇土砂300mm撤去､処分

（改修工事）（アスファルト舗装工事）

①再生クラッシャランRC-40、厚150mm（転圧～路床整正）　　②粒度調整砕石M-25 厚100mm

③プライムコートＰＫ-3

④アスファルト混合物舗装Ａ－5（密粒度アスコンー50mm）

F （雨水管改修工事）※樹木の根による雨水管破損箇所撤去新設(VP150φ 12m　を想定)

（撤去工事）ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装厚50mm撤去､処分､クラッシャランRC-40厚50mm撤去､処分

　　　　　　雨水管VP150φ破損箇所12m(想定)撤去路盤掘削1m程共

（改修工事）（雨水管改修･ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工事）雨水管VP150φ12ｍ(想定)新設埋戻し共

（アスファルト舗装工事）

①再生クラッシャランRC-40 厚50(ﾚﾍﾞﾙ調整)※撤去により舗装改修全面積

②粒度調整砕石M-25 厚30mm（転圧～路床整正）

③プライムコートＰＫ-3

④アスファルト混合物舗装Ａ－5（密粒度アスコンー50mm）

（撤去工事）（階段含む）Ｇ

①ﾀｲﾙ貼り部ーﾀｲﾙ及び下地ﾓﾙﾀﾙ全面撤去､処分　　配管桝：タイル貼撤去の上ﾓﾙﾀﾙ金ごて仕上

②コンクリート厚150mm撤去

（改修工事）仕上工事

①粒度調整砕石M-25 厚50mmﾚﾍﾞﾙ調整（転圧～路床整正）

②コンクリート打設厚150mm(鉄筋入り）(詳細参照)及び3.5Mエラスタイト目地入りｔ＝20mm

③タイル張り（ノンスリップタイル）階段含む下地モルタル

Ｈ （撤去工事）

①アスファルト舗装厚50mm撤去､処分

（改修工事）（アスファルト舗装工事）

①粒度調整砕石M-25 厚30mm

②プライムコートＰＫ-3

③アスファルト混合物舗装Ａ－5（密粒度アスコンー50mm）

Ｉ （撤去工事）　①アスファルト舗装厚50mm撤去、処分

（改修工事）（アスファルト舗装工事）

①再生クラッシャランRC-40 厚50(ﾚﾍﾞﾙ調整)舗装改修範囲の30％想定

②粒度調整砕石M-25 厚30mm（転圧～路床整正）

③プライムコートＰＫ-3

④アスファルト混合物舗装Ａ－5（密粒度アスコンー50mm）

⑤駐車場・身障者用駐車場ライン引き

Ｊ （縁石撤去・新設工事）

（撤去工事）縁石180(205)×250×600サイズ撤去、処分

（改修工事）縁石A-180(205)×250×600サイズ新設 縁石B-150×150×600サイズ（詳細参照）

Ｋ （撤去工事）

①アスファルト舗装厚50mm撤去､処分

（改修工事）（アスファルト舗装工事）

①再生クラッシャランRC-40 厚50(ﾚﾍﾞﾙ調整)舗装改修範囲の30％想定

②粒度調整砕石M-25 厚30mm（転圧～路床整正）

③プライムコートＰＫ-3

④アスファルト混合物舗装Ａ－5（密粒度アスコンー50mm）

※ すべてアスファルト舗装工事､タイル張り工事は､レベル調整に注意をし､監督員の指示を受け､施工のこと

アスファルト舗装はすべて、水勾配付きとする。

ＭAs ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 　 －マンホール位置

Co ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 6　－配管枡　数字は6-600角､4.5-450角

Ta ﾀｲﾙ貼り

高木　H=5～12m低木　H=5m未満

①粒度調整砕石M-25 厚100mm



上越市総合体育館等大規模改修工事

工事名称

合計枚数
年月日

整理分類番号縮尺 A1版 A3版

建・構・電・衛

図面番号総括・一級建築士 担当事務所長

印

第１０６０４６号

印

基本・意匠・構造・設備第一・護國共同企業体

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

備考 図面名称

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博

上越市総合体育館・渡り廊下・上越勤労身体障害者体育館 1:250 1:500

令和３年２月

浄・厨・外・空

凡 例

As

Co

Ta

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

高木　H=5～12m

ﾀｲﾙ貼り

低木　H=5m未満

一般車両　南側　41台

　　　　　東側　34台

一般車両　計　　75台

身障者車両　　　6台

駐車台数

仕 様

駐車場・身障者用駐車場・駐車禁止帯ライン引き：路面標示用塗料３種１号

市道

ｽﾛ
ｰﾌ
ﾟ

花
壇

花
壇

花壇

花壇 花壇

花壇

花壇

花壇
花壇花壇

花壇

歩道

歩道

歩道

歩道 歩道

乗り入れ 乗り入れ

花壇

花壇

国旗掲揚台

乗り入れ

As

道路

花
壇

ｽﾛｰﾌﾟ

道路

As新設

駐車場41台

ｽﾛｰﾌﾟ

花壇

As
新
設

ｽ
ﾛｰ

ﾌﾟ

Ｍ

Ta新設

手
摺

手
摺

手摺

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

As新設

Ｍ

As新設

駐車場34台(新規)

ｽﾛｰﾌﾟ1/7.6

花壇延長

花壇

As新設勾配1/60

勾
配

1/
38

勾配1/38

総合体育館

市道

勤労身体障害者体育館

勾配1/50

勾
配

勾
配 勾

配

新設ﾏｽ

新設ﾏｽ4.5 4.5 4.5 4.5

身
障

者
3台

(新
規

)

4.5

4.5

4.5 4.5

4.5

4.5

6

6 6

6

6

6

6

4.5

4.5

4.5

手
摺

縁石取替

縁石新設

縁石取外再取付

縁石取外再取付

既存利用配管桝　タイル用　タイル貼撤去の上ﾓﾙﾀﾙ金ごて仕上

【改修後】外構図　S=1:250

外構工事

建物外部工事

手
摺

As新設

ｽﾛ
ｰ
ﾌﾟ

ﾊﾞﾘｶｰ止新設

As新設

防
音

壁

外
構

工
事

建
物

外
部

工
事

電柱

隣
地

境
界

線

外構工事

中庭出入口

職員口

ハンドホール

As新設

As新設

A
s新

設

As新設
(ﾚﾍﾞﾙ調整)

2,
50
0

2,
50
0

7,
00
0

12
,0
00

2,500 2,5007,000

12,000

1,850 (6,150)

(6
,1

00
)

(6
,1
00
)

(6,100) (7,250)

室外機置場

室外機置場

(1,410)

3,
50

0

7,230

1,8006,0008,900

1,
6
50

(6
,5
00
)

空調室外機置場

3
,5

00

5,000

スチール製車止め
スチール製車止め

外04

外07

120枚

渡り廊下

改修外構図（2）

※改修後の敷地ﾚﾍﾞﾙは特記以外改修前のﾚﾍﾞﾙ位置で改修とする。

バリカー：四国化成　Ｄｼﾘｰｽﾞ　上下式　ﾁｪｰﾝ内蔵式（同等品）L=7.5ｍ

(111,720)

(5
7,

45
0)

(1
2,
04
0)

(12,
040)

(7
2,

21
0)

(96,970)

縁石A新設H＝150

縁石B新設

縁石A新設 H=150

縁石A新設

2
,6

00

駐 車 禁 止

縁石A新設H＝150

勾配1/30

－1060

－320

－320

●

－30

－40

－155
－415

－405

－145

－395

●

●

●

●

● ●

● ●

●

●

●

●

●

●

●
●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

－670

－10

－860

－130

－260

－320

± 0

●

－320

●

－970

－930

●
●

± 0

●－20

●

－100

Ta新設

－280

Ｍ  　－マンホール位置　

6　－配管桝位置　数字は6-600角､4.5-450角

改修後レベル

改修前レベル

●

●

－245

－330

●

－465

－660

－330

－440

－390

－615

－475

－495

－605

－640

●

－465

水勾配

水
勾

配

水
勾
配

水勾配

水
勾

配

水勾配

水勾配

水勾配

水勾配

水勾配

防
音
壁

防音壁 6

防音壁：四国化成　門扉TNM２型　遮音ﾀｲﾌﾟ　自由支柱ﾀｲﾌﾟ（同等品）北側L=10.4m程 H=3.0m、東側L=3.0m　H=2.0m　

空調室外機置場

空調機基礎位置図　1/100

※現況の桝位置は目測によるため、
　基礎位置は現場調整のこと。

(1,025)4,2009602,740(1,060)
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1,
1
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5

1,
35

0
1,

9
90

1,
35

0

縁石取外し再取付

縁石取外し再取付



凡　例

撤去部分

改修内容(概略)　丸数字はリスト表による

※特記なき床ﾚﾍﾞﾙはFL(±0)とする。(　)なしは改修後ﾚﾍﾞﾙ

新設部分

-155
-355

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設してかさ上げ

Fc=18N/mm2　SL-18

ｱﾝｶｰ8-D10　鉄筋2-D10横

マンホール450φ鋳鉄製ｱﾝｶｰ止め

ハンドホールﾚﾍﾞﾙ改修

花壇花壇

花壇延長

ｽﾛｰﾌﾟ1/6.5 ｽﾛｰﾌﾟ1/7.6

勾配1/30

勾配1/38
(-330)

(-355)

(-320)

-20

±0

-160

±0

-155

(-330)
(-130)

(-100) (-100)(-150)

-20

(-90)

(-180)

(-250)

(-430)

(-260)

(-370)

±0

-40

-160

-100

-210

-330-280

(-390)

-300

ｺﾞﾑﾏｯﾄ敷(枠共)【撤去】

700×400

700×400 700×400

700×400

400×700

DP100φ【撤去】

防風・防雪目隠し【撤去】

DP100φ【撤去】

DP100φ【撤去】

DP100φ【撤去】

縁石【撤去】

縁石【撤去】

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装【撤去】

DP100φ【新設】

防風・防雪目隠し【新設】

DP100φ【新設】

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装【新設】

DP100φ【新設】

DP100φ【新設】

花壇花壇

11 11倉庫D

車寄せ

風除室
倉庫D

車寄せ

風除室

1’ 2 2' 1’ 2 2'

G

G

Y1

Y2

YY1

YY2

Y3

6

5

G

G

Y1

Y2

YY1

YY2

Y3

6

5

4,150260 260

4,670 8,740

(-970)(-970)

(-930)

9,0009,0006,3306,000

8,740

3
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0
00

5
,
00

0
1
,0

0
0
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1
0
0
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1
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0
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25

4,150260 260

1,800

(-930)

(-970)

9,0009,0006,330 4,6706,000
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0
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0
0
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)
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1
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2 3 4 1
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1
C

2 3 41
C

塗りつぶしは建物側のｽﾗﾌﾞ範囲

ﾀｲﾙ貼り下地ﾓﾙﾀﾙ共【撤去】

点線斜線部：土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120撤去

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120【撤去】
点線斜線部：
ﾀｲﾙ貼り下地ﾓﾙﾀﾙ共【撤去】

縁
石

H ＝
0

※ｱﾌﾟﾛｰﾁ庇より西側が外構図による ※ｱﾌﾟﾛｰﾁ庇より西側が外構図による

(-320)

下地ﾓﾙﾀﾙ共【撤去】
100角磁器ﾀｲﾙ貼り

100角磁器ﾀｲﾙ貼り
下地ﾓﾙﾀﾙ共【新設】

(-320) (-320)

ﾏﾝﾎｰﾙ450φ【撤去】

-245

縁石取外し
縁石再取付(ｽﾃｺﾝﾚﾍﾞﾙ調整）

勾配

勾
配

1
/7

0

勾配1/60

勾配1/50

100角磁器ﾀｲﾙ貼り
下地ﾓﾙﾀﾙ共【新設】

【改修前】ｱﾎﾟﾛｰﾁ庇廻り外構図1/100 【改修後】ｱﾎﾟﾛｰﾁ庇廻り外構図1/100

手摺

φ４５０

立上壁180

支柱基礎W450×D550×H700

枡450角【撤去】

枡450角【撤去】

身障者3台(新規)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装【新設】

ﾏﾝﾎｰﾙ450φ【新設】

(-330)

塗りつぶしは建物側のｽﾗﾌﾞ範囲

※ｱﾎﾟﾛｰﾁ庇部分の床改修は外構工事に区分する。

縁石H＝150

勾配1/38

ﾀｲﾙ貼り下地ﾓﾙﾀﾙ共
土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150【新設】
砕石厚によりﾚﾍﾞﾙ調整

PU-2　20×15【新設】
瀝青繊維質目地板版
　　　　　t=20【新設】

W600×H2400程【新設予定】(-970)

(-170)
(建物工事)
館名板【撤去】

館名板(ｽﾃﾝﾚｽ製)(建物工事)

(枠廻りﾚﾍﾞﾙ調整嵩増し)

視覚障害者誘導ﾀｲﾙ【新設】

視覚障害者誘導ﾀｲﾙ【新設】

ﾊﾟﾈﾙ;ｾﾒﾝﾄ版t=20(想定)
支柱:ｽﾁｰﾙ製塗装100×50程

ｶｯﾀｰ入ﾚ

ｶｯﾀｰ入ﾚ

縁石撤去

枡450角【新設】

枡450角【新設】

ｺﾝｸﾘｰﾄ製蓋共

ｺﾝｸﾘｰﾄ製蓋共

ｽﾛｰﾌﾟ1/70

車路ｽﾛｰﾌﾟ1/6.5

ﾎｰﾙFL

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ-355

△前面道路高さ

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽1FL

▽設計GL

防風・防雪目隠し【撤去】

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120【撤去】
点線斜線部：
ﾀｲﾙ貼り下地ﾓﾙﾀﾙ共【撤去】

縁石【撤去】

1’2 Y1 Y2 Y3

【改修前】スロープ勾配図1/100

※庇の柱､梁､屋根､軒裏は別図による(建物外部工事)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ750×500枠共【撤去】

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ750×500【新設】

▽1FL

▽設計GL

【改修後】防風パネル立面図1/100

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

Y1Y2Y3

ﾎｰﾙFL

△前面道路高さ

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽1FL

▽設計GL

砕石厚によりﾚﾍﾞﾙ調整

ﾀｲﾙ貼り下地ﾓﾙﾀﾙ共

縁石【撤去】

防風・防雪目隠し【新設】

四国化成-防風ﾌｪﾝｽTBF型程度

車路ｽﾛｰﾌﾟ1/7.6

ｽﾛｰﾌﾟ1/38.3

【改修後】スロープ勾配図1/100

1’2 Y1 Y3Y2

の上梁にｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ止め
ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙt=3.0支柱固定

ｽﾃﾝﾚｽ手摺42.7φ H=800

※庇の柱､梁､屋根､軒裏は別図による(建物外部工事)

【改修後】花壇延長範囲1/100

A

花壇Ａ切断面

A

縁石180(205)×250×600新設

客土改修新設

(-380)

※図面足洗場だが、排水経路は記載なく不明

縁石B【新設】

縁石A【新設】

縁石A新設
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0
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180

基礎梁300×1000

柱700×400
防風・防雪目隠し【新設】

四国化成-防風ﾌｪﾝｽTBF型程度

H1400 2段 支柱60×110＠2000以下
立上壁180

砕石厚によりﾚﾍﾞﾙ調整

支柱W110×60

立上壁180
D10＠200横

L=530埋込10d+1d＠200

L=530埋込10d+1d＠175

あと施工ｱﾝｶｰD10横向き

(支柱基礎範囲3本)

D10＠175ﾀﾃ

D10＠200縦横

支柱基礎W450×D550×H700

HOOP-D10＠200
10-D10ﾀﾃ

梁350×650
支柱W110×60

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ2-M8止め

ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ40×80T3.0
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ2-M8止め

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　RC-40

防風パネル基礎部詳細　1/30

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150【新設】

あと施工ｱﾝｶｰD10下向き

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ(Fc18-SL15)

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ(Fc21-SL18)

支柱･ﾊﾟﾈﾙ:ｱﾙﾐ押出成型

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀｲﾙ貼り撤去

化粧ﾏﾝﾎｰﾙ蓋：450×450

雨水桝断面図　1/30

※深さは図面記載寸法であり現況による。

VP150φ

桝廻り移動分撤去､接続新設

ｽﾃｺﾝFc18 SL15

雨水枡：450×450
ｺﾝｸﾘｰﾄ製　撤去

改修後ﾚﾍﾞﾙ

改修後ﾚﾍﾞﾙ

ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40(既存そのまま移動分敷設)

　新設雨水桝は桝底は同じﾚﾍﾞﾙで想定されるため移動して新設する。

FB-1

FG-5

S-1

建物側とのｽﾗﾌﾞ取合い　1/30

PU-2　20×15【新設】

建物側平面図による 土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150【新設】

(Fc21-SL18)

瀝青繊維質目地板版t=20【新設】
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4
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(200)
350(450)

8
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80

上越市総合体育館等大規模改修工事
第一・護國共同企業体 上越市総合体育館・渡り廊下・上越勤労身体障害者体育館

【改修前・改修後】アプローチ庇廻り外構図
年月日

整理分類番号縮尺 A1版 A3版

建・構・電・衛

図面番号

令和３年２月

浄・厨・外・空

1:100 1:200

備考 工事名称総括・一級建築士 担当事務所長

印

第１０６０４６号

印

基本・意匠・構造・設備

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

図面名称

齊　藤　　博

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博

㈲第一設計総合事務所

合計枚数

外05

外07

120枚

ハンドホール ハンドホール

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150【新設】

手
摺

新
設

手
摺

新
設

手摺新設

手
摺

新
設



＜ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装＞
＜ﾀｲﾙ貼り＞

入庫誘導線

駐車場　標準平面　1/50

平　面　1/10

L=600 W=200

20

H=
12

0

W=
20
0

50

50

L=600

60

立　面　1/10

接着材

車止めブロック

取付アンカー

(既製品)

(エポキシ系)

(M12 アンカーボルト
無収縮モルタル充填)

断　面　1/10

車路2,
50
0

5,000

1,000

入庫誘導線

駐車ます

車止めブロック

＜ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装＞

(ｱﾌﾟﾛｰﾁ庇下)

モルタル

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ(18-15)

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　RC-40

＜ﾀｲﾙ貼り＞

150×150×600
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

(建物前歩道)

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

(車　路)

180(205)×250×600

仕上面(ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装)

モルタル

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-15)

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　RC-40

※びび割れ防止シート敷設は数量は想定、舗装下により場所が不明のため現状による

50

1
00

20
1
00

(車寄せ)

15
0

10
0

6
0 2033

0

50 150 50

250

150

50

180 25

2
50

205

255

4
70

2
00

※

15
0

※舗装と花壇改修部分も準じるが、高さは現状あわせる。

縁石Ａ：歩車道境界ブロック断面詳細図

Ｓ＝１／１０縁石Ｂ：地先境界ブロック断面詳細図

Ｓ＝１／１０

30
0

2
00

10
0

ＧＬ

Ｗ×Ｈ 150150

北側　8,200×5,200（転圧）1ヶ所

31
0

25
0

60

　東側　1､430×2,200（転圧）2ヶ所

ＧＨＰ屋外機用基礎新設

東側　1130×1900　（2ヶ所）
北側　4200×1350 (2ヶ所)

ｺﾝｸﾘｰﾄ　N18-15-25

北側　2740×1100 (3ヶ所)

タテ・ヨコ共D10＠200

捨コン t=60
再生ｸﾗｼｬｰﾗﾝ t=250

ＧＨＰ室外機基礎詳細図 Ｓ＝１／３０

身障者駐車区画ライン

1,400 1,400

3,500 3,500

差込式亜鉛メッキ鋼管車止めΦ42.7×ｔ=2.3 W=700

2,100 2,100

1
,0

00
20

0

駐車区画ライン引き(溶融式区画線巾150)

車止めブロック600×200×120

1,650

Ｓ＝１／５０

防音壁　ＴＮＦ２型　自由支柱ﾀｲﾌﾟ　据付図(参考) Ｓ＝１／５０

建物

建物

建物基礎梁

花壇面ＧＬ

既存雨水管

目地切新設:
瀝青繊維質目地板版t=10

目地切新設:
瀝青繊維質目地板版t=10

※基礎位置は、建物の両側と雨水管位置により(　)での現場調整とする。

参考　四国化成　仕様、防音性能メーカー同等品とする。

鉄筋ﾀﾃ8-D10
HO0P-＠175

HO0P-＠175
鉄筋ﾀﾃ14-D10

舗装面ＧＬ

ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt=100
捨てｺﾝｸﾘｰﾄt=50

既存雨水管
HO0P-＠175
鉄筋ﾀﾃ14-D10

HO0P-＠175
鉄筋ﾀﾃ12-D10

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度Fc=21、ｽﾃｺﾝfc=18　SL-18

支柱100×50×t3.2

遮音ﾊﾟﾈﾙ：ｱﾙﾐ･樹脂積層複合材＋内部多孔質樹脂

上部ﾊﾟﾈﾙ:
支柱100×100×t4.5

ｱﾙﾐ押出型材
遮音ﾊﾟﾈﾙ：ｱﾙﾐ･樹脂積層複合材＋内部多孔質樹脂

両開き扉：ｱﾙﾐ･樹脂積層複合材＋内部多孔質樹脂

遮音タイプ

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(両面)

支柱100×100×t4.5
ｱﾙﾐ押出型材

ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝt=100
捨てｺﾝｸﾘｰﾄt=50

東側　防音壁　L=3.0m　H=2.0ｍ程度
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1,6501,650

1,5001,500

450角
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2,000 2,0001,850

1,714

2,000

150

(850) (2,000)
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北側　防音壁　L=10.4m×H=3.0程度
75

0

85
0

275650 650

75
0

375325 325

15
0

誘導サイン(独立支柱型)車椅子駐車場表示ポール

小口は糸面加工

ステンレス□-(28.6×28.6×1.5)HL

ビス・ナット（ステンレス）

塩化ビニルフィルム貼

ステンレスSUS304t=(1.5)

塩化ビニルフィルム貼

ステンレスSUS304t=(1.5)

シーリング材

ステンレスビス

（10×10）

ステンレス□-(28.6×28.6×1.5)HL

60 10

A部断面　1/3 B-B断面　1/3

A

ベースプレート

▽GL

B

B

再生クラッシャラン
(切込砂利マは切込砕石)

捨てコンクリート（250×250）
：PL-12

D10

□-(28.6×28.6×1.5)HL
ステンレス

ステンレスSUS304t=(1.5)
塩化ビニルフィルム貼

4-M12アンカーボルトL=300
フック付ダブルナットSS400
サブプレート:PL-6　H=100

500500 60

7
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1
,4

00
68
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00

60
0

4
00

50
10

0

400 400

6
80

72
0

正面図

立　面　1/20

小口は糸面加工

ステンレス□-(28.6×28.6×1.5)HL

Ｓ＝１／２０・１／３ 車止め（差込式） Ｓ＝１／２０

6
50

2
50

250

3
.230

3.
2

亜鉛メッキ鋼管

ＧＬ

基礎コンクリート

砂利地業ｔ＝50

支柱 ＳＴＫ４００ Φ42.7×ｔ2.3

700

合計枚数

浄・厨・外・空

建・構・電・衛

図面番号整理分類番号A3版縮尺図面名称

上越市総合体育館等大規模改修工事

工事名称

印

基本・意匠・構造・設備

担当事務所長総括・一級建築士

第１０６０４６号

印
管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

（代表）　(有)第一設計総合事務所

第一・護國共同企業体
備考

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
令和３年２月年月日

外構詳細図　1

A1版
1/50 1/20 1/1001/40

1/201/10 1/3 1/6 外06

外07

外07枚

上越市総合体育館、渡り廊下、上越勤労身体障害者体育館

※
 3

0

アスファルト混合物舗装舗装Ａ－5 ｔ＝(50～80平均65mm）
(一部コンクリート面ひび割れ防止シート敷設)

（１）舗装（　Ａ　）
プライムコートPK-3

50～80平均=65

15
0

既設コンクリート

アスファルト混合物舗装舗装Ａ－5 ｔ＝50
（２）舗装（　Ｂ －1　）

プライムコートPK-3

5
0

上層路盤：粒度調整砕石 M-25 ｔ＝100 10
0

下層路盤：再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　RC-40 ｔ＝200

2
00

（転圧～路床整正)路床

（３）舗装(  Ｃ   )
アスファルト混合物舗装舗装Ａ－5 ｔ＝50

　　　舗装(  Ｈ   )工種 粒度調整砕石 M-25厚※30
プライムコートPK-3

50

上層路盤：粒度調整砕石 M-25ｔ＝100 （転圧～路床整正) 1
00

アスファルト混合物舗装舗装Ａ－5 ｔ＝50
（４）舗装(  Ｅ－2   )

プライムコートPK-3

50

（転圧～路床整正)上層路盤：粒度調整砕石 M-25 ｔ＝100

1
00

下層路盤：再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　RC-40 ｔ＝150

15
0

（転圧～路床整正)路床

アスファルト混合物舗装舗装Ａ－5 ｔ＝50
（５）舗装（　Ｆ　　Ｉ　　Ｋ　）

プライムコートPK-3

50
30上層路盤：粒度調整砕石 M-25ｔ＝30

50

下層路盤：再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　RC-40 ｔ＝50
改修舗装範囲の30％想定

アスファルト舗装断面詳細図 Ｓ＝１／１０
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上越市総合体育館等大規模改修工事

工事名称

合計枚数
年月日

整理分類番号縮尺 A1版 A3版 図面番号総括・一級建築士 担当事務所長

印

第１０６０４６号

印

基本・意匠・構造・設備

（代表）　(有)第一設計総合事務所

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

備考 図面名称

㈲第一設計総合事務所 ㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博

上越市総合体育館・渡り廊下・上越勤労身体障害者体育館第一・護國共同企業体 建・構・電・衛1/200 1/400

令和３年２月

浄・厨・外・空

齊　藤　　博

外07

外07

120枚

レベル図



第一・護國共同企業体 第１０６０４６号

齊　藤　　博

　　　　　　　　　

　　　　　

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博

㈲第一設計総合事務所（代表）　(有)第一設計総合事務所
印 印

担当事務所長

基本・意匠・構造・設備
上越市総合体育館等大規模改修工事

上越市総合体育館・渡り廊下

総括・一級建築士

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　博
昇降機設備工事特記仕様書（その１）

　　　電灯　・　単相２線式（　・　１００Ｖ　　・　２００Ｖ　）　　・　

　　２　標仕及び改修標仕に用いられている用語を次のとおり読み替える。

　　仕　様　書

　Ⅰ．　共　通　仕　様

　　　　建築及び増築に係る機械設備工事においては、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）　平成

　　　年版」（以下「改修標仕」という。）及び標準図による。ただし、改修標仕に記載されていない事項は、標仕による。

建　　物　　名　　称 構　造 階　数 延べ面積（㎡） 消防令別表第一 備　考

　　建　物　概　要

　　工事完成後、整理のうえ監督員に提出する。　提出部数　　　部

　　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。　７　施工図等の取扱い

　８　工事完成写真

章 項目 特記事項 根拠項目

　　　工事施工状況写真の撮影は、工事に係る材料、施工及び品質管理の状況が確認できるよう　９　工事施工状況写真

　１　足場・さん橋等

　２　監督員事務所等

　　・　本工事で定置する。

　　※　設けない ・　設ける（仮設事務所内に監督員空間を　　　　ｍ　程度確保する）
２

２
　
共
　
通
　
工
　
事
　
等

(2-4.1.1)

(2-4.1.1)

　　※　別契約で関係受注者が定置した物は、無償で使用できる。

　　１　本共通仕様及び特記仕様に記載されていない事項は、次による。

　　１　建築工事関係 　　下記工事は建築工事にて行う。

　　・　昇降路の建造工事及び各階出入口、インジケータ、押ボタン等の穴明工事

　　・　乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事

　　・　各階乗場出入口枠周囲のモルタル詰め工事

　　・　ピット内防水仕上げ工事

　　・　ピット床下部使用の場合の建築対策工事

　　・　乗場に雨水が浸入するおそれがある場合の、ひさし、床勾配及び排水溝設備工事

　　・　フック取付工事

　　・　その他建築工事に関する工事

　　・　

　　・　動力用電源（接地線を含む）の昇降路最下階受電箱までの引込工事

　　・　照明電源の昇降路最下階受電箱までの引込工事

　　・　昇降路から外部のインターホン用配管配線工事

　　・　ピット内点検用コンセント設備工事

　　・　エレベーター遠隔監視用配管配線工事

　　　　（昇降機最下階端子から最寄りの電話中継箱まで電話線用の配管配線工事）

　　・　インターホン取付位置から昇降路までの配管配線工事（０．９φ×１０本）

　　・　煙感知器

　　・　その他電気に関する工事

　２　電気設備工事関係 　　下記工事は電気設備工事にて行う。

　　・　機械室の換気設備

　３　機械設備工事関係 　　下記工事は機械設備工事にて行う。

　　・　機械室の換気設備

　　・　

　１　機材の試験

　２　施工の試験

　　・　

　　・　

　　・　

試
　
　
験

　　・　

６ 　　標仕によるほか，下記のものを追加する。

　　標仕によるほか、下記のものを追加する。

５
　
除
　
外
　
工
　
事
　
事
　
項

４
イ
ン
ター

ホ
ン

　

　１　用途 　　・　非常用　・　保守用

　２　通話方式

　３　親機

　４　子機

　　・　電話スピーカー形同時通話方式（親子式）　　　・　

　　・　卓上形　　　　・　壁掛形　　　　・　組込形（　　　　　）　

　　・　壁掛形　　　　・　組込形（　　　　　）　　　・　

(9-2.2.5)

　　動力　・　３相３線式（　・　２００Ｖ　　・　４００Ｖ　）　　・　　１　電気方式

３
　
昇
　
降
　
機
　
設
　
備

(9-1.1.1)

～

(9-6.2.13)　　電動機の接地　・　単独接地　・　共同接地（　・　共通母線式　　・　金属管接地式　）　２　電動機の接地

　　・　可変電圧可変周波数制御方式　　・　　３　制御方式

　　・　普及型　・　一般乗用　・　人荷共用　・　非常用　・　住宅用

　　・　寝台用　・　荷物用　・　エスカレーター　・　階段室型　・　

　４　用途

　　・　ロープ式　・　油圧式　・　　　５　型式

・　機械室あり　　・　機械室なし

　　・　乗合全自動方式　・　群乗合全自動方式　・　全自動群管理方式　・　　７　運転操作方式

　　　　　　　　　　kg,　定員　　　名，　速度　　　m/min　　８　積載量，定員，速度

　６　機械室

　　・　緊急地震速報連動運転　・　自動診断仮復旧運転

　　・　ピット冠水時管制運転　・　浸水時管制運転　・　閉じ込め時リスタート運転

　　・　地震時管制運転　・　火災時管制運転　・　非常用発電時管制運転　・　停電時救出運転　９　管制運転等

　　・　あり　　・　なし１０　遠隔保守監視システム

　　・　あり　　・　なし　１１　防犯カメラ

　１２　無償維持管理期間 　　※　あり　（　※　１年間　　・　３ヵ月　）　　・　なし

　　新潟県福祉のまちづくり条例に（　・　よる　　・　よらない　）

　　・　車椅子仕様　　・　視覚障害者仕様

１３　その他

　　構内既存の施設 ・　利用できる（※　有償 ・　無償）　※　利用できない

　　現場事務所、倉庫、下小屋等の仮設建物の位置はあらかじめ監督員の承諾を受ける。

　　※　構内指示の場所に敷き均し ・　構外搬出適切処理

　　構内既存の施設 ・　利用できる（※　有償 ・　無償）　※　利用できない

　　　・　既設設備に電力量計を設ける　　　・　発電機を使用する

(9-2.2.6)

※新金属製

　　プルボックス錆止塗装箇所

　　上記以外のプルボックス

　　金属製露出電線管塗装箇所

※　天井いんぺい部 ※　シャフト内

※　焼付塗装 ・　調合ペイント２回塗

・　電気機械室※　屋外 ・　シャフト

　　図面に特記のあるもの及び特殊なものを除き

　　　　電力設備　ジョイントボックス用

　　　　通信設備　ジョイントボックス用

・　丸形

※　丸形

※　角形

・　角形

・　樹脂製

　　ジョイントボックス並びに器具を実装しないプレートには略称等を用いて用途を表示する。

　　分電盤

　　制御盤、配電盤 ※　指定色

　　改修工事においては極力隠蔽に心がけ、やむを得ず露出となる部分は予め施工図を作成し

　　監督員の承諾を受けること。

　　仮設備期間（　・　図示　　・　　　　　　　　　）

　　仮設備項目（　・　受変電 　・　自家発 　・　火災報知 　・　防犯 　・　電話 　　　）　

(2-3.2.1)

※　指定色 ・　ＪＥＭ１１３５

・　ＪＥＭ１１３５

　　長さ１ｍ以上の入線しない管路には１．２ｍｍ以上の導入線を挿入する。

　　すべて受注者の負担とする。

　　耐震安全性分類　　・　耐震クラスＳ09　　・　耐震クラスＡ09　

　　昇降機技術基準の解説（（一財）日本建築設備・昇降機センター）による。

　３　工事用水

　４　工事用電力

　５　仮設建物等

　６　残土処理

　７　耐震施工

　８　塗装工事

　９　フラッシュプレート

１０　プレートの用途表示

１１　盤類の仕上色

１２　呼び線

１３　露出配管配線

１４　仮設備

１６　あと施工アンカー

１７　機器取付高

１８　用語の説明

　　　平成３１年版」（以下「標準図」という。）による。

　　　３１年版」（以下「標仕」という。）及び「国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）

　　　　改修に係る機械設備工事においては、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　平成３１

　　＜表－１＞施工方法による。

　　＜表－５＞機器取付高による。

　　共通仕様の用語の定義によるほか＜表－２＞用語の説明による。

１
　
一
　
般
　
事
　
項

　６　完成図等 (1-1.7.2)　　下記のものを作成し提出する。なお、作成方法・部数等は監督員の指示による。
(1-1.7.3)　　　原図、　複写図、　施工図複写図、　ＣＡＤデータ、　保全に関する資料

　５　発生材の処理等 (1-1.3.9)　　＜表－３＞「発生材の処理等」のとおり。

　４　主任技術者 　　主任技術者は昇降機等検査員であること。

　　※　おく ・　おかない　３　電気保安技術者

　２　概成工期 　　※　無

　１　工事実績情報の登録

章 項目

　　請負工事費５００万円以上の場合登録する。

特記事項 根拠項目

　　　　　（３）　根拠項目の(a-b.c.d)は、標仕の第a編b章c節d項を表す。

　　　　　　　　○印と ※ 印のある場合は、両方を適用する。

　　　　　（２）　特記事項で○印のない場合は、※印のあるものを適用する。○印と※印のある場合は、○印のあるものを適用する。

　　　　　（１）　章と項目は、番号に○印のついたものを適用する。特記事項は、・に○印のついたものを適用する。

　　　凡　　例

　Ⅱ．　特　記　仕　様

・　有　　　（工期　　　　　令和　　　　　年　　　　月　　　　日） (1-1.2.1)

(1-1.1.4)

　　に行うものとし、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 営繕工事写真撮影要領（平成28年版）

１０　他工事との取合い 　　本表５章除外工事事項による他　＜表－４＞　工事区分表による。

　　による工事写真撮影ガイドブック機械設備工事編（平成30年版）」を参考に、撮影計画書を

　　作成して、監督員に提出する。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、撮影計画書

　　の作成を省略できる。　　　　　　　提出部数　　　部

　　　(1)　「工事請負契約書」を「上越市財務規則(昭和46年4月29日上越市規則第35号)別記(第173条関係)建設工事請負基準約款」(以下「約款」

　　　　　という。）」に読み替える。

工事名称

号 項　目 置き換え後の標仕及び改修標仕の規定

　第１編　一般共通事項

　第１章　一般事項

  1.1.2 [1.1.2]

　用語の定義

(1)

　　①　　工事の完成（約款第32条）

　　②　　部分払の請求に係る出来形部分又は部分払指定工事材料等（約款第38条）

　　③　　部分引渡しの指定部分に係る工事の完成（約款第39条）

(2)   1.4.2 [1.4.2]

　　る検査を除く。）

　　　をいい、工事の施工体制、施工状況、出来形、品質及び出来ばえの検査を含む。（ただし、②に係

　　　決裁処理された電磁的記録をいう。

　機材の品質等

　(ﾃ) 「工事検査」とは、約款に基づく次の各事項の確認をするために発注者又は検査職員が行う検査

  (1)  使用する機器及び材料は、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業 設備機材等評価名簿

　　 （契約時の最新版）の名簿に記載されている品目については、当該名簿に記載されている材料

　　　又は製造所の製品とするほか、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とする。ただし、

　　仮設に使用する機材は、新品に限らない。

 　　　の製品（特記で標仕及び改修標仕の規定に基づく品質及び性能以外を規定した場合を除く。）

　　 　なお、新品とは、品質及び性能が製造所から出荷された状態であるものを指し、製造者による

　　　使用期限等の定めがある場合を除き、製造後一定期間内であることを条件とするものではない。

  (3)  使用する機材が、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料を監督員に提出

　　する。

　　　ただし、設計図書においてJIS、JAS又は「給水装置の構造及び材質の基準に関する省令」による

　　と指定された機材で、JISマーク、JASマーク及び「給水装置の構造及び材質の基準に関する省令」

　　に適合することを示す認証機関のマークのある機材を使用する場合及びあらかじめ監督員の承諾を

　　みなすことができる。）は、資料の提出を省略することができる。

　　受けた場合（次の(ｱ)から(ｳ)のいずれかに該当する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受けたと

  　(ｱ)  建築基準法その他の認定品で、マーク等の確認ができる機材

　  (ｲ)  建築材料・設備機材等品質性能評価事業 設備機材等評価名簿に記載されている機材又は製造所

    (ｳ)  特記により指定された材料又は製造者の製品

 (3)  1.4.5 [1.4.5]

　機材の検査等

　(1)　現場に搬入された機材は、種別ごとに監督員の検査を受ける。ただし、次の(ｱ)若しくは(ｲ)に

　　　該当する場合またはあらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

  　(ｱ)  工事完成検査時または工事写真で、JIS、JAS及び「給水装置の構造及び材質の基準に関する

　　 　省令」（平成９年厚生省令第14号）に適合することを示す認証機関のマークを確認できる場合

　  (ｲ)  建築基準法その他の認定品と指定された材料で、工事完成検査時または工事写真で品質、性能

　　　を証明するマーク等を確認できる場合

 1.6.1 [1.7.1]

　工事検査

(4) 　(2)  約款に基づく部分払を請求する場合は、当該請求に係る出来形部分等の算出方法について監督

　　員の指示を受けるものとする。

 (ｱ)　「監督員」とは、約款第10条に基づき受注者に通知された者をいう。

  (ｽ)　「書面」とは発行年月日が記載され、署名又は押印された文書及び新潟県CALSシステム上で電子

　　　から通知された検査日に検査を受ける。

　　別　表

　　４  標仕及び改修標仕の次の項目の規定は適用しない。

　　　　　　　　　　　 　　〃  　　      1.6.2 [1.7.2]　技術検査

　　３　次の各号に該当する項目について、標仕及び改修標仕の規定を別表に置き換えて適用する。（以下[  ]は、改修標仕の項目を表示する。）

  　　(1)　第１編　第１章　　1.1.2 [1.1.2]  用語の定義の(ｱ)、(ｽ)及び(ﾃ)

　　　(2)　　　　〃　　　　　1.4.2 [1.4.2]  機材の品質等の(1)及び(3)

　　　(3)　　　　〃　　　　　1.4.5 [1.4.5]  機材の検査等の(1)

　　　(4)　　　　〃　　　　　1.6.1 [1.7.1]  工事検査の(2)及び(3)

　　　　第１編　第１章　　 　1.1.2 [1.1.2]　用語の定義の(ﾄ)

　　　(2)　「監督職員」を「監督員」に読み替える。

　　　(4)　「請負者」を「受注者」に読み替える。

　　　(3)　「特記仕様書」を「特記仕様」に読み替える。

　　④　　契約の解除時における出来形部分（約款第47条）

　　⑤　　必要があると認めたときの臨時検査（約款第49条）

　 (3)　(1)の通知又は(2)の請求に基づく検査並びに約款第47条及び第49条に規定する検査は、発注者

上越市総合体育館等大規模改修工事 令和 ３ 年 ２ 月

　　工　事　場　所 上越市木田１丁目地内

上越市総合体育館
RC造
一部S造

3階建

１

６ 45450

年月日

図面番号整理分類番号縮尺 A1版 A3版

建・構・電・衛─ ─

合計枚数
令和３年２月

工事名称 図面名称備考

浄・厨・外・昇

昇01

昇05

120枚

4929.60㎡

１



第一・護國共同企業体 第１０６０４６号

齊　藤　　博

　　　　　　　　　

　　　　　

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博

㈲第一設計総合事務所（代表）　(有)第一設計総合事務所
印 印

担当事務所長

基本・意匠・構造・設備
上越市総合体育館等大規模改修工事

上越市総合体育館・渡り廊下

総括・一級建築士

管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　博
昇降機設備工事特記仕様書（その２）

１　下請発注について

受注者は本建設工事の施工に当たり、工事の一部を下請企業に請け負わせて

施工しようとする場合には、下請企業を上越市内企業の中から選定するよう

努めるものとする。

２　建設資材発注について

受注者は本建設工事の施工に当たり、建設資材を発注しようとする場合には、

納入企業を上越市内企業の中から選定するよう努めなければならない。また､

上越市産資材がある場合には、他に優先して使用するよう努めるものとする。

含む）等を下記により火災保険、建設工事保険その他の保険（これに準ずるものを

建設工事請負約款第５1条に基づき、受注者は工事目的物及び工事材料（支給材料

含む）に付すものとする。

１　保険の種類

保険の種別は、下記のいずれかとする。

１）普通火災保険契約　２）火災建築保険契約　３）建設工事保険契約　

４）組立保険契約

２　保険の対象

工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）に火災保険を付すものとする。

工事目的物：工事出来高見込額相当分とする。

工事材料　：現場に搬入した検査済み工事材料とする。

支給材料　：受注者に引渡し済み支給材料。

但し、工事内容で基礎工事及び屋外工作物等については、保険に付する対象

から除外することができる。また、継続工事での前回施設部分及び改築工事

（修繕、改修、模様替え等を含む）での既製建築部分は保険契約の対象とし

3　保険の時期、期間、金額　　加入期間及び金額は、受注者が下表により選択

ない。

　　できる。

　請負金額が100万円以上となる工事については、建設副産物の利用・搬出実績

　　・搬出実績 を把握するため、再生資源利用[促進]計画書[実施書]（国土交通省ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可能）を作成し、CDにて提出する。

設計図ＣＡＤデータは、当該工事以外での使用を禁止する条件で、無償貸し出しする。

・施設を使用しながらの工事であるため、適切な安全対策を行い施工すること。

・工事範囲への立ち入り禁止措置を行うこと。

・外部足場には、全面に養生シート（ネット状）を設置すること。

・騒音、振動、粉じん対策を行い施工すること。

　（工法の検討、作業範囲の囲い、設備の設置等）

・工事に先立ち、必要に応じて周辺住民に対して工事説明を行うものとする。

外壁調査の結果、外壁塗材にアスベストが含有されているため、次のとおり処理する

こと。

該当作業

※脆弱塗膜部除去作業

※既存シーリング撤去作業（外壁塗材付着部のみ）

・

・

追加処理方法

※アスベスト除去作業に伴う法定掲示板作成、設置及び立入禁止措置

※HEPAフィルター付集塵機、防護服及び防護マスク使用

※作業範囲の床面のビニルシート養生

※作業足場の全面メッシュシート養生

※集塵材の管理型最終処分場での処理

※既存シーリング撤去におけて、外壁塗材の付着箇所の集塵装置併用による

　　手工具での撤去

※施錠できる保管庫の設置及び除去したアスベスト含有物の保管庫での管理

上記以外については、「改修標仕」9.1による

　保険の種類

　付保の除外

　付加の時期

　保険の期間

　保険対象額 工事の請負金額から付加の除外部分の額を控除した金額以上の額

引渡日迄

中間金請求前

・　杭工事　　・　地中埋設物

・　建設工事保険　　　・　組立保険

・　普通火災保険　　　・　火災建築保険　

　　市内下請及び資材

　　発注について

　６　アスベスト含有の建材

　５　工事成績評定

７　建設工事における

８　火災保険等

９　建設副産物の利用

１０　ＣＡＤデータ

１１　安全対策

　　材の処理について

(外壁改修工事)

１２　アスベスト含有建

２，０００

名称

取引用計器

引込開閉器

測点

１，８００

※

※

地上‐上端

分電盤

（一般）

〃

コンセント

（台上）

〃

〃

ブラケット （一般）

（踊場）

（鏡上）

（浴室）

〃

〃

〃

非常照明器具用遮断器

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

壁掛型制御盤

手元開閉器

室内端子盤

中間端子盤

保安器箱

壁掛位置ボックス （一般）

（和室）〃

操作スイッチ・押ボタン

１，３００

　９００～１，０００

　３００

　２００

　１５０

２，１００

２，５００

　１５０

１，２００

１，５００以上

１，０００以下

天井高×０．９

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※ １，３００

１，５００

※ 　３００

※ １，５００

天井高×０．９※

　３００

　２００

※

※〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

床上‐中心

台上‐中心

床上‐中心

鏡端‐中心

床上‐中心

床上‐下端

床上‐上端

　　‐

床上‐中心

床上‐下端

床上‐中心

床上‐中心

壁掛形親時計

子時計

床上‐中心

〃

※

天井高×０．９※

〃

（一般）

（和室）

1,500（上端1,900以下）

1,500（上端1,900以下）

1,500（上端1,900以下）

取付高（ｍｍ）

電
　
　
灯

電
力
共
通

動
　
　
力

電
　
　
話

時
　
計

機器取付高は、下表を標準とする。ただし、監督員の指示により変更することがある。

タンブラスイッチ

（身障者用）

壁掛形スピーカー

〃

天井高×０．９※

１，３００※

（身障者用）〃

壁付音量調整器

（一般）押ボタン

表示盤

壁付発信器

ブザー・ベル

床上‐中心

〃

〃

〃

〃

天井高×０．９※

１，３００※

天井高×０．９※

１，３００※

　９００～１，０００※

壁付インターホン

（和室）

（一般）壁付位置ボックス

身体障害者用

床上‐中心

〃

〃

〃

※ １，３００

※ １，０００

　３００

　２００

※

※

機器収容箱

テレビアウトレット

（和室）

（一般）

床上‐中心

〃

〃

※ １，５００

　３００※

※

受信機・副受信機

専用総合盤

発信器

ベル

消火栓・表示灯

試験器

床上‐中心

〃

〃

〃

〃

※

※

※

　２００

　８００～１，５００

２，３００

２，１００

１，５００

ＬＰガス用

都市ガス用

床上‐上端

天井面‐下端

※

※

３００以内

３００以内

床上‐中心

床上‐操作部

拡
　
声

表
示
・
電
鈴

イ
ン
ター

ホ
ン

テ
　
レ
　
ビ

火
　
災
　
報
　
知
　
器

ガ
ス
警
報
器

〃

〃

章 項目 特記事項 根拠項目

　１　公共事業労務費調査 　　※　協力する。

　２　工事監理方式 　　共同監理　　・　あり　　※　なし

　　・営繕工事電子納品要領(案)　(国土交通省大臣官房官庁営繕部営繕計画課監修)
追
加
特
記
事
項

　３　適用基準等

　　※　工事運行ﾏﾆｭｱﾙ（新潟県土木部都市局営繕課作成）

　４　総合図 　　※　作成する　　　・　作成しない

　　受注者は、工事成績評定の対象となる工事施工において、自ら立案し実施した創意工夫や

　技術力に関する項目、または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、

　工事完了までに所定の様式により提出することができる。(様式等は工事運行ﾏﾆｭｱﾙによる。)

屋 上 基 礎 で 押 さ え ｺﾝに ｱﾝ ｶ ｰし な い 軽 微 な も の

防 火 区 画 、 防 煙 区 画

1.R C造 （ 梁 ・ 壁

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項 　 　 　 目

貫 通 ｽﾘｰ ﾌ ﾞ材 及 び 取 付 け

補 強 を 要 す る 型 枠 材 及 び 取 付 け

補 強 を 要 し な い 型 枠 材 及 び 取 付 け

貫 通 孔 ・ 開 口 部 の 墨 出 し

貫 通 孔 ・ 開 口 部 の 補 強

ｽﾘｰ ﾌ ﾞ・ 型 枠 の 穴 埋 め

2.S・ SR C造 S・ SR C造 貫 通 鋼 管 鋼 管 ｽﾘ ｰﾌ ﾞ・ 補 強

使 用 さ れ た ｽﾘ ｰﾌ ﾞの 穴 埋 め

予 備 ｽﾘｰ ﾌ ﾞの 穴 埋 め

建 築 設 計 図 に 記 入 の あ る も の

室 内 の 基 礎 （ 建 築 設 計 図 に 記 入 の な い も の ）

屋 外 ・ 屋 上 の 基 礎

機 器 取 付 け 用 ｱﾝ ｶｰ・ 架 台

屋 内 受 水 ﾀﾝ ｸ用 の 基 礎

　 ・ 床 ） の 貫 通

　 孔 ・ 開 口 部

　 ・ は り 貫 通 口

建 電 空 昇 　 　 　 備 　 　 考

防 火 区 画 、 防 煙 区 画

仕 　 上 　 げ 　 関 　 係

　 ・ 壁 下 地

補 強 を 用 す る ﾎﾞ ｰﾄ ﾞの 切 り 込 み 及 び 下 地 の 補 強

開 口 部 の 墨 出 し

電 気 配 管 配 線 機 器 付 属 の 制 御 盤 以 降 の 配 管 配 線 （ 接 地 線 共 ）

機 器 付 属 の 制 御 盤 へ の 電 源 供 給 配 管 配 線

二 次 側

一 次 側

3.設 備 機 器 の

軽 鉄 天 井

　 基 礎

衛

機 器 と 付 属 操 作 ｽｲ ｯﾁの 取 付 け 及 び 渡 り 配 管 配 線

補 強 を 用 し な い ﾎﾞ ｰﾄ ﾞの 切 り 込 み

電 　 気 　 関 　 係

そ 　 の 　 他 （ 工 事 区 分 を 特 に 間 違 え や す い 項 目 ）

各 種 配 管 配 線 作 業 用

洗 面 化 粧 台

便 所 手 洗 い

カ ウ ン タ ー

流 し 台 、 ガ ス 台

床 は つ り 補 修

天 井 材 の
取 外 し 再 取 付

誘 導 標 識

ガ ス 漏 れ 警 報 器

24 H換 気 扇

連 動 ス イ ッ チ

連 動 ス イ ッ チ

機 器 納 入

取 付

機 器 納 入

取 付

各 種 配 管 配 線 作 業 用

小 規 模 は 監 督 員 と 協 議

小 規 模 は 監 督 員 と 協 議

衛 生 陶 器 は 衛 生 設 備

誘 導 灯 は 電 気 設 備

ガ ス 漏 れ 火 災 警 報 設 備
は 電 気 設 備

躯 　 体 　 関 　 係

た だ し 、 複 数 記 載 し て あ る 項 目 に つ い て の 区 分 は そ の 項 目 を 必 要 と す る 施 工 者 に 適 用 す る 。
注 ） 　 原 則 ○ 印 を 適 用 す る 。

△ △ △

△ △ △

上 記 以 外
換 気 扇 ス イ ッ チ

湯 沸 器

機 器 納 入 、 取 付

　 　 　 異 な る 場 合 に お い て も 設 計 変 更 の 対 象 と し な い 。 た だ し 、 現 場 条 件 や 数 量 の 変 更 等 、 受 注 者 の 責 に

      　 上 表 は 積 算 上 の 条 件 で あ り 、 処 理 施 設 を 指 定 す る も の で は な い 。 な お 、 受 注 者 の 提 示 す る 施 設 と

　 　 盛 土 等 に 使 用 す る 発 生 土 は 、 下 記 の 工 事 か ら の 建 設 発 生 土 を 利 用 す る こ と 。

備       考

備       考

　 　 下 記 資 材 の 使 用 に 際 し 、 再 生 資 材 を 利 用 す る こ と 。

再  生  資  材  名 規      格 使  用  箇  所 再 資 源 化 施 設 名 ・ 所 在 地

２ ． 建 設 発 生 土 の 利 用

発  注  機  関 工    事    名 発  生  場  所 施 工 会 社 名 ・ 連 絡 先

３ ． 建 設 発 生 土 の 搬 出

　 　 工 事 の 施 工 に よ り 発 生 す る 建 設 発 生 土 は 、 下 記 の 場 所 に 搬 出 す る こ と 。

受 入 工 事 名 ／ 施 設 名 称

工 事 場 所 ／ 施 設 所 在 地

連 　 　  　 絡 　  　 　 先

仮  置  場  所  の  有  無

備                 考

４ ． 建 設 廃 棄 物 の 搬 出

　 　 工 事 の 施 工 に よ り 発 生 す る 廃 棄 物 は 、 下 記 の 場 所 に 搬 出 す る も の と し 積 算 し て い る 。

施  設  所  在  地

搬 出 す る 廃 棄 物 名

　 　 は 、 速 や か に 監 督 員 に 報 告 し 、 協 議 す る こ と 。

　 　 　 建 設 工 事 発 注 後 に 明 ら か に な っ た や む を 得 な い 事 情 に よ り 、 上 記 の 指 定 や 条 件 に よ り が た い 場 合

７ ． 協 議 に つ い て

６ ． 自 ら 産 業 廃 棄 物 を 運 搬 ・ 処 分 す る 以 外 は 、 委 託 契 約 書 の 写 し を 提 出 す る こ と 。

　 　 同 法 第 １ ８ 条 に 基 づ き 再 資 源 化 等 完 了 報 告 書 を 提 出 す る こ と 。

５ ． 建 設 リ サ イ ク ル 法 の 対 象 建 設 工 事 に お い て 、 特 定 建 設 資 材 廃 棄 物 の 再 資 源 化 等 が 完 了 し た と き は 、

　 　 　 よ る も の で な い 事 項 に つ い て は こ の 限 り で は な い 。

１ ． 再 生 資 材 の 利 用
 ７

　　アスベスト含有の建材は使用しない。

　　ただし、やむを得ずアスベスト含有建材を使用する場合は事前に監督員と協議を行うこと。

＜ 表 － ３ ＞ 　  発 生 材 の 処 理 等

＜ 表 － ４ ＞ 工 事 区 分 表

＜ 表 － ５ ＞ 機 器 取 付 高
 ( 1 )   既 設 の ｲﾝ ｻｰ ﾄ及 び ｱﾝ ｶｰ ﾎ ﾞ ﾙ ﾄは 原 則 と し て 使 用 し な い 。 や む を 得 ず 既 設 の ｲﾝ ｻｰ ﾄ及 び ｱﾝ ｶｰ

　 　 ﾎﾞ ﾙﾄを 再 利 用 す る 場 合 は 、 状 態 及 び 強 度 を よ く 確 認 し 、 十 分 に 清 掃 し て か ら 使 用 す る 。

　 　 　 ま た 、 引 張 強 度 の 確 認 試 験 に つ い て は 下 記 に よ る 。

　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 (3 )　 穿 孔 作 業 に は 、 専 用 ﾄﾞﾘ ﾙ、 振 動 ﾄﾞﾘ ﾙや ﾊ ﾝﾏ ｰ ﾄ ﾞ ﾘ ﾙ等 を 使 用 し 、 必 要 埋 設 深 さ を 確 保 す る

　 　 た め 、 穿 孔 深 さ の ﾄﾞ ﾘﾙへ の 表 示 や ｽﾄｯ ﾊ ﾟ ｰ付 き ﾄﾞﾘ ﾙの 使 用 等 を 行 う 。

 １  共 通 事 項

 ２  重 要 機 器 用 の

　 あ と 施 工 ｱﾝ ｶｰ

 ( 1 )　 重 要 機 器 の 耐 震 固 定 等 に 使 用 す る あ と 施 工 ｱﾝ ｶｰは 金 属 拡 張 ｱﾝ ｶｰ又 は 接 着 系 ｱﾝｶ ｰと し 、

　 　 耐 震 計 算 に て 選 定 を 行 う 。

 (2 )　 金 属 拡 張 ｱﾝ ｶｰの 仕 様 は 、 次 に よ る 。

   ( ｱ )　 金 属 拡 張 ｱﾝ ｶｰは 、 (社 )日 本 建 築 あ と 施 工 ｱﾝ ｶｰ協 会 の 金 属 系 あ と 施 工 ｱﾝｶ ｰ品 質 性 能 判

   　  定 表 の 性 能 を 満 足 す る 製 品 と す る 。

   ( ｲ )　 金 属 拡 張 ｱﾝ ｶｰの ｾｯ ﾄ方 式 は 、 図 示 に よ る 。 図 示 が な け れ ば 、 本 体 打 込 み 式 と す る 。

   ( ｳ )   金 属 拡 張 ｱﾝ ｶｰ本 体 の 径 及 び 埋 め 込 み 深 さ は 、 図 示 に よ る 。

   ( ｴ )　 ﾀ ﾞ ﾎ ﾞ筋 の 種 類 、 径 及 び 長 さ は 図 示 に よ る 。

 (3 )　 接 着 系 ｱﾝ ｶｰの 仕 様 は 、 下 記 に よ る 。 な お 、 下 記 に よ り 施 工 が 困 難 な 場 合 は 、 監 督 員 と

　 　 相 談 す る こ と 。

   ( ｱ )　 接 着 系 ｱﾝ ｶｰは 、 (社 )日 本 建 築 あ と 施 工 ｱﾝｶ ｰ協 会 の 接 着 系 あ と 施 工 ｱﾝ ｶ ｰ品 質 性 能 判 定

　 　 　 表 の 性 能 を 満 足 す る 製 品 と す る 。

　  (ｲ )　 接 着 系 ｱﾝｶ ｰは 、 ｶﾌ ﾟｾ ﾙ型 と し 、 接 着 剤 の 材 質 及 び ｶﾌ ﾟｾ ﾙの 種 類 は 図 示 に よ る 。

　 　 　 に よ る 。

 (4 )　 あ と 施 工 ｱﾝ ｶｰの 施 工 に は 、 工 事 内 容 に 相 応 し た 施 工 の 指 導 を 行 う あ と 施 工 ｱﾝｶ ｰ技 術 管

　 　 理 士 又 は 主 任 技 士 を 置 く 。

 (5 )　 あ と 施 工 ｱﾝ ｶｰ作 業 に お け る 技 能 者 は 、 あ と 施 工 ｱﾝｶ ｰ工 事 の 施 工 に 関 す る 十 分 な 経 験 と

　 　 技 能 を 有 す る 主 任 技 士 又 は 第 １ ・ ２ 種 あ と 施 工 ｱﾝ ｶｰ施 工 士 と す る 。

 ( 6)　 あ と 施 工 ｱﾝ ｶ ｰの 撤 去 は 、 専 用 の 工 具 を 使 用 し 、 構 造 物 に 影 響 を 与 え な い よ う に す る こ

　 　 と 。

   ( ｳ )　 接 着 系 ｱﾝｶ ｰの 埋 込 深 さ 及 び 許 容 引 抜 荷 重 に つ い て は 、 機 械 設 備 工 事 標 準 図 （ 施 工 19）

 (2 )　 あ と 施 工 ｱﾝ ｶｰに つ い て は 機 械 設 備 工 事 標 準 図 （ 施 工 19） に よ る 。

（ １ ） 「 撤 去 」 と は 、 既 存 物 を 壊 し 取 る こ と 。

（ ２ ） 「 取 外 し 」 と は 、 再 使 用 を 考 慮 し て 、 丁 寧 に 外 す こ と 。

（ ３ ） 「 撤 去 ･新 設 」 と は 、 既 存 物 を 撤 去 し 、 新 た な 物 を 設 置 す る こ と 。

（ ５ ） 「 備 品 移 動 」 と は 、 工 事 の 施 工 に 支 障 と な る 備 品 を 一 時 別 の 場 所 に 保 管 し 、
　 　 　  工 事 終 了 後 に 元 の 場 所 に 戻 す こ と 。

（ ４ ） 「 取 外 し ･再 取 付 け 」 と は 、 既 存 物 を 取 外 し 、 同 じ 物 を 取 付 け る こ と 。 　 ［ 1- 1 . 4 . 3］

＜ 表 － １ ＞ 　 あ と 施 工 ア ン カ ー

＜ 表 － ２ ＞ 　 用 語 の 説 明

備          考

連     絡     先

最寄りの処理施設処 理 施 設 名 称

年月日

図面番号整理分類番号縮尺 A1版 A3版

建・構・電・衛─ ─

合計枚数
令和３年２月

工事名称 図面名称備考

浄・厨・外・昇

昇02

昇05

120枚
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昇降路平面図 （１／２０）（１階）

高調波対策（高調波流出電流計算値）

回路分類
Ｐｉ台数高調波対策内容 機器名称

定格容量
６パルス等価

（kVA）

合計容量

細分Ｎｏ．
（kVA）

換算係数

６パルス

（Ｋｉ）

容量［Ki×Pi］

（kVA）

機器最大

稼働率

（％）

基本電流に対する高調波電流発生率Ｉｎ（％）

5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次

○
ノイズフィルタのみ

（標準）

ACリアクトル追加

（Ki=1.8相当）

０１号機

AXIEZ(450kg-45m/min)
2.9 1 2.9

31 3.4 9.8 25 65 41 8.5 7.7 4.3 3.1 2.6 1.8

32 1.8 5.2 25 38 14.5 7.4 3.4 3.2 1.9 1.7 1.3

高圧または特別高圧需要家が高調波発生機器を新設、増設または更新する場合には「高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」への適用が求められます。

ガイドラインではその需要家から流出する高調波電流の上限値を定めており、超過する場合には何らかの対策を求められます。

※　各次数毎の高調波流出電流量は以下の計算により求めることができます。

各次数毎の高調波流出電流量（ｍA）＝ ×１０　×各次数毎の発生率Ⅰｎ（％）×機器最大稼働率ｋ（％）
合計容量Ｐｉ（ｋＶＡ）

受電電圧（ｋＶ）×√３

３

除外工事事項

建築工事関係

１． 昇降路の築造工事及び各階出入口、インジケータ、押ボタ

ン等の穴あけ工事

（昇降路壁は５ｃｍ　辺り３００Ｎの外力が作用した時に

１５ｍｍを超える変形及び塑性変形が生じない構造とする

こと）

　　　　　　　　　　　　２

２． 鉄骨構造階のファスナー、立柱及び中間ビーム（必要の場

合）並びにシキイ受材の設置工事

３． 鉄骨構造階の三方枠、インジケータ、押ボタン、ハンガー

ケース等の取付用鋼材設置工事

４． 鉄骨構造階の昇降路における鉄骨材の耐火処理工事および

乗場出入口廻りの耐火処理工事

５． 各階乗場出入口枠周囲のロックウール詰め工事

６． 乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事

７． 昇降路頂部にエレベーター機器揚重用のフック又はビーム

の設置工事（　　　ｋＮ）／台　２０

８． 通過階がある場合の非常救出口設置工事（かご敷居先端か

ら１２５ｍｍ以下）

９． ピット内防水仕上工事（必要の時は、排水設備工事含む）

１０．ピット床下部使用の場合の建築対策工事

１１．ピットが深い場合の埋め戻し・浅い場合のはつり工事

１２．段違いピット時のピット内保護柵工事（必要の場合）

１３．固体・空気伝播対策工事（必要な場合）

１４．その他建築に関する工事

設備工事関係

１． 動力用電源・照明電源・接地線の受電端子迄の引込工事

（繋ぎ込み工事含む）

２． インターホン取付位置より昇降路までの配管配線工事

（０．９φ×１０本）／台

３． 火報信号の昇降路より外部の配管配線工事

４． 遮煙ドアご採用の場合、遮煙ドア設置階乗降ロビーに火災

感知器または、煙感知器の設置工事

５． エレベーターの遠隔管理用配管・配線工事（昇降路内から

最寄の電話中継盤まで）

６． 建設設備連動に必要な接点供給工事

７． ピット内点検用コンセント設備工事

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

８． 昇降路頂部の煙感知器設備工事（外部より点検可能なこ

と）

平成２０年国土交通省告示第１４５４号第一号により点検

口の戸は錠付（工具を必要とするネジでも可）とし戸が開

いた時にはエレベーターを停止させる必要がある

９． かご内ＴＶカメラがある場合、かご内ＴＶカメラ用配管

配線工事（昇降路からモニター設置場所まで）

・５Ｃ－２Ｖ同軸ケーブル

１０．かご室スピーカーがある場合、放送用配管配線の昇降路

制御盤までの引込工事

（非常放送がある場合３線式とすること）

１１．昇降路の換気設備工事（平成１２年建設省告示１４１３号

第１第三号ニにより昇降路内温度を４０℃以下に保つ必要

があります）

発熱量　エレベーター駆動部（　　　　　Ｗ／　台）

　　　　＋エアコン（　　　　　Ｗ／　台）　　－　　　　１

１２．エレベーター据付工事用の仮設電源を建築より供給とする

場合、本設の電源仕様と同じ三相２００Ｖ、または、単相

２００Ｖ、７．５ＫＶＡ以上、ブレーカー容量５０Ａ以上

の電源仕様とする

注意事項

１． 昇降路間口・奥行寸法は、昇降路全域（ピット底部から昇

降路頂部まで）にわたり確保のこと

２． コンクリート強度は２１Ｎ／ｍｍ　以上のこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２

３． 電源電圧の変動は＋５％～－１０％以内、電圧不平衡率

５％以内のこと

４． 本エレベーター所定の性能維持のため下記条件が必要です

（１）昇降路内の温度は－５℃～４０℃以内、湿度は月平

　　　均９０％・日平均９５％未満かつ急激な温度変化等

　　　により氷結・結露しないこと

（２）金属を損耗または腐食したり接点の接触障害の原因

　　　となるような塵及び化学的有害ガスがないこと

５． 屋上等直接外気と接する乗場における雨水よけ設備（ひさ

し・風除室・水勾配・グレーチング・防潮板等）

６． 昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないこと

７． 昇降路内には他の用途の配管・ダクト等が露出しないよう

に願います

（建築基準法施行令第１２９条の２の４第１項第三号）

８． 遮断器はインバータ回線対応のものを使用すること

９． 輸送可能な適温配膳車や台車などの重量物は２５０ｋｇ

以下とすること

１０．換気設備を設置する場合は昇降路外部より保守可能な位置

とし、設置環境により雨水或いは、防水対策を実施のこと

１１．エレベーターの保守・点検ならびに緊急対応のため、外部

階段などから最上階および最下階エレベーターホールへア

クセスできる経路を確保すること（個人宅など占有部を経

由しないこと）

１２．エレベーターから発生する高周波漏洩電流と高周波ノイズ

により、他の設備が影響を受ける恐れがあります

次の対策をお勧めします

（１）エレベーター動力と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器

　　　の電源線・通信線を１ｍ以上分離する

（２）エレベーターを含む動力の電源トランスと通信機器

　　　・ＯＡ機器等弱電機器の電源トランスを分離する

　　　（エレベーター照明用電源は弱電機器のトランス

　　　　と分離不要）

（３）エレベーターを含む機器アース線と通信機器・ＯＡ

　　　機器等弱電機器のアース線の分離配線と接地極の分

　　　離をする

１３．乗場壁へウレタン吹付けを行う場合は、乗場機器取付け後

に施工願います。乗場機器取付け前にウレタン吹付けを行

うと、乗場機器取付け時の溶接の火花に引火する恐れがあ

ります

１４．乗場に向かって強風が吹く場合には、防風対策（建築工

事）を行ってください。風圧により乗場の戸が閉まらない

恐れがあります

１５．施工作業時間条件：月曜日～土曜日　８：００～１７：００

１６．ＥＬＥ－Ｑｕｉｃｋは三菱電機ビルテクノサービス（株）

とのメンテナンス契約が必要になります。

エレベーター仕様要項

分

類
仕様項目 ０１号機

基

本

仕

様

機種名称 三菱機械室レスエレベーター　ＡＸＩＥＺ

機種形名 Ｐ６－ＣＯ－４５

用途 乗用

制御方式 可変電圧可変周波数制御（回生なし）

操作方式 乗合全自動方式（１Ｃ－２ＢＣ）

積載量 ４５０ｋｇ

定員 ６名

定格速度 ４５ｍ／ｍｉｎ

戸閉方式 ２枚戸両引き（ＣＯ）

出入口幅 ８００ｍｍ

出入口高さ ２１００ｍｍ

かご室サイズ（内法間口） １４００ｍｍ

かご室サイズ（内法奥行） ８５０ｍｍ

かご室サイズ（内法高さ） ２２８０ｍｍ

出入口方式 一方向出入口

正面側停止数 ３停止（１－３階）

動力用電源 ＡＣ３φ－２００Ｖ－５０Ｈｚ

照明用電源 ＡＣ１φ－１００Ｖ－５０Ｈｚ

そ

の

他

基

本

仕

様

耐震設計施工指針耐震クラス クラスＡ１４

敷居間隔 １０ｍｍ

ドアセンサー機能 マルチビームドアセンサ２Ｄ

視覚障がい者対応仕様 あり

地震時管制運転方式 Ｐ波＋Ｓ波センサ付３段設定（普通級）

停電時自動着床装置（ＭＥＬＤ） あり

乗

場

仕

様

乗場三方枠 大枠末広幕板なし　３００ｍｍ以下鋼板塗装　（メーカー標準色）（１－３階）

乗場戸 鋼板塗装（メーカー標準色）仕上（１－３階）

乗場敷居 アルミ製（１－３階）

乗場インジケーター 一体セグメントＬＥＤ　樹脂フレーム付ステンレスフェースプレート（１－３階）

乗場インジ一体形ボタン ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色ＬＥＤ（１－３階）

休止灯 あり

乗場休止スイッチ 乗場インジ・ボタン組込

か

ご

室

仕

様

天井 ＣＬ１：ＬＥＤフラット（白色ＬＥＤ）

かご室壁・戸 化粧鋼板

袖壁・出入口柱 ステンレスヘアライン仕上

巾木 アルミ製

かご床 樹脂タイル２ｍｍ（三菱標準タイル）

かご室敷居 アルミ製

かご操作盤タイプ 袖壁操作盤

かご操作盤プレート材質・仕上 ステンレスヘアライン

かごボタン ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色ＬＥＤ

正操作盤インジケータータイプ かご内液晶インジケーター（５．７インチ）　ＣＵＤＯ認定品

かご操作盤液晶表示言語 ４ヵ国語ガイド（通常時：日英、緊急時：日英中韓、１画面表示）

かご室換気 ラインフローファン

かご室手すり 丸形ステンレス　二面取付（両側面）

かご室鏡 ステンレス鏡面枠なし（５７０ｍｍ×１４００ｍｍ）

キックプレート ステンレスヘアライン仕上（ビスなし）高さ：床面より３５０ｍｍ

そ

の

他

仕

様

気配りドア あり

ホールモーションセンサ＜３Ｄ＞ あり

遮煙機能 ディフェンスドア　２枚戸両引き用（１－３階）

点字名板取付方法 接着

おもり非常止め なし

火災時管制運転方式 火報信号連動式

インターホン型式 ６Ｖ１局

戸開延長ボタン あり

かご内アナウンス かご内４ヵ国語アナウンス（通常時：日英、緊急時：日英中韓）

かご室スピーカー あり

中間ビーム   本（建築工事）

フェッシャープレート エレベーター手配（２－３階）

レール支持方式 １レール２ブラケット

煙感知器点検口スイッチ あり

仮設動力電源 １式

特殊付加仕様 特殊工法　／　足場工法

　（無電圧ａ接点，接点電圧ＤＣ２４Ｖ）

　火災警報盤を介してエレベーター制御盤に供給すること。

　知器などの火災感知器を設置し，火災感知信号を自動

　乗場遮煙ドア設置階のエレベーターホールに必ず煙感

・自動火災報知設備の設置義務の無い建物の場合には，

　の設置義務の無い建物であっても，同設備を設けること。

・乗場遮煙ドアを設置するためには，自動火災報知設備

乗場遮煙ドア設置上の条件

３．管理人不在時にはエレベーターを使えない状況にする。

　　鳴動を確認した者が対応できるように、シールや名板で鳴動時の緊急連絡先等の対応方法を明示する。

２．管理人室内のインターホン親機の鳴動を共用部から確認できるように設置し、

１．インターホン親機を共用部（エレベーターホールや廊下等）に設置する。

もしも管理人が常駐しない場合は，以下のいずれかの措置が必要となる。

管理人室等に設置する場合は，２４時間管理人が常駐する必要がある。

エレベーターかご内のインターホンは，常に外部のインターホン親機と連絡できるようにすること。

外部連絡装置（インターホン親機）設置上の注意点

（建築基準法施行令第１２９条の１０第３項第三号）

　　例えば、営業時間内のみ管理人室等に管理人が常駐するならば営業時間外は建物を閉館する。

電源引込み口（最下階天井付近）

動力用ＡＣ３φ－２００Ｖ－５０Ｈｚ

照明用ＡＣ１φ－１００Ｖ－５０Ｈｚ

Ｄ種接地工事

電源線引出し長さ　天井高さ＋３５００ｍｍ

（電気工事）

ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい（建築工事）

昇降路平面図

増打ち

（建築工事）

昇降路内法の基点
Ｓ波地震感知器

Ｐ波地震感知器

　（建築工事）

　塗膜防水仕上面

No.01
Ｒ２Ｒ１

Ｐ２ Ｒ４Ｒ３

Ｐ１

9
0

5
0
6

4
5
0

か
ご

外
法

 
9
9
5

昇
降

路
有

効
内

法
 
1
5
6
0

1
1
5

9
0

2
2
4
6

かご外法 1462

昇降路有効内法 1800

194 144

BG 1500

WG 750

（ピット）（１／２０）

レール下端部荷重（長期荷重）

Ｒ１（ｋＮ） Ｒ２（ｋＮ） Ｒ３（ｋＮ） Ｒ４（ｋＮ）

２４．３ ２３．２ ４２．７ ２４．２

ピット荷重（短期荷重）

Ｐ１（ｋＮ） Ｐ２（ｋＮ）

６９．５ ５８．８

動力電源設備（ＣＶＴ電線使用時）

接地線サイズ電線サイズ
（＊）感度電流値

動作時間
電源側ＮＦ容量設備容量号機名

電源電圧

周波数
電動機容量

ｍまで

ｍｍＡＴｋＶＡ
ｍＡ以上

秒以上
ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍ

ｍまで

まで
Ｖ

Ｈｚ
２

２

２

２０１
ＡＣ３φ２００

５０
　２．３ｋＷ ３ ２０

１００

０．２

１１３ 　　８

１９７ 　１４

３００ 　２２

　２．０

（＊）電源側に漏電遮断器を設置する場合

照明用電源ＡＣ１φ１００Ｖ　５０Ｈｚ（設備容量１ｋＶＡ／台　電源側ＮＦ容量２０ＡＴ／台）

　　６０５　　１

※図面は参考図とし、図中の性能機能を有する同等品以上とする。

建・構・電・衛

図面番号整理分類番号A1版 A3版

年月日

縮尺

上越市総合体育館・渡り廊下
図面名称

上越市総合体育館等大規模改修工事

工事名称

印

基本・意匠・構造・設備

担当事務所長総括・一級建築士

第１０６０４６号

印
管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

（代表）　(有)第一設計総合事務所

備考

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
令和３年２月

1/20 1/40

改修後　エレベータ詳細図（1） 浄・厨・外・昇

合計枚数

昇03
昇05

120枚

第一・護國共同企業体

※手続きについて

　関係諸官庁への申請手続きは受注者において行うものとする。



昇降路内法の基点

ｋ２

ｋ１
ｄ１

ｄ２
Ｑ３ Ｑ４

Ｑ１ Ｑ２

ｄ１

ｄ２

ｎ２ｎ２

（電気工事）

煙感知器

（頂部）昇降路平面図 （１／２０）

昇降路平面図 （２－３階）（１／２０）

昇降路有効内法 1850
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0
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BG 1500

WG 750

ｃ２ ｎ１ ｃ２

ｎ１

ｃ１

ｎ１

ｃ１

昇降路内法の基点

敷居間隔１０ｍｍ

マルチビームドアセンサ

手スリ

No.01

手スリ

No.01

50 50

鏡
WG 750

BG 1500

7070

545 250 780 250
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800

かご内法 1400

194 かご外法 1462

昇降路有効内法 1850
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0
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（単位：ｋＮ）

おもり

かご

Fx2

Fy2

ＥＶレール支持用ブラケットに作用する地震時水平荷重

Fx2

Fy2

Fx1

Fy1

Ｆｘ１ Ｆｙ１ Ｆｘ２ Ｆｙ２

Fx1

Fy1

　３．９７ 　１．９９ 　６．０２ 　３．０１

ＮＯ．０１

注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下と

　　なるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。

揚重ビームに掛かる荷重 Ｎｏ．０１

Ｑ１（ｋＮ）

１２．８

Ｑ２（ｋＮ）

１２．０

Ｑ３（ｋＮ）

２１．６

Ｑ４（ｋＮ）

１６．２

Ｑ１～Ｑ４はＥＶ据付時に作用する

部材

記号
名　称 部　材 工事区分

ｃ１ レールブラケット取付用ファスナー ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｃ２ レールブラケット取付用ファスナー ＰＬ－ｔ９ 建築工事

ｄ１
レールブラケット取付用ファスナー兼

揚重ビーム取付用ファスナー
ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｄ２ 揚重ビーム取付用ファスナー ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｋ１ 揚重ビーム（据付後撤去） Ｈ－１００×１００×６×８ ＥＶ工事

ｋ２ 揚重ビーム Ｈ－１００×１００×６×８ ＥＶ工事

ｎ１ 中間ビーム Ｈ－１００×１００×６×８（横） 建築工事

ｎ２ 中間ビーム Ｈ－１２５×１２５×６．５×９ 建築工事

※c１～d２のPL溶接は隅肉溶接S=6とする。

No.01
出

入
口

芯

乗場正面図 （１／２０）

（Ｎｏ．０１号機）

（１－３階）

No.01

出
入

口
芯

三方枠足元欠き込み

X

X

乗場穴あけ図 （１／２０）

（Ｎｏ．０１号機）

（１－３階）

注）・三方枠取付のため、ＲＣ壁があり開口としては上記寸法を

　　　前提としています

　　　違う場合は鋼材等が必要となります

　　・開口寸法は、壁厚１８０ｍｍ、壁仕上３０ｍｍの場合を示す

　　　（異なる場合は確認のこと）

　　・壁仕上：石貼、タイル、直打の場合は別途打合せのこと

床仕上面（ＥＶＦＬ）床仕上面（ＥＶＦＬ）

塗膜防水仕上面

（建築工事）

５０ｍｍハツリ

（建築工事）

床仕上面（ＥＶＦＬ） 床仕上面（ＥＶＦＬ）
80

10

仕上げ代

  +30

Ｘ－Ｘ断面
（１階）

Ｘ－Ｘ断面
（２－３階）

出入口幅

800

出
入

口
高

さ
2
1
0
0

2
5

150

525

150

525

1050

2
2
0
0

3
0

1
2
5
0

ピ
ッ

ト
深

さ

6
03
0

10

80

仕上げ代

  +30

9090 9090

2
2
0
0

6
03
0

2
2
0
0

※図面は参考図とし、図中の性能機能を有する同等品以上とする。

乗り場断面図　1/20

一般用押ボタン

乗場位置表示器

点字注意名板

（１階のみ）

8
5
0

追 加 事 項

・案内標示：カゴ内昇降方向の矢印の表示

・押しボタン：床面より85cmとする。（内外とも）また、点字表示付き

・大型鏡の設置

・インターホンの設置

5
6
5

100

7
0
0

6

6

6

6

6

6

6

中間ビーム取付詳細図　1/10

66

中間ビーム　H-125×125×6.5×9
中間ビーム　H-100×100×6×8(横)

あと施工アンカー

2-D13　L=175　埋込10d＋1d

アングル　L-65×65×6

あと施工アンカー

アングル　L-65×65×6

2-D10　L=135　埋込10d＋1d

リブプレート　PL-4.5　3ヶ所 リブプレート　PL-4.5　4ヶ所

30
0

60

18
0

60

(5
94

)

60

60

(1
31

)

(1
31

)

280

55

170

55

18
0

180

180

合計枚数

建・構・電・衛

図面番号整理分類番号A1版 A3版

年月日

縮尺

上越市総合体育館・渡り廊下
図面名称

上越市総合体育館等大規模改修工事

工事名称

印

基本・意匠・構造・設備

担当事務所長総括・一級建築士

第１０６０４６号

印
管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

（代表）　(有)第一設計総合事務所

備考

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
令和３年２月
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改修後　エレベータ詳細図（2） 浄・厨・外・昇
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煙感知器・点検ボックス（参考例） 矢視A-A
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扉開閉検出スイッチ

取付板

煙感知器収容箱

固定ねじ

カバープレート

蝶番

カバープレート

煙感知器

A

スイッチ取付スペース２００×９０程度

１ｍｍ以上浮かないことかご投影面に重ならないこと
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100以内※

押し込み量：5～6
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A

※Ｂ形枠の場合は３０以内

改修後

電話中継盤

昇降路内の温度は４０℃以下とする

図面は塗膜防水仕上後の

有効寸法です。

モルタル防水仕上の場合は

仕上厚を考慮して下さい。

ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい（建築工事）
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５０ｍｍハツリ

（建築工事）

塗膜防水仕上面

（建築工事）

足場台

（ＥＶ工事）

点検用コンセント　１００Ｖ　（電気工事）

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

Ｐ波地震感知器

Ｓ波地震感知器

電源引込み口

（電気工事）
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125以下
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（ＥＶ工事）
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かご床面と壁（フェッシャープレート等）とのすき間

電話線配管配線工事（電気工事）

昇降路最下階制御盤から最寄りの電話中継盤まで

ＰＶＣ　０．６５－４Ｃ

2246

昇降路断面図 （１／５０）
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※図面は参考図とし、図中の性能機能を有する同等品以上とする。

煙感知器（電気工事）

・外部より点検可能な構造として下さい

・雨水浸入が無い様配慮下さい

・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）

・煙感知器はかご投影面にかからない位置として下さい

・点検口は下記①または②として下さい

　①ＥＶ昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれか

　　（１）ホーチキ　　　ＫＵＳ－１Ｃ

　　（２）能美防災　　　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ

　　（３）ニッタン　　　ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ

　　（４）パナソニック　ＢＶ９５３５１（ＢＯＸ）＋ＢＶ９５３８１Ｈ（扉）

　②以下２項目を満足する点検口　～「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照

　　（１）スイッチ取付スペース２００×９０程度確保できる。

　　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、１ｍｍ以上浮かないこと。

部材

記号
名　称 部　材 工事区分

ｃ１ レールブラケット取付用ファスナー ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｃ２ レールブラケット取付用ファスナー ＰＬ－ｔ９ 建築工事

ｄ１
レールブラケット取付用ファスナー兼

揚重ビーム取付用ファスナー
ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｄ２ 揚重ビーム取付用ファスナー ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｋ１ 揚重ビーム（据付後撤去） Ｈ－１００×１００×６×８ ＥＶ工事

ｋ２ 揚重ビーム Ｈ－１００×１００×６×８ ＥＶ工事

ｎ１ 中間ビーム Ｈ－１００×１００×６×８（横） 建築工事

ｎ２ 中間ビーム Ｈ－１２５×１２５×６．５×９ 建築工事

エレベーター取付金物リスト

改修前

改修前　ＥＬＶ仕様図

18
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1,480

800

150

1

3,
00

0

A

A

3,000

Ｅ　Ｖ

昇降路平面図 （１／２０）

受電制御盤

パワーユニット

改修前　ＥＶ仕様

1

2

CB

1

用　　途

容　　量

速　　度

停止箇所

制御方式

かご内法

戸　　型

乗用

３０m/min

３２０kg　４人乗

１階～３階　３ヶ所停止

油圧バックプランジャー式

間口８００mm×奥行き１０８０mm

２枚戸　片開き

　昇降機設置補強材

※解体撤去処分は、昇降機本体及び昇降機付属物品（隣室設置機械含む）及び
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合計枚数

建・構・電・衛

図面番号整理分類番号A1版 A3版

年月日

縮尺

上越市総合体育館・渡り廊下
図面名称

上越市総合体育館等大規模改修工事

工事名称

印

基本・意匠・構造・設備

担当事務所長総括・一級建築士

第１０６０４６号

印
管理建築士･一級建築士登録 第１０６０４６号　　齊　藤　　博

（代表）　(有)第一設計総合事務所

備考

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博

㈲第一設計総合事務所

齊　藤　　博
令和３年２月

改修後　エレベータ詳細図（3） 浄・厨・外・昇
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